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ECONO FORUM 

巻頭言
経済学部での学びで自分を鍛える

経済学部長 豊原 法彦

2020年より、経済学部現役学生自らで経済学部の魅力を発信していく雑誌として『エコノフォーラム』は生
まれ変わりました。VUCA（Volatility：変動性、Uncertainty：不確実性、Complexity：複雑性、Ambiguity
：曖昧性）とよばれる不安定な現代を生き抜く人材には経済学のような論理的な思考能力だけではなく、
デザインやアートといった感性の能力も必要と言われています。『エコノフォーラム』では、学生達が織り
なす論理と感性のハーモニーによって、多様な価値観を認め、語り合える、新たな世界を切り拓くプラット
フォームの醸成を目指します。

　経済学と聞いてどのようなイメージをもたれるで
しょうか？　「経済」という言葉は高校で勉強してい
る公民の中の政治経済というジャンルとして学んだり、
ネットやテレビのニュースでも出てくるので馴染みが
あるでしょう。ところが「経済学」となるとピンとこ
ないかもしれません。でも、経済学部が提供するカリ
キュラムをしっかり学んでもらえると、卒業する（経
済学士になるといいます）ときには、蕩々と経済学に
ついてわかりやすく説明できるようになっています。
　そのために経済学部では、講義科目だけでなく、演
習科目と呼ばれるいわゆるゼミを開講しています。つ
まりパッシブな形で基本的な考え方や最新の理論、さ
らに議論を展開するために必要な知識（数学、語学力
など）などを講義を通じて学び、アクティブな形で演
習科目でテーマごとに仲間たちとディスカッションし、
発表するというアウトプットのプロセスをマネージメ
ントできるためのカリキュラムを用意しています。
また、本学部ではディプロマポリシー（卒業認定・学
位授与の方針）として、必要なスキルを【関心・意欲】、

【知識・理解】、【技能・表現】、【判断・問題解決】に
わけています。また、大学としては Kwansei コンピテ
ンシーとして、知識、能力、資質という各点について
皆さんの力を涵養できるようなカリキュラムを用意し
ています。すでにいろいろな科目を受けられた方は、
自らの学修課程を顧みるとき、これらについて感じら
れることと思います。
　このエコノフォーラムは皆さんのそうした学びの
記録であり、1996年に創刊されて以来、学生の皆さん
が教職員と協同して制作してきました。そして今回大
きくバージョンアップしようとしていることにも大き
な意味があります。つまり創刊当初は当時の制約条件
のもとで最適であると思われたことが、時の変化と共
に構成員も代替わりし、バックグラウンドになる教育
課程なども進化してきたことで制約条件、目的関数共
に変化してきたために、最適解がシフトしたことから、
コンセプトや構成、内容を毎年更新していくことが重
要となります。

　例えば当初は高校では余り行われてこなかったデ
ィベートや総合的学習といったアクティブラーニン
グが近時では普通に取り入れられたり、当初は出始
めた携帯電話・ＰＨＳがスマホに取って代わられる
などＩＣＴ環境が進化し、さらに大学では当時は単
位の数さえそろえればいいという考え方でカリキュ
ラムを捉えていたものが、教育の質を保証すること
が重要だということで、学修過程を明らかにしなが
ら学び続ける力を獲得することに力点が置かれるよ
うになってきました。
　その結果生まれた本誌も例外ではなく、学生の皆
さんの可能性があらわれたものでもり、経済学部の
大切な財産のひとつであると共に、各構成員の切磋
琢磨の結果といえます。
　エコゼミ委員会の皆さんをはじめとし発行にご尽
力いただいたすべての方々に感謝を申し上げますと
ともに、本紙が今後ともにさらに充実したものとな
っていくことを願っています。
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ゼミ説明会

志望ゼミ決定

一次選考

結果発表

二、三、四次選考

※

ゼミ紹介

次ページより、それぞれのゼミ情報を掲載してい
ます。

※募集予定のゼミは直前に変更されることがあります。
ご注意ください。

2019年度現在、開講しているゼミは学生の代表が
ゼミについて紹介しています。
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2回生秋学期
ゼミ合宿（夏休み）
ビジネスコンテストの

見学（11月）
全回生縦コン（11月）
合同ディベート大会

4回生通年
卒業研究

3回生春学期
ゼミ合宿（春休み）
合同ディべート大会
2.3回生縦コン（6月）

3回生秋学期
全回生縦コン（11月）
ビジネスコンテスト
発表会（12月）

秋吉
ゼミ

12

16

スケジュール

主
な
講
義

人
数
《
５
期
生
》
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2回生秋学期
90秒間新聞スピーチ
ビブリオバトル

ディベート（11月）

4回春学期
卒業論文作成
4回生秋学期
卒業論文作成
卒業旅行
ディベート

3回生春学期
3分間新聞スピーチ

事務事業評価
ディベート（6月）

3回生秋学期
学会発表（10月）
バーチャル市議会に

て成果発表（11月）
ディベート（11月）

10

11

上村
ゼミ

10

14

M
aste

ry f
or service

スケジュール

主
な
講
義
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2回生秋学期
何もしませんでした

4回生春学期
未定

4回生秋学期
未定

3回生春学期
飲み会

3回生秋学期
未定

Ma
nki

w
Macroec

onomics

2

4

1

スケジュール

岡田
ゼミ

主
な
講
義
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2回生秋学期
合同ゼミ：ディベート
（学習院大学と

関西学院大学）

4回生通年
就職活動
卒論

3回生春学期
ゼミ合宿

3回生秋学期
合同ゼミ：研究発表

(京都産業大学と名古屋大学)
合同ゼミ：研究発表
(法政大学と神戸大学)

14
5

10

3

※

スケジュール

加藤
ゼミ

主
な
講
義
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2回生秋学期
・経済数学の基礎

・新聞発表

4回生春学期
・卒論研究、作成

4回生秋学期
・卒論作成

3回生春学期
・輪読

・新聞発表

3回生秋学期
・企業研究

・卒論事前研究

國枝
ゼミ

4

4

1

スケジュール

主
な
講
義

Ⅰ
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2回生秋学期
色んな意味で基礎力強化

Smilocal・TtW活動

4回生春学期
就職活動

卒業論文のテーマ決め
4回生秋学期
卒業論文執筆

Smilocal・TtWで論文
大会出場

3回生春学期
アフリカ渡航に向けて

研究テーマを決定

3回生秋学期
アフリカ帰国後論文執筆

論文大会出場

栗田
ゼミ

12

11

スケジュール
栗田ゼミHP→

主
な
講
義

人
数
《
５
期
生
》ｅ

ｔ
ｃ…

ｅ
ｔ
ｃ…

9 Econo Forum／ No.26



2回生秋学期
コンピュータを用いた
計量経済学の理論を学ぶ

4回生春学期
ゼミの懇親会として合同

コンパを行う
就活実践ゼミナール

4回生秋学期
卒業論文作成

3回生春学期
マーケティング戦略

企業戦略
ミクロ、マクロ経済
学の理論・政策手法

3回生秋学期
京都合宿（夏）

所得税法の理論・演習
→所得と資産形成の

理解を深める

桑原
ゼミ

8

12

スケジュール

人
数
《
30
期
生
》

主
な
講
義
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2回生秋学期
・タイピング練習

（Excel）

4回春学期
・就活

4回生秋学期
・卒論

3回生春学期
・R studio
(統計ソフト)

3回生秋学期
・R studio
(統計ソフト) 

15

6

スケジュール

古澄
ゼミ

主
な
講
義

計
量
経
済
学

4

・
計
量
経
済
学

Ｒ
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2回生秋学期
・2.3回生飲み会

・ゼミ内ディベート

4回生通年
・卒論作成

3回生春学期
・対外ディベート

(同志社)

3回生秋学期
・研究発表

(
)

田畑
ゼミ

25

30

スケジュール

6

12Econo Forum／March 2020



2回生秋学期
・ハロウィンパーティー

・模擬店出店
・合同ゼミ

4回春学期
・ＢＢＱ
・夏合宿

4回生秋学期
未定

3回生春学期
・縦飲み会
・ＢＢＱ
・夏合宿

3回生秋学期
・ハロウィンパーティー

・模擬店出店
・インゼミ大会
・合同ゼミ

3

4

38

29

スケジュール

田村
ゼミ

2

主
な
講
義
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2回生秋学期

4回生春学期

4回生秋学期

3回生春学期

3回生秋学期

20

20

(
)

スケジュール

寺本
ゼミ

主
な
講
義

Ⅰ

Ⅱ
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2回生秋学期
顔合わせ会

文献の研究

4回春学期
卒論準備
縦コン

4回生秋学期
卒論制作
卒業旅行

3回生春学期
インゼミ大会の

準備
ゼミ合宿

3回生秋学期
インゼミ大会

大会終了後フィード
バック

打ち上げ

利光
ゼミ

19

スケジュール
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2回生秋学期
情報リテラシー

(ビジネスレターの
書き方・エクセルの利用)

4回生春学期
卒論研究(文献発表)

4回生秋学期
卒論作成(プレゼン)

3回生春学期
Ｒを用いた
統計分析

3回生秋学期
実際のデータを
用いた統計分析

スケジュール

豊原
ゼミ

主
な
講
義 22

艱
難
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2回生秋学期
輪読での基礎学習

ゼミ対抗ディベート大会

4回生春学期
就職活動

卒論に向けた研究活動
4回生秋学期
卒論完成
卒業旅行

3回生春学期
春のゼミ合宿

研究テーマ決定
12本の先行研究

3回生秋学期
ゼミ合宿

インゼミ大会
データ分析の学習

Wel
l-be

ing(
)

スケジュール

西村
ゼミ

10

3

11

9

主
な
講
義

Ａ
・
Ｂ
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2回生秋学期
9月：夏タテ合宿

プレゼン＆ディベート
年末懇親会

4回生春学期
他己分析＆自己理解
9月：夏タテ合宿
4回生秋学期
卒論準備

年末：タテ懇親会
2月：卒業旅行企画

3回生春学期
プレゼン＆リサーチ

6月：タテ就活セミナー
7月：インフラ施設見学

9月：夏タテ合宿・リーダー

3回生秋学期
11月：インゼミ大会

12月：他大学との交流会
年末：タテ懇親会

野村
ゼミ

17

20

:Ai
rlin

e
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itio
n 

a
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irpo
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A
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 us 
only

 sky 

スケジュール

23
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義
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2回生秋学期
新勧コンパ

4回生春学期
卒論に向けた学習

(就活があるので、ゆったりと)
4回生秋学期

卒論の中間プレゼン
卒論の作成

3回生春学期
他大学との共同ゼミ
*18年度は長崎大
*19年度は京都大

3回生秋学期
インゼミ大会に向けて

の論文作成
インゼミ大会

19

4

2

スケジュール

2

原田
ゼミ
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2回生秋学期
・ミクロ経済学の学習
・計量経済学の学習
・２回生の夏に夏合宿

4回生春学期
・卒論作成
・夏合宿

4回生秋学期
・卒論作成

3回生春学期
・グループ研究

・計量経済学の学習

3回生秋学期
・９月ゼミ合宿（全学年）
・他大学との合同研究発表
（例年慶応大学、神戸大学、
関西大学、聖心女子大学

など）

東田
ゼミ

6

13

(

1)

(

2)

To
pics

 in 
Econ

omic
s(in

Eng
lish

)D(
)

スケジュール

10

主
な
講
義

負
荷
削
減
効
果
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2回生秋学期
・国際経済の基本を学ぶ

4回生春学期
・卒業研究の推進

4回生秋学期
・卒業論文の作成

3回生春学期
・データ解析

3回生秋学期
・グループ研究

7

1

スケジュール

藤井
ゼミ

主
な
講
義
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2回生秋学期
経済学基礎の復習

4回生春学期
卒業論文作成

4回生秋学期
未定

3回生春学期
マクロ経済学

3回生秋学期
マクロ経済学

藤原
ゼミ

10

スケジュール

主
な
講
義
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2回生秋学期
・現代の金融入門

4回生春学期
・未定

4回生秋学期
・未定

3回生春学期
・金融

3回生秋学期
・金融

Ⅰ

110

スケジュール

堀
ゼミ

2

Ⅰ
・
Ⅱ

～
No 

free 
lunch～
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2回生秋学期
ディベート大会

4回生春学期
就職活動

4回生秋学期
卒業論文

3回生春学期
三大学合同ゼミ

（関西大学・龍谷大学）

3回生秋学期
研究発表

本郷
ゼミ

23

(
)

(
)

(
)

スケジュール

7
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2回生秋学期
・縦コン

・3回生と合同夏合宿
・春合宿（春休み）

4回生通年
・就職活動

・卒業論文作成

3回生春学期
・研究テーマ決定

・経済学部財政3ゼミ合同
研究報告会
・縦コン

・2回生と合同夏合宿

3回生秋学期
・兵庫県自治学会で

研究発表
・関西広域連合協議会

・インゼミ大会

14

14

(
)

スケジュール

前田
ゼミ
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2回生秋学期
・チームに分かれて、
教科書の所定範囲をＰＰ

スライドにて発表

4回生通年
・個人の卒業論文制作

3回生春学期
・チームに分かれて、
研究テーマを設定し研究

・ゼミ合宿

3回生秋学期
・春学期に定めた研究を進める
・インゼミ大会(他大学・他ゼミ)

松枝
ゼミ

スケジュール

11

9

11
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 En
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sh)

　
学
生
が
や
り
た
い
こ
と
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先
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す
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学
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自
身
に
企
画
さ
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て
く
れ
て
最
後
は
先
生
も
一
緒
に
な
っ
て
楽
し
む

ス
タ
イ
ル
の
ゼ
ミ
で
す
。
や
る
と
き
は
や
る
、
楽
し
む
と
き
は
楽
し
む

と
い
っ
た
メ
リ
ハ
リ
が
あ
る
人
、
協
調
性
が
あ
る
人
、
も
し
く
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そ
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ら
を
身
に
着
け
た
い
人
に
は
向
い
て
い
る
ゼ
ミ
だ
と
思
い
ま
す
。
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2回生秋学期
統計学を学ぶ

4回生通年
卒論作成

3回生春学期
自分でテーマを決めて、
統計学を使って分析する

3回生秋学期
自分でテーマを決めて、
統計学を使って分析する

宮脇
ゼミ

スケジュール

Ⅰ
・
Ⅱ

Ⅰ
・
Ⅱ
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2回生秋学期

4回生春学期

4回生秋学期

3回生春学期

3回生秋学期

Excel

山鹿
ゼミ

スケジュール

Ａ

エ
ク
セ
ル
や
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｇ
Ｉ
Ｓ
）
を
用
い
た

分
析
に
関
心
の
あ
る
学
生
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小川
ゼミ

…

T
opic

s in
 

E
cono

mics
(in 

Engl
ish)

J(
)

梶井
ゼミ

久保
ゼミ

(
)

(
)
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小林
ゼミ

高島
ゼミ

安岡
ゼミ
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日本の社長・業界人インタビュー

氏
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株式会社松尾学院（東進衛星予備校）
代表取締役社長
（ﾏﾂｵ ｹﾝｲﾁﾛｳ）
松尾健一郎氏

な
り
ま
す
︕
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―

っ
て
い
ま
し
た
︒

い
う
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※

そ
ん
な
折
︑
﹁
そ
う
だ
︕
　
塾
を
開
い
て
一
斉
授
業
に
す
れ
ば
︑
家
庭
教
師

の
数
に
関
係
な
く
︑
も
っ
と
生
徒
募
集
に
専
念
で
き
る
し
︑
神
戸
大
学
・
関

西
学
院
大
学
受
験
専
門
の
学
習
塾
は
他
に
な
い
の
で
ウ
ケ
る
か
も
﹂
と
再
び

ア
イ
デ
ア
を
思
い
つ
い
た
私
は
︑
家
庭
教
師
仲
間
と
共
に
す
ぐ
さ
ま
塾
を
開

き
︑
家
庭
教
師
か
ら
今
度
は
塾
講
師
と
塾
経
営
者
に
転
換
し
た
の
で
す
︒
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―

塾
の
経
営
を
存
続
さ
せ
る
だ
け
で
も
精
一
杯
の
中
︑

新
た
に
﹃
個
人
情
報
保
護
法
﹄
が
制
定
さ
れ
︑
そ
れ
ま
で
の
訪
問
販
売
業
が

軒
並
み
倒
産
︑
大
打
撃
を
う
け
ま
す
︒
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﹁
そ
も
そ
も
映
像
授
業
な
ん
て
︑
ち
ゃ
ん
と
成
績
が
伸
び
る
の
か
︖
﹂
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
︑
学
習
塾
向
け
加
盟
説
明
会
に
参
加
し
て
み
た
と
こ

ろ
︑
目
か
ら
鱗
で
す
︒
感
激
し
ま
し
た
︒

こ
の
授
業
を
一
年
間
通
し
て
受
け
続
け
て
い
た
ら
︑
き
っ
と
難
関
大
学
に

も
受
か
る
だ
ろ
う
︒
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│
今
後
の
日
本
で
は
︑
Ａ
Ｉ
の
発
達
や
様
々
な
社
会
変
化
に
よ
り
︑

し
︑
な
ん
で
も
経
験
し
て
み
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
で
す
︒
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M
astery for Service
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某大手損害保険会社
自動車営業部
（ﾊｾｶﾞﾜ ｶｽﾞﾏ）
長谷川 千馬氏

氏
︒

ゼ
ミ
活
動
で
す
︒
当
時
︑
私
は
他
の
学
生
と
比
べ
て
︑
た
だ
目
立
っ
て
い
た
と
い
う
理
由
で
ゼ
ミ
長
を
務
め
て
い
ま
し
た
︒

そ
の
上
で
︑
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
引
っ
張
る
の
で
は
な
く
︑
み
ん
な
を
﹁
フ
ォ
ロ
ワ
ー
シ
ッ
プ
﹂
で
支
え
る
と
い
う
こ
と
を

意
識
し
︑
活
動
し
て
い
ま
し
た
︒

た
だ
就
活
に
使
う
だ
け
で
は
面
白
く
な
い
上
に
︑
せ
っ
か
く
や
る
か
ら
に
は
︑
本
気
で
取
り
組
む
︒

そ
う
し
た
ゼ
ミ
長
の
経
験
は
自
身
の
成
長
・
視
野
が
広
が
る
い
い
機
会
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
︒
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○
フ
ォ
ロ
ワ
ー
シ
ッ
プ
は
︑
ど
こ
で
学
び
ま
し
た
か
︖

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
画
を
書
い
て
ゼ
ミ
メ
ン
バ
ー
の
関
係
図
を
考
え
て
い
た
ん
で
す
︒

そ
の
時
に
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
逆
に
し
た
形
か
ら
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
ま
し
た
︒

○
就
活
時
に
や
っ
て
お
い
た
ほ
う
が
い
い
こ
と
︑
後
悔
し
て
い
る
こ
と
は
︖

就
活
を
始
め
た
時
期
は
３
年
生
の
夏
休
み
前
で
す
︒
最
初
は
︑
自
己
紹
介
と
他
己
分
析
を
徹
底
的
に
行
っ
て
い
ま
し
た
︒

自
分
の
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
先
輩
た
ち
に
見
て
も
ら
い
︑
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
繰
り
返
し
ま
し
た
︒

面
接
で
は
何
を
聞
か
れ
て
も
同
じ
ク
オ
リ
テ
ィ
で
話
せ
る
よ
う
に
準
備
し
て
い
ま
し
た
︒

後
悔
し
て
い
る
こ
と
は
英
語
で
す
か
ね
︒
英
語
を
も
っ
と
や
っ
て
い
れ
ば
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
︒

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
は
や
れ
ば
や
る
ほ
ど
取
れ
る
か
ら
対
策
を
し
て
お
く
べ
き
で
す
︒
準
備
不
足
は
企
業
側
の
方
に
簡
単
に
見
破
ら
れ
ま
す
よ
︒

○
も
っ
て
お
く
と
良
い
資
格

や
は
り
一
番
は
英
語
で
す
︒
今
後
は
海
外
勤
務
も
増
え
る
だ
ろ
う
か
ら
︒

他
の
資
格
も
取
る
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
で
す
が
︑
英
語
は
必
須
で
す
︒

○
フ
ォ
ロ
ワ
ー
シ
ッ
プ
は
︑
ど
の
場
面
で
活
き
て
い
ま
す
か
︖

一
般
的
に
デ
ィ
ー
ラ
ー
は
保
険
も
売
っ
て
い
ま
す
︒
私
の
立
場
は
保
険
の
契
約
が
取
れ
る
よ
う
に
デ
ィ
ー
ラ
ー
を
指
導
す
る
仕
事
で
す
︒

そ
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
と
チ
ー
ム
を
作
り
︑
自
分
よ
り
年
上
の
人
を
相
手
に
指
導
し
て
い
ま
す
︒
ゼ
ミ
で
培
っ
た
フ
ォ
ロ
ワ
ー
シ
ッ
プ

を
生
か
し
︑
自
分
が
責
任
と
失
敗
を
被
る
か
ら
積
極
的
に
提
案
を
し
て
ほ
し
い
と
発
信
し
て
い
ま
す
︒

チ
ー
ム
全
員
が
も
っ
と
積
極
的
に
活
動
し
て
も
ら
う
た
め
︑
下
か
ら
メ
ン
バ
ー
を
支
え
︑
動
か
し
て
い
ま
す
︒

40Econo Forum／March 2020



○
イ
ン
タ
ー
ン
に
参
加
し
て
い
な
い
学
生
を
ど
の
よ
う
に
思
い
ま
す
か
︖

今
熱
中
し
て
い
る
も
の
︒
自
分
の
中
で
の
優
先
順
位
が
何
な
の
か
︒
そ
れ
を
明
確
に
持
っ
て
い
れ
ば
︑
自
然
と
就
活
で
も
話
せ
ま
す
︒

や
っ
ぱ
り
︑
何
か
に
熱
中
し
て
い
る
人
は
輝
い
て
い
ま
す
ね
︒

実
は
︑
企
業
も
そ
の
よ
う
な
人
を
取
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
︒

た
だ
︑
色
ん
な
こ
と
に
手
を
出
し
て
い
て
も
中
途
半
端
な
人
は
ダ
メ
︒
何
を
や
ら
せ
て
も
中
途
半
端
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
か
ら
︒

○
趣
味
は
何
で
す
か
︖

ゴ
ル
フ
︑
ウ
イ
ス
キ
ー
を
飲
む
こ
と
︑
洗
車
と
か
で
す
か
ね
︖

い
つ
か
︑
息
子
と
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
や
る
の
が
夢
で
す
︒

○
人
生
の
中
で
の
最
も
大
き
な
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
は
い
つ
で
し
た
か
︖

浪
人
時
代
で
す
︒
浪
人
時
代
は
︑
周
り
が
大
学
生
活
を
楽
し
ん
で
い
る
中
︑
一
人
で
ひ
た
す
ら
勉
強
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
︑
不
安
や

孤
独
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
に
な
り
ま
し
た
︒

で
も
︑
人
生
を
変
え
る
た
め
︑
藁
に
も
す
が
る
思
い
で
︑
一
日
十
三
時
間
勉
強
し
て
い
ま
し
た
︒

浪
人
時
代
の
挫
折
経
験
か
ら
反
骨
精
神
も
養
わ
れ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
︒

周
り
を
見
返
し
た
い
と
思
っ
て
努
力
し
続
け
︑
一
年
遅
れ
て
関
学
に
入
っ
た
け
れ
ど
︑
最
高
の
仲
間
に
出
会
え
ま
し
た
︒

浪
人
を
経
験
し
た
こ
と
で
今
の
仲
間
と
出
会
う
こ
と
が
で
き
︑
関
学
に
合
格
し
︑
今
の
企
業
に
も
入
れ
ま
し
た
︒

浪
人
時
代
無
く
し
て
︑
今
の
自
分
は
あ
り
ま
せ
ん
︒

○
も
う
一
度
浪
人
時
代
に
戻
り
た
い
と
思
い
ま
す
か
︖

戻
っ
て
も
構
わ
な
い
で
す
︒
毎
日
時
間
を
か
け
て
予
備
校
に
通
っ
て
い
た
け
れ
ど
︑
結
局
ま
た
同
じ
道
を
歩
む
ん
だ
と
思
い
ま
す
︒

今
ま
で
の
自
分
の
人
生
に
後
悔
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
︒
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○
今
の
価
値
観
を
学
生
時
代
に
持
っ
て
い
た
ら
何
を
し
た
い
で
す
か
︖

多
く
の
新
し
い
価
値
観
に
触
れ
る
こ
と
︒
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
︑
外
国
人
と
の
交
流
︑
海
外
旅
行
な
ど
︑
文
化
の
違
い
を

学
び
た
い
で
す
︒
あ
と
は
︑
繰
り
返
し
ま
す
が
︑
英
語
の
勉
強
で
す
か
ね
︵
笑
︶
︒
本
当
に
必
要
で
す
︒

人
生
常
に
学
ぶ
姿
勢
が
大
事
で
す
︒
様
々
な
と
こ
ろ
か
ら
学
ぶ
︒
先
輩
︑
後
輩
︑
取
引
先
な
ど
全
て
か
ら
︒

○
大
学
生
に
こ
れ
だ
け
は
伝
え
た
い
こ
と
は
何
で
す
か
︖

絶
対
に
何
か
一
つ
に
熱
中
し
た
ほ
う
が
い
い
︕
大
学
生
活
で
何
を
し
ま
し
た
か
︖
と
い
う
質
問
に
答
え
ら
れ
な
い
の
で
は
︑
四
年
間

が
無
駄
で
す
︒
本
当
に
何
で
も
い
い
か
ら
自
分
が
熱
く
な
れ
る
も
の
を
探
し
て
取
り
組
む
べ
き
︒

体
育
会
系
の
人
が
採
用
に
有
利
な
の
は
何
か
に
熱
中
し
て
い
る
か
ら
で
す
︒

こ
れ
だ
け
は
誰
に
も
負
け
な
い
と
い
う
こ
と
を
突
き
詰
め
て
く
だ
さ
い
︒

○
部
下
か
ら
好
か
れ
る
上
司
と
は
︖

ま
ず
は
相
手
の
価
値
観
を
聞
く
こ
と
︒
そ
の
人
の
考
え
を
尊
重
し
な
が
ら
自
分
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
軌
道
修
正
し
︑
納
得
す
る
ま
で

話
を
聞
く
︒
長
い
目
で
見
る
と
︑
時
間
を
取
っ
て
︑
徹
底
的
に
話
す
こ
と
が
遠
回
り
に
見
え
て
︑
案
外
近
道
な
ん
で
す
︒

そ
も
そ
も
︑
好
か
れ
る
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
︑
真
の
目
的
は
組
織
全
体
を
強
く
す
る
こ
と
︒

質
問
力
で
相
手
に
本
音
を
言
っ
て
も
ら
お
う
︒

○
自
身
が
部
下
の
立
場
と
し
て
︑
部
下
と
し
て
必
要
な
こ
と
と
は
︖

素
直
で
あ
る
こ
と
に
尽
き
ま
す
︒
素
直
で
あ
る
こ
と
は
本
当
に
重
要
︕

”

努
力
は
必
ず
報
わ
れ
る
︒
も
し
報
わ
れ
な
い
努
力
が
あ
る
の
な
ら
ば
︑
そ
れ
は
ま
だ
努
力
と
は
呼
べ
な
い
︒”
王
貞
治
さ
ん

の
言
葉
で
︑
プ
ロ
で
あ
る
こ
と
を
常
に
意
識
さ
せ
ら
れ
る
言
葉
で
す
︒

○
最
後
に
︑
長
谷
川
さ
ん
の
座
右
の
銘
を
教
え
て
く
だ
さ
い
︒
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大学生として過ごす時間

35040時間
24時間×1460日

何かを成すには短い？
でも、

何もしないには長い。
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2019年度のオープンキャンパスで実施した
アンケート（総数899票）をもとに、
高校生が気になる「大学生への質問」を
ランキング形式にしてみました！
ご協力いただき、ありがとうございました！
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３
頁

簡
単
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
︑
想
像
を
絶
す
る
ほ
ど
難
し

い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
︒
も
ち
ろ
ん
科
目
に
よ
っ
て

違
い
は
あ
り
ま
す
が
︑
そ
れ
は
高
校
で
も
同
じ
で
す
よ

ね
︒

高
校
と
比
較
し
て
︑
あ
え
て
違
う
所
を
挙
げ
る
と

す
る
な
ら
ば

﹁
100
％
コ
レ
！
　こ
の
答
え
！
﹂
と
い
う
も
の
が
減
り

と
い
う
こ
と
が
多
く
な
っ
た
点
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
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…
…

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
検
定
︑

受
講

事

対
称
的
に
︑
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…
…

…
…

…
…

※経済学部の制度についての記述は、2019年度時点のものであり、
今後変わる可能性があります。

…
…

…
…

…
…

大
学
生
は
行
動
の
ほ
ぼ
全
て
を

や
る
の
か
や
ら
な
い
の
か
︑

頑
張
る
の
か
そ
う
で
な
い
の
か
︑

自
分
で
選
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
︒

分
か
り
で♡
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チャーシューは柔らかく、
甘みのある国産豚肉。
トッピングには新鮮な青ねぎを
ふんだんに使用。

本店

濃厚な豚骨の家系ラーメン。
ごはんはおかわり無料で
関学生からも大人気。

らあ麺と餃子のお店

辛さを選べるので、
辛いのが好きな人には勿論
苦手な方にもおすすめ。

豚骨と鶏ガラをベースにした、
こくと旨みのあるスープが特徴。

旨みのある豚骨スープと柔らかい
チャーシューがクセになる味わい。

仁川本店
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チャーシューは柔らかく、
甘みのある国産豚肉。
トッピングには新鮮な青ねぎを
ふんだんに使用。

本店

濃厚な豚骨の家系ラーメン。
ごはんはおかわり無料で
関学生からも大人気。

らあ麺と餃子のお店

辛さを選べるので、
辛いのが好きな人には勿論
苦手な方にもおすすめ。

豚骨と鶏ガラをベースにした、
こくと旨みのあるスープが特徴。

旨みのある豚骨スープと柔らかい
チャーシューがクセになる味わい。

仁川本店
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30年間門外不出のスープと、
安心安全な素材を生かした
店独自の味。

阪急西宮ガーデンズ店

味噌、塩、醤油の３種類の
ラーメンは、全てこだわりの
素材を使用した優しい味。

ラーメン

屋



Map data @2019 google
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白の差し色でワンポイントアクセントを入れ
ベージュ色の帽子で秋をイメージしたファッ
ション。大講義の時はラフな服装でゼミなど
友人と授業で会う際は気合を入れて服を選ぶ。
ピアスは５種類の中から気分でチョイス。
よく行く店は安くておしゃれなＲＡＧＥＢＬＵＥ
など。

写真　経済学部　２回生
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EASY TO USE MOST

クローゼットに入っている一番着なれた服をチョ
イス。履きやすいジーンズをベースとしたスタイル
で、ヒールは身長アップのためほぼ毎日履いてい
るという。

THE COAT OF THE TREND

トレンドのコートを母から借りた大人っぽいコーデ。
バイトの時は黒のズボンのため、普段着は茶色の
ワイドパンツを起用。ZARAやユニクロの商品を
よく購入している。

写真左　経済学部　２回生 写真右　経済学部　２回生
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ON THE MODEL

経済学部　２回生Today
feels like
chesnut

学校に来ているが服装は銀座を意識したイメージ。
リップはオレンジで季節に合わせて色を変えている。
ボトムスは黒色のズボンで締めて、全体をすっきり
させている。ヒールはデートでは履かないため
学校の時に履いてきているそう。

56Econo Forum／March 2020



57 Econo Forum／ No.26



ECONO FORUM 

●シリーズチャペル＜経済と人間＞
新海哲哉・高林喜久生・野村宗訓・栗田匡相・宮脇幸治
國濱剛・加藤雅俊・井口泰・上村敏之・白井洸志

●シリーズチャペル＜人間を考える＞

厳廷美・高島正憲・梶井厚志・岡田敏裕・増永俊一

●シリーズチャペル＜経済と倫理＞
西村智・井口泰・安岡匡也・栗田匡相・松枝法道・東田啓作

●シリーズチャペル＜経済学と聖書＞
井口泰

●チャペル講話 卒業生を覚えて
樂之者と希望／豊原法彦

※2019年度に行われた経済学部チャペルにおける連続講話の内容を講話者がまとめ、掲
載しています。

●基礎演習：リポート一覧
●研究演習Ⅱ：卒業論文一覧
●経済学部懸賞論文について
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私
た
ち
は
可
能
な
ら
自
由
に
し
た
い
こ

と
を
し
て
、
束
縛
さ
れ
ず
に
生
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。
育
っ
た
家
庭
が
経
済
的
に

比
較
的
に
豊
か
で
、
十
分
に
教
育
を
受
け

た
人
ほ
ど
、
そ
う
考
え
る
の
で
は
な
い

か
。
以
下
の
文
は
、
基
礎
演
習
で
用
い
た

テ
キ
ス
ト
、
松
井
彰
彦
著
『
市
場
っ
て
何

だ
ろ
う
』
第
一
章
を
読
ん
で
私
が
思
う
と

こ
ろ
を
の
べ
た
も
の
な
の
で
、
部
分
的
に

依
拠
し
て
い
る
。

　

多
く
の
人
は
、
企
業
や
役
所
等
の
組
織

に
所
属
し
働
い
て
、
生
活
の
糧
を
得
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
企
業
や
役
所
は
、
企
業
な

ら
ば
事
業
を
通
じ
で
利
潤
を
得
る
こ
と
、

役
所
な
ど
非
営
利
組
織
は
企
業
で
は
供
給

で
き
な
い
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
社
会
や
個
人

へ
の
提
供
が
目
的
の
「
共
同
体
」
で
あ
る
。

「
共
同
体
」
は
企
業
や
役
所
だ
け
で
は
な

く
、
地
域
社
会
や
家
族
も
そ
う
で
あ
る
。

現
在
は
、
自
分
の
居
住
す
る
場
所
で
あ
る

「
地
域
共
同
体
」
を
自
ら
選
択
で
き
る
が
、

分
業
が
可
能
な
経
済
シ
ス
テ
ム
が
発
達
す

る
前
の
農
業
・
漁
業
等
が
中
心
の
時
代
で

は
、自
ら
の
居
所
を
選
ぶ
自
由
は
な
か
っ
た
。

　
「
共
同
体
」
で
は
、
そ
れ
に
所
属
す
る

人
々
が
、
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
を
分
か
ち
合

う
と
同
時
に
、
相
手
に
は
自
分
に
有
用
な

モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
相
手
か
ら

は
自
分
に
と
っ
て
有
用
な
モ
ノ
や
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
受
け
る
の
で
、「
互
恵
的
＝

お
互
い
さ
ま
」
と
い
う
考
え
方
が
重
要
と

な
る
。「
共
同
体
」
の
本
質
的
特
徴
は
、

そ
れ
に
属
す
る
人
間
が
比
較
的
頻
繁
に
顔

を
あ
わ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。こ
う
し
た「
共

同
体
」
で
は
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
が
、「
互

恵
的
」で
な
く
、「
利
己
的
な
」行
動
を
と
っ

た
場
合
は
、
共
同
体
の
秩
序
を
乱
し
た
咎

（
と
が
）
で
、
罰
を
受
け
る
。
ひ
ど
い
場

合
は
、「
共
同
体
」
の
集
団
か
ら
締
め
出

さ
れ
る
（
解
雇
や
、
村
八
分
な
ど
）。

　

こ
れ
に
対
し
、
工
業
や
サ
ー
ビ
ス
業
の

発
達
と
と
も
に
、
自
分
の
「
居
場
所
」
の

移
動
が
自
由
に
な
る
と
、
人
々
が
集
ま

り
、
お
互
い
「
顔
の
見
え
な
い
」
集
ま
り

と
な
っ
た
の
が
、「
都
市
」
で
あ
る
。
こ

う
し
た
「
都
市
」
で
は
、
モ
ノ
や
サ
ー
ビ

ス
の
配
分
は
、「
共
同
体
」
と
は
異
な
り
、

「
顔
の
見
え
な
い
つ
な
が
り
」
の
人
々
間

の
市
場
取
引
で
決
ま
る
配
分
と
な
る
。
都

市
で
は
移
動
が
頻
繁
な
の
で
「
地
域
共
同

体
」
は
形
成
さ
れ
に
く
く
、
企
業
な
ど
働

く
場
所
も
多
数
あ
る
こ
と
か
ら
、「
転
職
」

が
容
易
と
な
る
。
こ
う
し
た
都
市
が
築
く

現
代
社
会
で
は
「
最
小
の
単
位
の
共
同

体
」
で
あ
る
「
家
族
」
も
、
親
の
企
業
で

の
転
勤
や
単
身
赴
任
、
子
供
の
進
学
や
就

職
に
よ
る
「
自
立
」
で
分
断
さ
れ
、
子
供

を
通
じ
た
つ
な
が
り
も
な
く
な
り
「
地
域

共
同
体
」
の
維
持
が
困
難
と
な
る
。

　

確
か
に
、
市
場
経
済
が
中
心
の
都
市
で

は
、「
共
同
体
」
に
属
す
る
こ
と
の
束
縛

か
ら
逃
れ
、
自
由
に
で
き
る
。
し
か
し
、

自
由
に
は
リ
ス
ク
も
伴
う
。「
共
同
体
」

に
「
従
属
」
し
「
共
同
体
」
の
ル
ー
ル
に

従
え
ば
、「
給
与
」
を
も
ら
い
安
定
し
た

生
活
が
で
き
る
が
「
共
同
体
」
は
永
遠
で

は
な
い
。
自
ら「
家
庭
」で
豊
か
に
育
ち
、

十
分
な
教
育
を
受
け
才
能
の
あ
る
人
の
中

か
ら
一
部
は
、「
従
属
」
を
嫌
い
、「
自
立
」

を
求
め
る
。
企
業
や
役
所
を
飛
び
出
し

て
、「
自
立
」
の
た
め
「
起
業
」
し
組
織

を
作
る
か
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
と
な
れ
ば
、
自

ら
の
労
働
、
モ
ノ
、
サ
ー
ビ
ス
を
市
場
に

供
給
し
、
生
活
の
糧
を
得
る
必
要
が
あ

る
。
買
い
手
が
つ
か
ず
、
生
活
の
糧
が
得

ら
れ
な
い
リ
ス
ク
も
負
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
「
共
同
体
」
を
嫌
い
、
自
立
と
自
由
を
求

め
一
人
籠
る
生
活
の
中
で
、「
つ
な
が
り
」

を
求
め
る
人
た
ち
を
狙
っ
て
、
詐
欺
や
犯
罪

が
増
加
す
る
と
い
う
悪
い
側
面
も
あ
る
が
、

通
信
技
術
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
な
ど
発
達
に
よ

り
、「
共
同
体
」
よ
り
「
緩
い
」
つ
な
が
り

を
求
め
る
人
た
ち
に
、
趣
味
の
活
動
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
従
属
の
な
い
、「
顔
の
見

え
る
つ
な
が
り
」
も
作
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

社
会
変
化
が
激
し
い
現
代
で
は
、
従
属

し
や
合
併
、
部
局
の
統
廃
合
な
ど
で
、
突

然
自
分
が
「
市
場
」
に
放
り
出
さ
れ
る
可

能
性
も
あ
る
。
市
場
つ
つ
も
、
居
心
地
の

い
い
安
定
し
た
、
自
分
が
属
す
る
企
業
や

役
所
な
ど
の
「
共
同
体
」
の
倒
産
で
は
、「
自

立
」し
て
、厳
し
い
が
努
力
し
た
な
り
に「
成

果
」
も
得
ら
れ
る
が
、
リ
ス
ク
も
伴
う
の

で
覚
悟
し
て
生
き
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の

た
め
に
は
、家
族
や
勤
務
先
な
ど
一
つ
の「
共

同
体
」
の
み
に
依
存
す
る
の
で
は
な
く
、

地
域
、
趣
味
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
様
々

な
「
緩
い
つ
な
が
り
」
に
依
存
先
を
も
増

や
す
こ
と
が
、
大
切
で
あ
る
。
そ
う
す
る

こ
と
が
、
精
神
や
身
体
の
健
康
を
維
持
す

る
た
め
、
仕
事
と
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
を
と

り
つ
つ
、
わ
が
身
を
守
る
こ
と
が
、
現
代
に

生
き
る
我
々
の
「
知
恵
」
だ
と
思
う
。 

■

新
海
　
哲
哉
　
教
授
（
理
論
経
済
学
）

自
由・リ
ス
ク
と
従
属・安
定
、自
立
と
依
存 

市
場
と
共
同
体
に
つ
い
て
考
え
る
。

2019年
5月20日
月曜日
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み
な
さ
ん
方
は
、
新
聞
や
雑
誌
な
ど
で

「
〇
〇
の
経
済
効
果
は
×
×
億
円
」
と

い
っ
た
新
聞
記
事
や
ニ
ュ
ー
ス
を
目
に
し

た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
最
近
の
関

西
で
は
「
大
阪
・
関
西
万
博
の
経
済
効
果

　

約
２
兆
円
」、「
Ｉ
Ｒ
（
カ
ジ
ノ
を
含
む

統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
）
開
業
の
経
済
効
果　

約
１
・
３
兆
円
」
と
い
っ
た
事
例
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、「
ネ
コ
ノ
ミ
ク
ス
の

経
済
効
果
」
や
古
く
は
「
阪
神
優
勝
の
経

済
効
果
」
な
ど
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
今
回
は
『「
経
済
効
果
」
を
疑
う
』

と
い
う
テ
ー
マ
で
、
経
済
効
果
を
見
る
場

合
の
留
意
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
を
お
話
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
「
経
済
効
果
（
経
済
波
及
効
果
と

い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
）」
と
は
、
あ
る

特
別
な
イ
ベ
ン
ト
が
追
加
的
に

4

4

4

4

起
こ
っ
た

と
き
に
、
そ
の
イ
ベ
ン
ト
に
よ
っ
て
地
域

経
済
や
日
本
経
済
に
、
ど
れ
だ
け
の
イ
ン

パ
ク
ト
を
も
た
ら
し
た
か
を
金
額
や
増
減

率
で
表
現
し
た
も
の
で
す
。
す
な
わ
ち
水

面
に
投
げ
た
石
の
波
紋
が
広
が
っ
て
い
く

よ
う
に
経
済
的
な
生
産
が
次
々
に
誘
発
さ

れ
波
及
し
て
い
く
過
程
を
と
ら
え
た
も
の

で
す
。
投
げ
た
石
に
相
当
す
る
発
生
し
た

新
規
需
要
を
該
当
す
る
産
業
部
門
別
に
割

り
当
て
、
生
産
へ
の
波
及
効
果
を
「
産
業

連
関
表
」
を
使
っ
て
推
計
し
ま
す
。
そ
の

新
規
需
要
に
よ
る
直
接
効
果
と
生
産
波
及

に
よ
る
間
接
効
果
の
合
計
が
経
済
効
果

（
経
済
波
及
効
果
）
と
な
り
ま
す
。

　

経
済
効
果
を
見
る
と
き
の
留
意
点
の
第

１
は
、
経
済
効
果
に
は
生
産
波
及
に
よ
る

原
材
料
の
生
産
も
含
ま
れ
て
い
て
、
Ｇ
Ｄ

Ｐ
（
国
内
で
生
産
さ
れ
た
粗
付
加
価
値
）

よ
り
範
囲
が
広
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
Ｇ

Ｄ
Ｐ
へ
の
影
響
を
見
た
い
と
き
は
経
済
効

果
に
付
加
価
値
率
（
国
の
場
合
は
約

50
％
、
大
阪
府
の
場
合
は
約
57
％
で
す
）

を
か
け
て
同
じ
土
俵
に
乗
せ
る
こ
と
を
行

い
ま
す
。

　

第
２
は
、
経
済
効
果
の
推
計
は
追
加
的

4

4

4

に4

起
こ
っ
た
イ
ベ
ン
ト
を
扱
う
と
い
う
の

が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
例
え
ば
、
四
季
折
々

の
お
祝
い
の
日
の
経
済
効
果
を
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。「
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
経
済
効

果
が
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
の
経
済
効
果
を

上
回
っ
た
」
な
ど
と
言
わ
れ
ま
す
。
し
か

し
、
こ
れ
ら
の
日
に
つ
い
て
基
本
的
に
経

済
効
果
は
ゼ
ロ
で
す
。
な
ぜ
な
ら
こ
れ
ら

の
日
は
毎
年
訪
れ
る
イ
ベ
ン
ト
で
追
加
的

イ
ベ
ン
ト
で
は
な
い
か
ら
で
す
。
四
季

折
々
の
行
事
の
効
果
は
毎
年
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に

折
り
込
み
済
み
で
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
押
上
げ
効

果
を
持
ち
ま
せ
ん
。「
阪
神
優
勝
の
経
済

効
果
」
も
追
加
的
に

4

4

4

4

阪
神
が
優
勝
し
た
と

き
の
経
済
効
果
を
見
ま
す
。
観
客
動
員
に

つ
い
て
も
優
勝
し
な
か
っ
た
年
と
比
べ
て

増
加
し
た
観
客
動
員
を
も
と
に
計
算
し
ま

す
。
甲
子
園
球
場
の
観
客
動
員
が
、

２
８
０
万
人
か
ら
優
勝
に
よ
っ
て

３
０
０
万
人
に
増
え
た
ら
20
万
人
分
だ
け

が
新
規
需
要
に
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
に
対
し
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
万
博
は
追

加
的
イ
ベ
ン
ト
な
の
で
全
額
新
規
需
要
と

な
り
ま
す
。

　

第
３
は
、
経
済
効
果
は
一
般
に
プ
ラ
ス

面
だ
け
で
評
価
し
ま
す
が
、
試
算
に
は
含

ま
れ
な
い
マ
イ
ナ
ス
の
経
済
効
果
も
発
生

す
る
の
で
現
実
の
効
果
は
相
当
差
し
引
か

れ
る
こ
と
も
重
要
な
点
で
す
。
例
え
ば
、

阪
神
優
勝
の
経
済
効
果
の
場
合
、
優
勝
を

逃
し
た
他
の
球
団
の
フ
ァ
ン
の
消
費
は
落

ち
込
ん
で
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
関
西

で
は
プ
ラ
ス
か
も
知
れ
な
い
が
日
本
全
体

で
見
れ
ば
経
済
効
果
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く

な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。ま
た
、阪
神
フ
ァ

ン
も
阪
神
関
連
以
外
の
消
費
を
抑
制
し
て

い
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
関
西
で
は
大
型
イ
ベ
ン
ト
が

次
々
と
開
催
さ
れ
、
そ
の
経
済
効
果
が
取

り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
と
思
い
ま

す
。
産
業
連
関
表
に
よ
る
経
済
効
果
の
推

計
は
有
効
な
ツ
ー
ル
で
す
。
し
か
し
、
数

字
は
一
人
歩
き
し
ま
す
が
そ
れ
を
鵜
呑
み

に
せ
ず
に
、
多
角
的
に
判
断
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。 

■

高
林
　
喜
久
生
　
教
授
（
財
政
学
）

「
経
済
効
果
」
を
疑
う

2019年
5月27日
月曜日
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①
　
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足

　

近
年
、
バ
ス
や
宅
配
便
の
ド
ラ
イ
バ
ー

が
不
足
し
て
い
る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
耳

に
し
ま
す
。
過
疎
地
の
み
な
ら
ず
大
都
市

に
お
い
て
も
一
部
の
バ
ス
路
線
を
休
止
し

た
り
、
委
託
先
が
な
く
廃
止
す
る
ケ
ー
ス

が
出
て
い
ま
す
。
高
齢
者
の
免
許
返
納
が

促
さ
れ
て
い
る
の
に
、
バ
ス
利
用
は
便
利

に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

病
院
や
買
い
物
に
行
く
時
に
自
家
用
車
を

持
っ
て
い
る
知
人
に
お
願
い
し
て
、
同
乗

さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
も
可
能
で
す
。
し
か

し
、
必
ず
し
も
両
者
の
都
合
が
う
ま
く
合

う
わ
け
で
は
な
い
で
す
し
、
お
互
い
に
気

を
使
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

人
口
密
度
の
低
い
地
域
で
は
鉄
道
・
バ

ス
会
社
と
宅
配
事
業
者
が
相
互
に
協
力
し

て
、「
貨
客
混
載
」
を
導
入
す
る
と
こ
ろ

も
見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
ス
イ
ス
や
イ
ギ

リ
ス
の
山
間
部
・
過
疎
地
で
郵
便
配
達
車

に
人
を
乗
せ
て
い
た
の
を
参
考
に
し
て
い

ま
す
。
最
近
で
は
、
ア
プ
リ
で
タ
ク
シ
ー

を
よ
び
、
カ
ー
ド
支
払
い
の
で
き
る
シ
ス

テ
ム
が
開
発
さ
れ
、
利
便
性
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
が
、
ま
だ
都
市
部
が
中
心
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ウ
ー
バ
ー
が
最
も
有
名
で
す

が
、
地
元
の
住
民
を
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て

採
用
す
る
点
で
、
地
域
へ
の
貢
献
度
も
大

き
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

②
　
施
設
改
善
の
視
点

　

誰
が
需
要
と
供
給
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
考

慮
し
て
設
備
投
資
を
す
る
の
で
し
ょ
う

か
。
例
え
ば
、
駅
の
ト
イ
レ
、
利
用
者
数

に
比
し
て
貧
弱
だ
な
と
感
じ
た
こ
と
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
が
な

い
と
こ
ろ
で
は
送
迎
や
タ
ク
シ
ー
の
乗
降

が
危
険
で
す
。ま
た
、混
雑
駅
で
は
プ
ラ
ッ

ト
ホ
ー
ム
に
ゲ
ー
ト
が
設
置
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
普
及

し
て
い
ま
せ
ん
。
警
備
員
の
配
置
や
防
犯

カ
メ
ラ
の
設
置
で
安
全
基
準
を
ク
リ
ア
し

て
い
る
と
い
う
考
え
方
に
は
無
理
が
あ
り

ま
す
。
今
後
、
道
路
標
識
や
緊
急
時
の
誘

導
な
ど
で
多
言
語
案
内
も
標
準
化
す
る
必

要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
に
つ
い
て
は
、
正

門
前
の
バ
ス
停
が
本
学
の
学
生
数
と
教
職

員
数
か
ら
考
え
て
、
あ
ま
り
に
も
ア
ン
バ

ラ
ン
ス
で
あ
る
こ
と
を
目
の
当
た
り
に
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
す
べ
て
の
人
が
バ

ス
を
利
用
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
道
路
と
歩
道
の
安
全
を
考
慮
し
た

場
合
に
は
、
本
学
が
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
会

社
、
自
治
体
な
ど
の
関
係
機
関
と
協
議
し

て
、
計
画
的
に
改
善
策
を
と
る
べ
き
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
特
定
の
目
標
を
実
現

す
る
の
に
利
害
関
係
が
一
致
し
な
い
か
ら

放
置
す
る
の
で
は
な
く
、
妥
協
点
を
見
出

す
努
力
を
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

③
　
技
術
革
新
の
進
展

　

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
の
点
か
ら
、
Ｅ
Ｖ

だ
け
で
は
な
く
バ
ッ
テ
リ
ー
で
動
く
飛
行

機
や
船
の
実
用
化
も
近
づ
い
て
い
ま
す
。

更
に
、
リ
ニ
ア
新
幹
線
や
垂
直
離
発
着
型

の
空
飛
ぶ
タ
ク
シ
ー
に
加
え
、
北
米
〜
欧

州
〜
ア
ジ
ア
を
２
時
間
で
結
ぶ
ス
ペ
ー
ス

プ
レ
ー
ン
と
い
う
宇
宙
船
と
飛
行
機
の
中

間
的
な
乗
り
物
も
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
将
来
の
公
共
交
通
は
ガ
ラ
リ
と
変
わ

り
ま
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
現
か
ら
も
、輸

送
機
械
の
技
術
革
新
は
望
ま
し
い
方
向
を

た
ど
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ（Connected, A

utonom
ous, 

Shared, Electric

）と
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ（M

obility 
as a Service

）
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
現
在
は
Ｉ
Ｔ
・
自
動
車
会
社
に
よ
る

技
術
革
新
が
先
行
し
て
い
ま
す
。
過
去
の

公
共
工
事
が
あ
ま
い
需
要
予
測
に
基
づ
き

整
備
さ
れ
て
き
た
点
は
、
批
判
の
的
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
公
共
交
通
も
同

じ
轍
を
踏
ま
な
い
か
懸
念
さ
れ
ま
す
。

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
や
ア
プ
リ
が

経
済
活
動
に
深
く
関
与
す
る
時
代
に
な
っ

て
い
る
点
か
ら
、
交
通
問
題
を
地
域
の
活

性
化
と
関
連
付
け
て
理
解
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

■

野
村
　
宗
訓
　
教
授
（
産
業
経
済
）

公
共
交
通
の
将
来
像

2019年
5月28日
火曜日
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「「
私
は
何
の
た
め
に
、
何
を
し
に
生
ま

れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
」
と
思
う
こ
と
が
よ

く
あ
り
ま
す
。「
私
の
し
た
か
っ
た
こ
と

は
何
だ
っ
た
の
だ
」
と
考
え
て
み
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
実
は
何
も
な
い
の
で

す
。
誰
か
に
頼
ま
れ
れ
ば
や
り
、
お
だ
て

ら
れ
れ
ば
や
っ
た
の
で
す
。」

 

宮
本
常
一

　

こ
れ
を
読
ん
で
い
る
の
は
、
ま
あ
二
十

歳
前
後
の
人
た
ち
で
、
進
路
に
困
っ
て
い

た
り
、
選
ん
だ
進
路
に
不
安
を
持
っ
て
い

た
り
す
る
人
が
多
い
の
か
な
。
指
導
教
官

と
い
う
立
場
上
の
こ
と
も
あ
る
が
、
う
ち

の
ゼ
ミ
生
と
は
、
よ
く
飲
み
に
行
っ
た

り
、
サ
ッ
カ
ー
を
し
た
り
、
ア
フ
リ
カ
の

最
貧
国
家
に
出
か
け
た
り
、
寒
中
水
泳
を

し
た
り
と
、
通
常
の
教
員
と
学
生
と
い
う

枠
を
超
え
た
妙
な
濃
い
付
き
合
い
（
？
）

を
し
て
い
る
た
め
、
年
末
年
始
と
な
れ
ば

３
年
生
か
ら
進
路
相
談
を
受
け
る
こ
と
も

多
々
あ
る
。
で
き
う
る
限
り
き
ち
ん
と
話

を
聞
い
て
、
そ
れ
に
対
し
て
思
っ
た
こ
と

を
伝
え
て
い
る
。
で
も
、
学
生
達
は
別
に

私
に
行
く
道
を
指
し
示
し
て
も
ら
い
た
く

て
話
し
に
来
る
の
で
は
な
い
ん
で
す
よ
ね

（
教
員
に
能
力
が
無
い
か
ら
と
い
う
正
し

い
批
判
は
さ
て
お
き
）。
自
分
が
真
剣
に

考
え
た
こ
と
を
、
思
っ
て
い
る
こ
と
を
聞

い
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
る
の
だ
と
思

う
。
真
剣
な
願
い
を
聞
く
こ
と
が
出
来
る

機
会
は
人
生
の
中
で
何
度
も
あ
る
も
の
で

は
な
い
か
ら
こ
っ
ち
も
で
き
る
限
り
そ
れ

に
応
え
よ
う
と
す
る
。
僕
と
学
生
の
個
人

的
な
関
係
を
考
え
れ
ば
そ
れ
で
ハ
イ
お
し

ま
い
な
ん
だ
け
ど
、
で
も
一
方
で
世
の
中

は
真
剣
な
願
い
を
求
め
な
い
若
者
の
自
己

責
任
を
問
う
こ
と
こ
そ
あ
れ
、
世
の
中
の

大
人
が
そ
の
真
剣
さ
を
受
け
と
め
ら
れ
る

人
間
で
あ
る
か
ど
う
か
、
あ
る
い
は
若
者

を
刺
激
で
き
る
魅
力
的
な
大
人
で
あ
る
か

ど
う
か
を
問
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
で

し
ょ
。
は
い
、
だ
か
ら
社
会
や
大
人
に
期

待
す
る
の
は
金
輪
際
や
め
ま
し
ょ
う
（
無

責
任
！
）。
大
体
期
待
な
ん
て
言
葉
は
未

来
の
こ
と
で
、
ど
う
な
る
の
か
よ
く
わ
か

ら
な
い
こ
と
な
ん
だ
か
ら
さ
。
未
来
を

頼
っ
て
も
意
味
が
な
い
ん
で
す
よ
。
だ
か

ら
こ
っ
ち
が
よ
く
な
る
と
か
悪
く
な
る
と

か
確
率
的
な
話
は
、
お
勉
強
の
中
と
人
に

優
し
く
す
る
た
め
だ
け
に
使
い
ま
し
ょ
う

（
学
問
を
修
め
る
唯
一
で
最
高
の
大
変
有

意
義
な
使
い
道
で
す
）。
自
分
が
何
者
か

を
考
え
る
時
に
、
ど
う
や
っ
て
生
き
て
い

く
の
か
を
考
え
る
時
に
、
少
な
く
と
も
あ

な
た
の
人
生
と
い
う
あ
な
た
だ
け
の
こ
と

を
考
え
る
時
に
、
確
率
な
ん
て
持
ち
出
し

て
人
や
世
間
を
頼
っ
ち
ゃ
ダ
メ
で
す
よ
。

重
要
な
こ
と
は
宮
本
常
一
み
た
い
に
周
囲

を「
気
楽
に
」受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
か
っ

て
こ
と
。
受
け
入
れ
る
の
は
他
人
だ
け

じ
ゃ
な
く
て
、
失
敗
し
た
り
、
人
を
傷
つ

け
た
り
す
る
自
分
も
い
る
っ
て
い
う
辛
い

こ
と
も
含
め
て
で
す
ね
（
人
間
な
ん
て
そ

ん
な
も
の
と
か
確
率
的
な
方
向
に
頭
を
使

う
必
要
は
全
然
無
い
で
す
よ
）。
そ
し
て

自
分
か
ら
色
々
と
引
き
受
け
に
出
か
け
て

欲
し
い
。
世
界
に
は
知
ら
な
い
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
る
か
ら
外
へ
出
か
け
て
、
言
葉

が
出
な
い
ほ
ど
の
驚
き
や
悲
し
み
や
喜
び

を
ま
ず
は
体
一
杯
で
引
き
受
け
て
欲
し

い
。
そ
ん
な
君
の
真
剣
な
人
生
を
待
っ
て

い
る
人
が
、
こ
の
世
の
中
に
は
必
ず
い
ま

す
。
未
来
と
は
期
待
で
は
な
く
確
信
と
し

て
の
連
な
り
と
し
て
の
あ
な
た
自
身
で

す
。
そ
の
連
な
り
に
は
た
く
さ
ん
の
子
ど

も
も
大
人
も
様
々
な
こ
と
が
必
要
で
、
沢

山
関
わ
っ
て
く
れ
る
か
ら
ワ
ク
ワ
ク
し
て

い
い
。
た
だ
し
未
来
の
地
に
い
る
あ
な
た

は
今
の
あ
な
た
と
は
別
人
だ
か
ら
、
い
く

ら
確
率
的
に
そ
の
姿
を
想
像
し
て
も
無
意

味
で
す
。
そ
ん
な
く
だ
ら
な
い
こ
と
に
頭

を
使
わ
な
い
で
、
き
っ
か
け
な
ん
て
何
で

も
い
い
か
ら
ま
ず
は
気
楽
に
ワ
ク
ワ
ク
し

て
飛
び
出
す
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
ね
。

 

■

栗
田
　
匡
相
　
准
教
授
（
開
発
経
済
学
）

未
来
の
あ
な
た
に
は

何
も
な
く
て
よ
ろ
し
い

2019年
6月4日
火曜日
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デ
ー
タ
を
用
い
た
分
析
の
主
な
目
的
と

し
て
予
測
ま
た
は
因
果
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
予
測
が
目
的
の
場
合
は
よ
り
良
い
予

測
が
で
き
る
こ
と
が
望
ま
し
い
し
、
因
果

が
目
的
の
場
合
は
何
ら
か
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

が
解
明
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
で
し
ょ

う
。
今
回
は
学
士
号
の
価
値
に
つ
い
て
考

え
な
が
ら
因
果
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み
ま

す
。

　

ま
ず
因
果
と
は
ど
の
よ
う
に
定
義
さ
れ

る
も
の
で
し
ょ
う
か
？ D

avid H
um
e

が

１

７

７

２

年
に
出
版
し
た
本A
n 

E
nquiry C

oncerning H
um
an 

U
nderstanding

に
よ
れ
ば

W
e m
ay define a cause to be an 

object follow
ed by another, and 

w
here all the objects, sim

ilar to the 
first, are follow

ed by objects sim
ilar 

to the second. O
r, in other w

ords, 
w
here, if the first object had not 
been, the second never had 
existed.

で
あ
る
と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。
論
理
学

で
表
現
す
る
な
ら
「
Ａ
な
ら
ば
Ｂ
」
か
つ

「
Ａ
で
な
い
な
ら
ば
Ｂ
で
な
い
」
と
な
り

ま
す
。
こ
こ
で
、
あ
る
命
題
の
対
偶
は
元

の
命
題
と
真
理
値
が
一
致
す
る
こ
と
を
用

い
れ
ば
、
Ａ
と
Ｂ
が
同
値
で
あ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
原
文
の
〝
ｆ
ｏ
ｌ
ｌ

ｏ
ｗ
〞
と
い
う
言
葉
が
時
間
の
経
過
を
含

意
す
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
因
果
は
同
値

な
物
事
が
時
間
の
経
過
に
伴
っ
て
現
れ
る

現
象
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ

う
。
例
え
ば
、
ス
イ
ッ
チ
を
押
す
と
明
か

り
が
つ
く
と
い
う
関
係
は
ス
イ
ッ
チ
を
押

さ
な
け
れ
ば
明
か
り
が
つ
か
な
い
た
め
因

果
で
あ
る
し
、
ス
イ
ッ
チ
と
明
か
り
は
同

値
な
も
の
で
す
。
一
方
、
雨
が
降
る
と
地

面
が
濡
れ
る
と
い
う
関
係
は
雨
が
降
ら
な

く
て
も
地
面
が
濡
れ
る
こ
と
も
あ
る
た
め

因
果
で
は
な
い
し
、
こ
れ
ら
は
同
値
な
も

の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

次
に
学
士
号
の
価
値
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。
学
士
号
を
取
得
す
れ
ば
賃

金
が
高
く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ゼ

ミ
生
の
古
家
君
と
濵
口
君
の
推
計
に
よ
れ

ば
、
２
０
１
６
年
時
点
で
60
歳
か
ら
65
歳

の
日
本
人
男
性
の
平
均
生
涯
所
得
に
は
、

学
士
号
を
持
っ
て
い
る
人
と
そ
う
で
な
い

人
で
約
５
６
０
０
万
円
の
差
が
見
ら
れ
ま

す
。
大
学
在
籍
費
用
を
約
７
０
０
万
円
と

見
積
も
っ
て
も
学
士
号
は
十
分
に
そ
の
価

値
が
あ
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
推

計
に
際
し
て
単
純
化
（
物
価
や
割
引
率
を

無
視
）
し
て
い
る
こ
と
、
進
学
率
が
上
昇

す
る
に
従
っ
て
こ
の
差
が
縮
小
傾
向
に
あ

る
こ
と
も
合
わ
せ
て
指
摘
し
て
お
き
ま

す
。

　

学
士
号
と
賃
金
は
因
果
関
係
に
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
？
経
済
学
で
は
主
に
二
つ
の

考
え
方
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
学
士
号
を

取
得
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
的
資
本
が
蓄

積
さ
れ
る
た
め
賃
金
が
高
く
な
る
と
い
う

仮
説
、
も
う
一
つ
は
学
士
号
が
シ
グ
ナ
ル

と
し
て
用
い
ら
れ
る
た
め
賃
金
が
高
く
な

る
と
い
う
仮
説
で
す
。
端
的
に
言
え
ば
、

大
学
に
行
く
こ
と
で
能
力
が
高
く
な
る
の

か
、
そ
も
そ
も
能
力
が
高
い
人
が
大
学
に

行
く
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
も
し
前
者

が
正
し
け
れ
ば
学
士
号
と
賃
金
は
因
果
関

係
が
あ
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
一
方
、

後
者
が
正
し
い
の
で
あ
れ
ば
能
力
が
高
い

人
は
い
ず
れ
に
し
て
も
高
賃
金
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
た
め
学
士
号
と
賃
金
に
因
果

関
係
は
な
い
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
こ
こ

で
は
企
業
が
労
働
者
の
能
力
を
適
切
に
測

る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
を
用
い
て
賃
金
を

決
定
す
る
こ
と
が
仮
定
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
ア
メ
リ
カ
の
デ
ー
タ
を
用
い
た
分
析

で
は
能
力
は
賃
金
を
決
定
す
る
要
素
の
一

つ
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
お
り
、
妥
当

な
仮
定
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。
た
だ
し
能

力
が
賃
金
の
決
定
に
用
い
ら
れ
る
の
は
四

年
目
以
降
で
あ
る
こ
と
も
合
わ
せ
て
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
学
士
号
と
賃
金
の
関
係
に

つ
い
て
は
今
後
の
研
究
の
発
展
が
望
ま
れ

る
分
野
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。 

■

宮
脇
　
幸
治
　
准
教
授
（
計
量
経
済
学
）

因
果
と
学
士
号
の
価
値

2019年
6月11日
火曜日
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私
に
は
現
在
１
歳
の
子
供
が
お
り
、
育

児
生
活
の
真
っ
最
中
で
あ
る
。
今
回
は
こ

れ
ま
で
子
育
て
に
関
わ
る
中
で
感
じ
た
こ

と
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
最
初
に
注
意
し

て
お
く
が
、
結
婚
す
る
か
ど
う
か
、
子
供

を
持
つ
か
ど
う
か
は
各
個
人
の
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
な
選
択
で
あ
り
、
こ
こ
で
話
す
内

容
は
一
方
が
他
方
に
比
べ
て
良
い
悪
い
な

ど
と
議
論
す
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。

　

最
近
の
育
児
関
連
の
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
い

て
い
る
と
暗
い
内
容
の
も
の
が
多
い
印
象

を
受
け
る
。
都
市
部
の
待
機
児
童
、
低
水

準
な
男
性
の
育
休
取
得
率
、
出
産
後
の
困

難
な
キ
ャ
リ
ア
形
成
、
家
事
・
育
児
の
ワ

ン
オ
ペ
、
孤
立
し
た
育
児
が
引
き
起
こ
す

ノ
イ
ロ
ー
ゼ
・
虐
待
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る

が
、
こ
の
よ
う
な
報
道
に
触
れ
る
度
に
、

自
分
は
問
題
な
く
子
育
て
で
き
る
の
か
と

ぼ
ん
や
り
し
た
不
安
を
覚
え
て
い
た
。
実

際
に
子
供
が
生
ま
れ
る
と
そ
れ
ま
で
の
生

活
が
一
変
し
、
身
体
的
に
は
寝
不
足
な
ど

で
常
に
疲
労
困
憊
で
あ
っ
た
も
の
の
、
そ

れ
以
上
に
育
児
は
楽
し
い
と
い
う
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
思
い
を
自
然
と
抱
く
よ
う
に

な
っ
た
。
子
供
は
全
力
で
泣
い
た
り
笑
っ

た
り
と
喜
怒
哀
楽
を
全
身
で
表
現
し
な
が

ら
日
々
懸
命
に
生
き
て
お
り
、
そ
の
成
長

を
近
く
で
見
な
が
ら
寄
り
添
え
る
こ
と
は

大
き
な
幸
福
感
を
与
え
て
く
れ
る
が
、
こ

れ
は
そ
れ
以
前
に
は
思
い
も
つ
か
な
い
こ

と
で
あ
っ
た
。

　

子
供
を
連
れ
て
外
出
し
て
い
る
と
ご
近

所
さ
ん
か
ら
「
か
わ
い
い
わ
ね
〜
」
と
声

を
か
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
際

に
私
が
子
供
を
抱
っ
こ
し
て
い
た
り
ベ

ビ
ー
カ
ー
を
押
し
て
い
る
と
「
イ
ク
メ
ン

ね
」
な
ど
と
褒
め
ら
れ
た
り
す
る
。
し
ば

ら
く
は
何
も
考
え
ず
に
喜
ん
で
い
た
が
、

ふ
と
思
い
起
こ
す
と
妻
が
同
じ
こ
と
を
し

て
い
て
も
誰
も
褒
め
た
り
は
し
て
い
な

か
っ
た
。
そ
も
そ
も
イ
ク
メ
ン
の
対
義
語

は
思
い
浮
か
ば
な
い
し
、
こ
れ
は
育
児
の

担
い
手
は
母
親
で
あ
り
、
父
親
に
は
同
程

度
の
育
児
関
与
は
期
待
し
て
い
な
い
と
い

う
社
会
的
認
識
の
表
れ
の
よ
う
な
気
が
し

た
。
実
際
に
育
児
に
関
わ
っ
て
み
る
と
、

授
乳
以
外
は
父
親
で
も
基
本
的
に
は
同
じ

こ
と
が
何
で
も
で
き
る
こ
と
が
わ
か
る
。

少
し
ず
つ
男
性
の
育
児
参
加
が
進
ん
で
状

況
は
改
善
さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
、
依
然

と
し
て
性
別
に
よ
る
育
児
関
与
の
ギ
ャ
ッ

プ
が
存
在
す
る
の
を
感
じ
た
経
験
で
あ
っ

た
。

　

ま
た
、
他
に
も
育
児
を
通
し
て
気
づ
く

点
が
色
々
と
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
ベ
ビ
ー

カ
ー
を
押
し
な
が
ら
駅
や
商
業
施
設
を
訪

れ
る
際
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
位
置
を
最
初

に
調
べ
る
習
慣
が
つ
い
た
が
、
ど
こ
に
あ

る
の
か
わ
か
り
に
く
い
、
ま
た
は
そ
も
そ

も
近
く
に
設
置
し
て
い
な
い
こ
と
も
あ

る
。
多
く
の
場
合
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
や

階
段
が
入
り
口
付
近
に
あ
る
た
め
、
以
前

は
そ
の
よ
う
な
場
所
で
不
便
を
感
じ
る
よ

う
な
こ
と
は
特
に
な
か
っ
た
が
、
ベ
ビ
ー

カ
ー
や
車
椅
子
の
利
用
者
に
と
っ
て
は
同

じ
場
所
に
対
し
て
も
全
く
逆
の
認
識
を
持

ち
う
る
と
感
じ
た
。

　

今
回
は
私
が
育
児
を
通
し
て
感
じ
た
点

を
簡
潔
に
述
べ
た
が
、
育
児
に
限
ら
ず
、

本
を
読
ん
だ
り
、
映
画
を
観
た
り
、
旅
行

に
行
っ
た
り
、
異
な
る
背
景
を
持
つ
人
と

話
を
す
る
な
ど
、
普
段
の
生
活
の
中
に
も

視
野
を
広
げ
る
機
会
は
数
多
く
あ
る
。
考

え
方
が
柔
軟
な
大
学
生
の
み
な
さ
ん
が
毎

日
を
意
識
的
に
過
ご
し
、
新
し
い
視
点
に

多
く
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
願
っ

て
い
ま
す
。

 

■

國
濱
　
剛
　
専
任
講
師
（
ベ
イ
ズ
統
計
学
・
計
量
経
済
学
）

育
児
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と

2019年
6月13日
木曜日
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エ
コ
シ
ス
テ
ム
と
は
、
一
定
の
場
所
に

す
む
全
生
物
と
そ
の
環
境
を
、
物
質
循
環

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
流
れ
に
着
目
し
て
１
つ

の
ま
と
ま
り
と
し
て
捉
え
た
も
の
を
意
味

し
て
い
ま
す
。
経
済
成
長
が
鈍
化
し
、
人

口
減
少
と
少
子
高
齢
化
に
直
面
す
る
社
会

に
お
い
て
、
持
続
可
能
な
エ
コ
シ
ス
テ
ム

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

筆
者
の
研
究
テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
る
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
の
分
野
に
お
い
て

は
、「
地
域
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
エ
コ
シ

ス
テ
ム
」
と
呼
ば
れ
る
、
一
定
の
地
域
で

活
動
す
る
企
業
，
大
学
，
研
究
機
関
と
そ

れ
を
取
り
巻
く
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の

環
境
を
、
技
術
な
ど
の
知
識
の
流
れ
に
着

目
し
て
一
つ
の
ま
と
ま
り
と
し
て
と
ら
え

る
研
究
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
筆
者
が
分
析
対
象
と
し

て
い
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
に
関
す
る

テ
ー
マ
が
中
心
と
な
る
ア
ン
ト
レ
プ
レ

ナ
ー
シ
ッ
プ
研
究
の
分
野
に
お
い
て
は
、

「
創
業
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム
」
と
呼
ば
れ
る

研
究
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
提
案
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
こ
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
、
一

定
の
地
域
内
で
の
「
生
産
的
ア
ン
ト
レ
プ

レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
を
可
能
に
す
る
よ
う
な

創
業
活
動
を
取
り
巻
く
環
境
に
つ
い
て
、

相
互
依
存
的
な
主
体
・
要
素
の
集
合
体
と

し
て
と
ら
え
る
も
の
で
す
。
こ
こ
で
は
、

後
者
に
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
ま
す
。

　

創
業
と
は
新
し
い
企
業
（
ビ
ジ
ネ
ス
）

の
誕
生
を
意
味
し
ま
す
。
新
し
い
企
業
が

登
場
す
る
こ
と
は
、
市
場
で
の
競
争
を
活

発
化
さ
せ
、
効
率
性
を
高
め
る
上
で
重
要

な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。
経
済
成
長
が
低

迷
す
る
中
、
企
業
の
誕
生
を
通
し
た
経
済

活
性
化
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

新
し
い
企
業
の
登
場
に
よ
っ
て
、
類
似
し

た
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
企
業
に

と
っ
て
は
競
争
相
手
が
増
え
ま
す
。
競
争

の
結
果
と
し
て
価
格
の
低
下
を
招
く
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
新
し
い
企
業
は
、
既
存
の

製
品
や
サ
ー
ビ
ス
に
対
抗
す
る
た
め
に

は
、
新
規
性
を
も
つ
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を

導
入
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
他
方
で
、

既
存
企
業
は
、
新
し
い
企
業
と
の
競
争
に

打
ち
勝
つ
た
め
に
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創

出
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
増
す
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
企
業
の
誕
生
を
通
し
て
新

陳
代
謝
が
う
ま
く
機
能
し
、
新
た
な
ア
イ

デ
ア
や
知
識
の
創
出
の
可
能
性
を
高
め
、

市
場
の
効
率
性
が
増
す
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
誕
生
し
た
企
業
の
多
く
は
、

創
業
後
ま
も
な
く
市
場
か
ら
消
え
る
こ
と

が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

企
業
の
中
で
、
競
争
に
打
ち
勝
っ
て
、
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
成
長
を
実
現
す
る
の
は

ほ
ん
の
一
握
り
で
あ
り
、
経
済
に
イ
ン
パ

ク
ト
を
与
え
る
に
は
様
々
な
ハ
ー
ド
ル
が

立
ち
は
だ
か
り
ま
す
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
，
生
産
性
成
長
，
雇
用
創
出
の
重
要
な

源
泉
と
な
る
、
ユ
ニ
コ
ー
ン
企
業
に
代
表

さ
れ
る
よ
う
な
「
高
成
長
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
」
を
生
み
出
す
シ
ス
テ
ム
を
創
る
こ
と

が
重
要
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
シ
ス
テ
ム
こ
そ
が
創
業
の
エ
コ
シ
ス

テ
ム
で
す
。

　

創
業
活
動
の
水
準
は
、
国
の
制
度
的
要

素
が
深
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
創
業
活
動

の
活
性
化
の
た
め
に
は
、
人
々
の
創
業
の

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
高
め
る
よ
う
な
環
境

を
い
か
に
整
え
る
か
と
い
う
点
が
鍵
を
握

り
ま
す
。
解
雇
制
度
な
ど
の
規
制
が
強
い

国
ほ
ど
企
業
の
設
立
や
そ
の
成
長
が
低
い

傾
向
が
あ
り
ま
す
。
創
業
活
動
を
活
性
化

さ
せ
る
た
め
に
は
、
倒
産
手
続
き
の
煩
雑

さ
や
資
金
調
達
の
し
や
す
い
金
融
シ
ス
テ

ム
の
整
備
も
重
要
な
要
素
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

こ
の
テ
ー
マ
に
関
心
を
持
た
れ
た
方

は
、
筆
者
が
日
本
経
済
新
聞
（
２
０
２
０

年
３
月
末
│
４
月
上
旬
頃
）「
や
さ
し
い

経
済
学
」
へ
寄
稿
し
た
連
載
記
事
（
計
10

回
）『
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
経
済
活
性
化
』

を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

■

加
藤
　
雅
俊
　
教
授
（
企
業
経
済
学
）

経
済
に
お
け
る 

 

「
エ
コ
シ
ス
テ
ム
」
を
考
え
る

2019年
6月17日
月曜日
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ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
３
：
21
「
真
理
を

行
う
者
は
光
の
方
に
来
る
。
そ
の
行
い
が

神
に
導
か
れ
て
な
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が

明
ら
か
に
な
る
た
め
に
。」

讃
美
歌
21 

528
「
あ
な
た
の
道
を
」（P

aul 
G

erhardt 

作
詞
　J.M

.H
aydn 

作
曲
）

　

現
在
、
世
界
で
起
き
て
い
る
こ
と
は
、

私
た
ち
の
日
常
の
体
験
で
は
想
像
が
つ
か

な
い
未
体
験
ゾ
ー
ン
に
あ
り
ま
す
。
世
界

経
済
危
機
後
に
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
先
進
国

経
済
と
、
中
国
な
ど
新
興
国
経
済
の
バ
ラ

ン
ス
は
大
き
く
変
化
し
た
こ
と
を
、
ど
う

か
認
識
し
て
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
も
、
２
０
１
８
年
以
降
の
米
中

貿
易
摩
擦
の
深
刻
化
と
そ
の
影
響
を
心
配

し
て
い
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
二
国
間
だ

け
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
や
東

ア
ジ
ア
全
体
で
、
貿
易
・
投
資
の
縮
小
を

招
く
可
能
性
が
高
い
か
ら
で
す
。

　

実
は
２
０
１
６
年
に
は
、
Ｅ
Ｕ
と
中
国

の
間
の
貿
易
摩
擦
は
深
刻
化
し
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
Ｅ
Ｕ
の
対
中
貿
易
赤
字
が

拡
大
す
る
な
か
、
Ｅ
Ｕ
が
中
国
を
市
場
経

済
と
し
て
実
質
的
に
は
認
め
て
い
な
い
こ

と
が
明
ら
か
で
す
。
社
会
主
義
市
場
経
済

が
競
争
を
歪
め
る
と
い
う
理
由
で
、
欧
米

諸
国
が
中
国
に
実
施
困
難
な
改
革
を
求
め

れ
ば
、
貿
易
・
投
資
摩
擦
の
長
期
化
は
必

至
で
す
。
加
え
て
、
第
５
世
代
の
情
報
通

信
技
術
を
用
い
、
周
辺
ア
ジ
ア
諸
国
を
情

報
通
信
技
術
で
囲
い
込
も
う
と
す
る
中
国

と
、
技
術
漏
洩
を
警
戒
す
る
欧
米
諸
国
の

対
立
は
、
お
互
い
を
容
赦
し
な
い
レ
ベ
ル

に
達
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
企
業
も
、
中
国
に
進
出
す
る
際
、

以
前
な
ら
古
い
設
備
を
移
転
し
、
最
新
鋭

の
施
設
の
建
設
を
避
け
ま
し
た
。
近
年
、

先
端
技
術
な
し
に
競
争
的
地
位
を
維
持
す

る
こ
と
が
困
難
で
す
。
現
地
法
人
は
原
則

中
国
企
業
と
合
弁
で
人
事
も
「
た
す
き
掛

け
」
で
、
技
術
漏
洩
を
懸
念
す
る
な
ら
中

国
に
進
出
す
る
こ
と
自
体
不
可
能
で
す
。

　

中
国
は
２
０
１
３
年
に
「
一
帯
一
路
」

戦
略
を
掲
げ
て
以
来
、
ア
ジ
ア
だ
け
で
な

く
、
ア
フ
リ
カ
に
膨
大
な
中
国
資
本
や
人

材
が
流
入
し
て
い
ま
す
。
東
南
ア
ジ
ア
の

一
部
諸
国
も
、
中
華
経
済
圏
の
よ
う
な
様

相
を
呈
し
、
対
中
債
務
が
極
端
に
膨
張

し
、
各
国
内
の
政
治
的
対
立
が
生
じ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　

先
進
諸
国
で
は
、
新
興
国
に
比
べ
投
資

利
益
率
が
低
く
国
内
投
資
が
停
滞
し
、
人

手
不
足
で
も
賃
金
が
あ
が
り
に
く
い
状
況

で
す
。
さ
ら
に
技
術
進
歩
の
性
格
が
影
響

を
与
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
人
口

知
能
や
最
新
情
報
ソ
フ
ト
の
開
発
は
「
熟

練
偏
向
型
」
で
、
特
定
の
専
門
・
技
術
者

の
雇
用
を
生
み
ま
す
が
、
新
技
術
を
体
化

し
た
資
本
財
価
格
が
労
働
賃
金
と
比
べ
て

低
下
す
る
と
、
全
体
と
し
て
雇
用
の
非
正

規
化
と
低
賃
金
が
進
行
す
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。

　

東
ア
ジ
ア
で
は
、
若
年
人
口
の
伸
び
の

低
下
と
高
学
歴
化
も
急
速
で
す
。
日
本
の

大
学
の
外
国
人
留
学
生
数
は
停
滞
し
て
い

ま
し
た
が
、
増
加
に
転
じ
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
留
学
生
受
入
れ
規

制
も
影
響
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

以
上
は
起
き
て
い
る
こ
と
の
ほ
ん
の
一

部
で
す
。私
は
み
な
さ
ん
に
、傍
観
者
的
な

態
度
を
と
っ
て
ほ
し
く
な
い
の
で
す
。
自

分
が
当
事
者
に
な
っ
て
行
動
し
な
け
れ

ば
、
真
理
を
つ
か
む
こ
と
な
ど
で
き
な
い

か
ら
で
す
。（
ヨ
ハ
ネ
３
：
21
）。
急
激
に

変
化
す
る
世
界
で
、「
真
理
」を
探
究
し
、

創
造
的
働
き
に
関
与
す
る
た
め
に
、
ひ
と

り
ひ
と
り
が
異
な
る
人
生
を
生
き
る
勇
気

を
持
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

特
に
、
日
本
の
社
会
科
学
系
の
大
学
院

進
学
者
は
2.5
％
を
下
回
る
過
去
最
低
水
準

で
す
。
欧
米
で
は
、
数
十
パ
ー
セ
ン
ト
の

学
部
生
が
大
学
院
に
進
学
し
、
複
数
専
攻

し
、
複
数
の
国
で
学
ん
で
い
ま
す
。
世
界

で
、
も
っ
と
視
野
を
広
げ
、
飛
び
込
む
勇

気
が
な
け
れ
ば
、
日
本
の
人
材
が
活
躍
で

き
る
余
地
は
限
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
過

度
に
思
い
煩
う
の
で
な
く
、
独
自
の
人
生

を
生
き
る
勇
気
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。「
神

は
あ
な
た
が
た
を
顧
み
て
く
だ
さ
る
の
だ

か
ら
、
自
分
の
思
い
煩
い
を
い
っ
さ
い
神

に
ゆ
だ
ね
る
が
よ
い
」（
ペ
テ
ロ
Ⅰ　

１
：

15
）。 

■

井
口
　
泰
　
教
授
（
労
働
経
済
学
）

「
真
理
へ
の
希
望
」（
経
済
と
人
間
）

2019年
6月20日
木曜日
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Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
ッ
ト
と
聞
け
ば
、
人
間
の

仕
事
を
奪
う
、
と
い
う
話
が
有
名
で
す
。

ニ
ュ
ー
ス
な
ど
を
観
て
い
る
と
、
将
来
的

に
消
滅
す
る
仕
事
が
あ
る
と
か
、
特
に
学

生
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
と
て
も
気
に

な
る
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
経
済
学

に
登
場
す
る
生
産
関
数
に
よ
れ
ば
、
工
場

設
備
や
建
物
と
い
っ
た
資
本
と
、
人
間
の

労
働
力
を
組
み
合
わ
せ
、
何
ら
か
の
財

サ
ー
ビ
ス
が
生
産
さ
れ
ま
す
。
こ
の
と

き
、
資
本
と
労
働
に
代
替
関
係
が
成
立
す

る
な
ら
、
Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
ッ
ト
の
発
展
に

よ
っ
て
、
労
働
が
奪
わ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

す
で
に
少
し
ず
つ
、
現
実
の
社
会
で
、

資
本
が
労
働
を
代
替
し
て
い
る
よ
う
で

す
。
あ
る
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
、

支
払
い
の
際
に
セ
ル
フ
レ
ジ
が
登
場
し
て

い
ま
す
。
大
手
フ
ァ
ス
ト
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

の
店
舗
に
も
セ
ル
フ
レ
ジ
が
あ
り
ま
し

た
。
接
客
を
ロ
ボ
ッ
ト
だ
け
で
こ
な
す
ホ

テ
ル
が
ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
う
い
っ
た
こ
と
が
進
め
ば
、
確
か
に
私

た
ち
人
間
の
労
働
の
機
会
が
、
徐
々
に
奪

わ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
う
ま
く
Ａ
Ｉ
や
ロ

ボ
ッ
ト
を
使
え
ば
、
む
し
ろ
雇
用
を
生
み

出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
も

感
じ
て
い
ま
す
。特
に
、人
口
減
少
に
よ
っ

て
、
今
後
、
ま
す
ま
す
厳
し
い
状
況
に
な

る
地
方
に
こ
そ
、
Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
ッ
ト
の
出

番
が
あ
る
と
思
う
の
で
す
。
こ
れ
に
関
連

し
て
、
少
し
前
に
と
て
も
興
味
深
い
話
を

聞
き
ま
し
た
。

　

東
京
の
あ
る
喫
茶
店
で
は
、
ロ
ボ
ッ
ト

が
ウ
ェ
イ
タ
ー
と
し
て
働
い
て
い
る
の
で

す
が
、
そ
の
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
地
方
に
住
む

重
篤
な
障
害
を
も
つ
人
が
遠
隔
で
操
作
し

て
い
る
の
で
す
。
あ
る
人
は
、
ベ
ッ
ド
に

寝
た
き
り
で
す
が
、
パ
ソ
コ
ン
を
通
じ
て

ア
バ
タ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
を
操
作
し
て
い
ま

す
。
ロ
ボ
ッ
ト
を
通
じ
て
、
障
害
を
も
つ

人
が
喫
茶
店
の
お
客
さ
ん
と
会
話
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

　

こ
の
話
の
面
白
い
と
こ
ろ
は
、
ロ
ボ
ッ

ト
が
仕
事
を
奪
う
の
で
は
な
く
、
人
間
の

仕
事
を
創
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
し
か

も
、
障
害
を
持
つ
方
々
の
雇
用
に
つ
な
が

り
、
彼
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
可

能
に
し
て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
遠
隔
操

作
技
術
が
も
っ
と
発
展
す
れ
ば
、
東
京
一

極
集
中
の
流
れ
を
食
い
止
め
、
地
方
の
人

口
減
少
を
抑
制
し
、
本
当
の
意
味
で
の
地

方
創
生
に
近
づ
く
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

東
京
一
極
集
中
の
原
因
の
ひ
と
つ
は
、

大
学
を
卒
業
し
た
社
会
人
１
年
生
が
東
京

に
集
ま
る
こ
と
で
す
。
彼
ら
は
自
発
的
に

東
京
に
集
ま
っ
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
企
業
が
彼
ら
を
東
京
に
呼
ん
で
い
る

の
で
す
。
今
の
企
業
は
東
京
に
集
ま
っ
て

い
る
の
で
、
こ
の
傾
向
に
拍
車
が
か
か
っ

て
い
ま
す
。

　

遠
隔
で
も
仕
事
が
で
き
る
環
境
が
、
Ａ

Ｉ
や
ロ
ボ
ッ
ト
の
発
展
に
よ
っ
て
実
現
す

る
な
ら
、
東
京
に
住
む
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
う
ち
、
ど
ん
な
地
方
に
住
ん
で

も
、
ど
ん
な
国
に
住
ん
で
も
、
東
京
に
い

る
の
と
変
わ
ら
ず
仕
事
が
で
き
る
社
会
が

到
来
す
る
で
し
ょ
う
。
本
来
、
グ
ロ
ー
バ

ル
化
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
が
進
ん
だ
社
会
で
は
、

ど
ん
な
場
所
で
も
世
界
で
戦
え
る
環
境
が

提
供
さ
れ
る
は
ず
で
す
。
Ａ
Ｉ
と
ロ
ボ
ッ

ト
を
う
ま
く
推
進
で
き
れ
ば
、
都
会
と
地

方
を
遠
隔
で
結
び
つ
け
、
地
方
創
生
が
実

現
で
き
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
ッ
ト
の
発
展
で
、

地
方
に
生
き
る
人
の
仕
事
を
創
り
出
す
こ

と
に
活
用
で
き
れ
ば
、
私
た
ち
の
人
生
の

選
択
肢
が
増
え
、
人
間
は
も
っ
と
幸
福
に

な
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
大

学
も
、
も
っ
と
変
わ
る
で
し
ょ
う
。
そ
ん

な
未
来
を
私
は
望
ん
で
い
ま
す
。 

■

上
村　

敏
之　
教
授
（
財
政
学
）

Ａ
Ｉ
・
ロ
ボ
ッ
ト
と
地
方
創
生

2019年
6月24日
月曜日
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経
済
学
者
に
「
経
済
学
部
と
は
何
を
勉

強
す
る
と
こ
ろ
か
」
と
聞
い
た
場
合
、
答

え
は
お
そ
ら
く
十
人
十
色
以
上
あ
り
、
何

が
肝
心
要
な
の
か
ハ
ッ
キ
リ
し
な
い
か
も

し
れ
な
い
。
こ
れ
は
経
済
学
の
分
析
対
象

の
多
様
さ
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
一

口
に
経
済
学
者
と
は
言
っ
て
も
、
あ
る
人

は
労
働
問
題
を
、あ
る
人
は
環
境
問
題
を
、

ま
た
あ
る
人
は
経
済
学
の
応
用
数
学
と
し

て
の
側
面
を
眺
め
て
暮
ら
し
て
お
り
、

各
々
経
済
学
へ
の
見
方
も
違
っ
て
く
る
。

 

し
か
し
、
経
済
学
そ
の
も
の
は
「
色
々

な
分
析
対
象
が
あ
る
の
で
経
済
学
の
理
論

体
系
も
様
々
」
と
い
う
構
造
に
は
な
っ
て

お
ら
ず
、
む
し
ろ
分
析
対
象
の
多
様
性
に

も
関
わ
ら
ず
、
多
く
の
分
野
に
共
通
の
考

え
方
や
分
析
ツ
ー
ル
を
持
つ
の
が
特
徴
と

言
っ
て
よ
い
。
す
る
と
、
個
々
の
分
析
対

象
に
特
別
な
事
情
を
一
旦
忘
れ
て
、
経
済

学
部
で
身
に
つ
け
る
べ
き
技
能
と
は
何
か

を
一
般
論
と
し
て
説
明
で
き
そ
う
で
あ

る
。
今
年
度
の
チ
ャ
ペ
ル
講
話
で
目
指
し

た
の
は
こ
の
点
で
あ
り
、
そ
の
要
旨
は
以

下
の
と
お
り
。

　
（
図
１
）
は
経
済
分
析
一
般
の
プ
ロ
セ

ス
・
視
点
を
私
な
り
に
イ
メ
ー
ジ
し
た
も

の
で
あ
り
、
技
術
的
な
面
か
ら
言
え
ば
、

経
済
学
部
で
身
に
つ
け
る
べ
き
技
能
は
こ

の
絵
を
完
成
さ
せ
る
能
力
に
集
約
さ
れ
る

と
考
え
て
い
る
。

　

経
済
分
析
の
第
一
歩
は
、
分
析
対
象
が

持
つ
論
理
的
構
造
の
う
ち
特
に
カ
ギ
と
な

る
も
の
を
見
極
め
、
そ
れ
を
簡
潔
な
数
理

モ
デ
ル
で
記
述
す
る
こ
と
で
あ
る
。「
経

済
と
経
済
学
の
基
礎
」
を
含
む
理
論
経
済

学
で
登
場
す
る
〝
経
済
モ
デ
ル
〞
と
い
う

の
は
ま
さ
に
そ
れ
で
あ
り
、
そ
の
解
析
を

通
じ
て
経
済
現
象
に
対
す
る
予
測
あ
る
い

は
政
策
提
言
が
与
え
ら
れ
る
。
当
面
必
要

な
分
析
手
法
は
ミ
ク
ロ
経
済
学
と
マ
ク
ロ

経
済
学
の
二
つ
に
ほ
ぼ
集
約
さ
れ
て
い
る

の
で
、そ
れ
ら
を
集
中
し
て
学
ば
れ
た
い
。

　

一
方
、
計
算
機
の
進
化
に
伴
っ
て
、
実

行
可
能
な
デ
ー
タ
分
析
の
幅
が
飛
躍
的
に

広
が
り
、
そ
の
重
要
性
が
増
し
て
い
る
。

数
値
的
な
分
析
を
通
じ
た
経
済
予
測
・
政

策
提
言
は
も
ち
ろ
ん
、
理
論
分
析
の
妥
当

性
を
検
証
す
る
役
割
も
あ
る
。
デ
ー
タ
分

析
の
技
術
は
統
計
学
や
計
量
経
済
学
で
提

供
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
は
経
済
理
論
と

セ
ッ
ト
で
初
め
て
用
を
な
す
点
に
要
注

意
。
し
ば
し
ば
誤
解
さ
れ
る
が
、
そ
れ
が

ど
れ
ほ
ど
詳
細
か
つ
膨
大
な
も
の
で
あ

れ
、
デ
ー
タ
そ
れ
単
体
で
言
及
で
き
る
こ

と
は
極
め
て
少
な
く
、
実
証
分
析
の
結
果

は
分
析
者
が
前
提
と
し
た
経
済
モ
デ
ル
に

大
き
く
依
存
す
る
。
つ
ま
り
、（
図
１
）

に
も
あ
る
よ
う
に
、
理
論
と
実
証
は
相
互

補
完
的
な
関
係
に
あ
り
、
そ
の
繋
が
り
を

意
識
し
て
学
ぶ
と
得
る
も
の
が
大
き
い
だ

ろ
う
。

　

上
記
の
科
目
群
を
通
じ
て
分
析
ツ
ー
ル

を
備
え
れ
ば
、
い
よ
い
よ
各
自
関
心
の
あ

る
社
会
現
象
に
つ
い
て
研
究
出
来
る
。
応

用
範
囲
と
し
て
労
働
、
環
境
、
開
発
、
貿

易
、
財
政
、
金
融
、
医
療
く
ら
い
は
即
座

に
思
い
つ
く
し
、
こ
れ
が
全
て
と
は
到
底

思
え
な
い
。
本
学
の
経
済
学
部
で
も
相
当

数
の
応
用
科
目
群
が
開
講
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
こ
で
は
分
析
ツ
ー
ル
を
応
用
し
て

実
際
に
（
図
１
）
を
描
く
作
業
を
す
る
と

考
え
れ
ば
よ
い
。

　

最
後
に
（
し
か
し
最
小
に
で
は
な
く
）

歴
史
・
宗
教
お
よ
び
言
語
科
目
の
重
要
性

を
強
調
し
て
お
く
。
社
会
現
象
は
あ
く
ま

で
も
人
間
（
又
は
そ
の
集
団
）
の
行
動
と

そ
の
結
果
で
あ
り
、
背
景
に
あ
る
人
間
に

つ
い
て
の
理
解
が
不
可
欠
で
あ
る
。
技
術

的
な
側
面
か
ら
「（
図
１
）
を
完
成
さ
せ

る
能
力
」
を
支
え
る
の
が
理
論
・
応
用
経

済
学
科
目
と
す
る
と
、
よ
り
「
コ
ク
」
の

あ
る
絵
を
描
け
る
か
否
か
、
少
な
く
と
も

そ
の
成
否
が
こ
れ
ら
の
科
目
群
に
か
か
っ

て
い
る
は
ず
で
あ
る
。 

■

白
井
　
洸
志
　
准
教
授
（
数
理
経
済
学
）

経
済
学
部
で
身
に
つ
け
る
べ
き
技
術

2019年
7月9日
火曜日

（図１）経済分析の基本的視座について、そのイメージ
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国
際
化
が
急
速
に
進
み
、
ま
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ

の
普
及
に
よ
っ
て
、
多
様
な
人
々
・
言
語
・

文
化
等
々
に
身
近
に
接
す
る
機
会
が
日
々

増
加
す
る
中
、
日
本
で
こ
れ
ま
で
当
た
り

前
と
思
わ
れ
て
き
た
文
化
・
価
値
観
・
常

識
が
必
ず
し
も
絶
対
で
な
い
と
い
う
こ
と

に
改
め
て
気
づ
く
と
き
が
増
え
て
い
る
。

海
外
で
生
活
し
た
り
何
ら
か
の
交
渉
を
し

た
り
す
る
と
き
に
痛
切
に
感
じ
ら
れ
る
の

が
、
自
ら
の
思
い
を
は
っ
き
り
と
相
手
に

伝
え
る
こ
と
の
重
要
さ
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
特
に
日
本
語
は
主
語
が
省
か
れ
る
こ

と
も
多
く
、
ま
た
対
話
す
る
相
手
が
、
言

葉
の
奥
に
あ
る
真
意
を
く
み
取
っ
て
く
れ

る
こ
と
を
期
待
し
な
が
ら
曖
昧
な
表
現
を

す
る
こ
と
も
多
い
と
思
わ
れ
る
。最
近「
忖

度
」
と
い
う
言
葉
は
少
し
否
定
的
に
使
わ

れ
て
い
る
が
、
本
来
は
、
相
手
の
立
場
に

立
っ
て
相
手
の
心
の
奥
に
あ
る
思
い
を
く

み
取
り
、
互
い
が
傷
つ
か
な
い
よ
う
に
配

慮
す
る
「
思
い
や
り
」
も
こ
こ
に
は
存
在

し
て
お
り
、「
日
本
的
」
な
「
常
識
」
と

し
て
は
そ
れ
が
美
徳
と
い
う
よ
う
に
と
ら

え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

　

し
か
し
、
海
外
で
は
「
は
っ
き
り
」
と

自
ら
の
思
い
を
相
手
に
言
葉
化
し
て
伝
え

な
い
と
伝
わ
ら
な
い
と
い
う
経
験
を
し
た

方
も
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
自
ら

の
思
い
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
伝
え
る
こ
と
に

躊
躇
し「
謙
遜
」の
意
味
で
沈
黙
し
た
り
、

曖
昧
に
表
現
し
た
り
す
る
だ
け
で
は
当
然

な
が
ら
相
手
に
思
い
は
通
じ
な
い
。
た

だ
、
沈
黙
の
奥
に
あ
る
思
い
を
く
み
取
ろ

う
と
す
る
こ
と
自
体
は
否
定
さ
れ
る
べ
き

姿
勢
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
こ

こ
で
留
意
す
べ
き
は
自
ら
の
考
え
や
「
常

識
」
と
同
質
の
も
の
を
持
っ
て
い
る
人
々

と
の
関
係
を
重
視
す
る
あ
ま
り
、
時
に
狭

い
視
野
で
物
事
を
と
ら
え
、
自
ら
の
経
験

や
知
見
に
収
ま
ら
な
い
異
質
な
も
の
を
無

意
識
に
排
除
し
よ
う
と
す
る
誘
惑
に
負
け

て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
世
界
・
社
会
に
は
本
当
に
多
様
な

人
々
が
共
に
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
多
様

性
・
異
質
性
に
出
会
う
と
き
に
困
惑
や
緊

張
を
お
ぼ
え
、
そ
こ
か
ら
逃
げ
て
し
ま
い
た

く
な
る
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、
自
ら
の
理

解
を
超
え
る
よ
う
な
多
様
性
・
異
質
性
に

真
摯
に
向
き
合
う
と
き
、
こ
れ
ま
で
は
気

づ
き
も
し
な
か
っ
た
視
点
や
人
生
観
に
出

会
う
こ
と
が
本
来
は
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

　

東
京
多
摩
市
に
あ
る
サ
ン
リ
オ
の
テ
ー

マ
パ
ー
ク
「
サ
ン
リ
オ
ピ
ュ
ー
ロ
ラ
ン

ド
」
で
現
在
上
演
さ
れ
て
い
る
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
の
一
つ
に
「K

A
W
A
II K
A
BU
K
I

」

と
い
う
、
ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
ー
や
ダ
ニ
エ
ル

な
ど
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
歌
舞
伎
を
演
じ

て
い
る
も
の
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
最
初
に

キ
テ
ィ
ー
ら
が
中
心
と
な
っ
た
ハ
ロ
ー
キ

テ
ィ
ー
一
座
と
い
う
歌
舞
伎
グ
ル
ー
プ
で

「
桃
太
郎
」
を
演
じ
る
の
で
あ
る
が
、
そ

こ
に
鬼
ヶ
島
か
ら
「
皆
を
笑
顔
に
し
た

い
」
と
願
っ
て
や
っ
て
き
た
本
物
の
鬼
が

紛
れ
込
む
と
こ
ろ
か
ら
新
た
な
展
開
が
始

ま
る
。
鬼
は
正
体
が
ば
れ
た
後
、
角
の
生

え
た
鬼
は
結
局
一
員
に
な
れ
な
い
と
絶
望

し
、
鬼
ヶ
島
に
戻
り
、
自
ら
の
角
を
の
こ

ぎ
り
で
切
ろ
う
と
す
る
と
こ
ろ
ま
で
追
い

つ
め
ら
れ
る
。
そ
こ
に
こ
の
鬼
の
思
い
を

知
っ
た
キ
テ
ィ
ー
ら
が
や
っ
て
き
て
、「
角

が
あ
る
と
い
う
の
は
一
つ
の
個
性
」
で

あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
い
ろ
い
ろ
な
違
い
を

持
っ
て
い
て
当
然
、
と
伝
え
、
ハ
ロ
ー
キ

テ
ィ
ー
一
座
に
加
わ
る
よ
う
呼
び
掛
け
、

最
後
は
他
の
鬼
た
ち
も
加
わ
っ
て
共
に
仲

良
く
歌
い
踊
り
大
団
円
を
迎
え
る
。

　

見
た
目
の
違
い
・
文
化
の
違
い
・
慣
れ

親
し
ん
だ
「
常
識
」
の
違
い
等
々
、
本
来

私
た
ち
が
生
き
る
世
界
は
数
え
き
れ
な
い

多
様
性
に
満
ち
溢
れ
て
い
る
。
そ
の
現
実

に
今
一
度
向
き
合
い
、
互
い
の
違
い
を
、

こ
の
世
界
を
真
の
意
味
で
豊
か
に
す
る

き
っ
か
け
と
し
、
真
の
共
生
社
会
を
求
め

続
け
た
い
。 

■

舟
木
　
讓
　
教
授
（
キ
リ
ス
ト
教
学
・
宗
教
哲
学
）

「
違
い
」の
持
つ
豊
さ
に
気
づ
く

2019年
11月5日
火曜日



Econo Forum／March 2020 70

シリーズチャペル＜人間を考える＞
　

今
か
ら
10
年
以
上
前
の
話
だ
が
、
あ
る

ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
シ
ョ
ッ
プ
が
平
日
だ
け
ハ

ン
バ
ー
ガ
ー
の
価
格
を
半
額
に
し
た
（
正

確
に
言
え
ば
、
平
日
で
も
夕
方
以
降
は
半

額
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
議
論
を
簡

単
に
す
る
た
め
に
、平
日
半
額
と
す
る
）。

当
時
の
学
生
が
、「
学
生
に
は
非
常
に
あ

り
が
た
い
価
格
設
定
で
、
お
金
が
な
い
消

費
者
の
こ
と
も
配
慮
し
て
く
れ
る
良
い
会

社
で
す
ね
」
と
同
意
を
求
め
て
き
た
。
自

由
に
使
え
る
お
金
が
少
な
い
学
生
に
と
っ

て
は
確
か
に
あ
り
が
た
い
話
だ
が
…
。

　

消
費
者
が
２
人
い
る
と
し
よ
う
。
Ａ
と

Ｂ
。
Ａ
は
子
供
が
い
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

で
、
子
供
を
連
れ
て
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
を
食

べ
に
行
く
。
彼
自
身
は
食
べ
な
い
が
、
子

供
が
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
を
食
べ
て
喜
ん
で
く

れ
る
の
で
満
足
す
る
。
彼
が
ハ
ン
バ
ー

ガ
ー
に
支
払
え
る
最
大
限
の
金
額
は

１
０
０
円
だ
と
す
る
。
彼
の
手
持
ち
が

１
０
０
円
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、
彼
の
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
に
対
す
る
評
価

が
１
０
０
円
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

Ｂ
は
学
生
で
自
由
に
使
え
る
お
金
が
そ
れ

ほ
ど
な
い
。
彼
は
最
大
限
50
円
し
か
支
払

え
な
い
と
す
る
。こ
こ
で
、店
側
は
ど
の
よ

う
な
価
格
設
定
を
す
べ
き
か
？ 

簡
単
化

の
た
め
に
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
を
作
る
コ
ス
ト

は
ゼ
ロ
だ
と
し
よ
う
（
ゼ
ロ
で
な
く
と
も

結
論
の
エ
ッ
セ
ン
ス
は
変
わ
ら
な
い
）。

も
し
1
個
１
０
０
円
で
販
売
し
た
ら
、
Ａ

だ
け
が
購
入
し
、
店
の
売
り
上
げ
は

１
０
０
円
。１
個
50
円
な
ら
、２
人
と
も
購

入
す
る
の
で
売
り
上
げ
は
１
０
０
円
。
30

円
な
ら
売
り
上
げ
は
60
円
と
な
る
。
店
側

の
売
上
を
さ
ら
に
増
や
す
方
法
は
な
い

か
？ 

Ａ
は
子
供
を
連
れ
て
土
・
日
曜
日

し
か
店
に
来
な
い
と
す
る
。
学
生
で
あ
る

Ｂ
は
時
間
が
あ
る
の
で
平
日
で
も
店
に
行

け
る
。こ
こ
で
、土
・
日
曜
日
だ
け
１
０
０

円
で
売
り
、
平
日
は
半
額
の
50
円
と
す
れ

ば
、Ａ
は
１
０
０
円
で
、Ｂ
は
50
円
で
そ
れ

ぞ
れ
購
入
す
る
の
で
、
店
側
の
売
上
は

１
５
０
円
と
な
る
。
売
り
上
げ
を
さ
ら
に

増
や
す
こ
と
が
で
き
た
。

　

一
方
、
価
格
設
定
が
消
費
者
に
与
え
る

影
響
は
ど
う
か
？ 

最
大
限
支
払
え
る
金

額
は
消
費
者
の
便
益
、
つ
ま
り
消
費
す
る

こ
と
か
ら
得
ら
れ
る
満
足
度
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
便
益
か
ら
実
際
に
支
払
っ
た
金

額
を
引
い
た
分
を
消
費
者
余
剰
と
呼
ぶ
。

こ
の
消
費
者
余
剰
が
大
き
い
ほ
ど
消
費
者

に
と
っ
て
は
当
然
う
れ
し
い
。
価
格
が
50

円
な
ら
、
Ａ
の
消
費
者
余
剰
は
50
（
＝

１
０
０
|
50
）
円
、
Ｂ
の
消
費
者
余
剰
は

０
（
＝
50
|
50
）
円
。
店
側
の
売
上
は

１
０
０
円
。
店
側
の
売
上
と
消
費
者
余
剰

を
足
せ
ば
１
５
０
円
。
価
格
が
30
円
だ

と
、
Ａ
の
消
費
者
余
剰
は
70
（
＝
１
０
０

|
30
）
円
、
Ｂ
の
消
費
者
余
剰
は
20
（
＝

50
|
30
）
円
。
売
上
は
60
円
。
店
側
の
売

上
と
消
費
者
余
剰
を
足
せ
ば
１
５
０
円
。

そ
し
て
、
土
・
日
曜
日
は
１
０
０
円
、
平

日
は
半
額
と
す
れ
ば
、
Ａ
の
消
費
者
余
剰

も
Ｂ
の
消
費
者
余
剰
も
０
円
で
、
店
側
の

売
上
は
１
５
０
円
と
な
る
。
以
上
の
３
つ

の
ケ
ー
ス
で
、「
消
費
者
余
剰
＋
店
側
の

売
上
」
は
１
５
０
円
で
あ
る
。
お
分
か
り

だ
と
思
う
が
、
価
格
設
定
に
よ
っ
て
変
わ

る
の
は
店
側
の
売
り
上
げ
と
消
費
者
余
剰

の
配
分
だ
け
で
あ
る
。
価
格
が
50
円
の
場

合
に
、
Ａ
の
消
費
者
余
剰
は
50
円
だ
っ
た

が
、
土
・
日
１
０
０
円
・
平
日
半
額
に
す

る
と
、
Ａ
の
消
費
者
余
剰
で
あ
っ
た
50
円

す
べ
て
が
店
側
の
も
の
に
な
る
。
実
は
時

間
、
曜
日
、
男
女
な
ど
で
異
な
る
価
格
を

設
定
す
る
こ
と
は
、
消
費
者
に
残
る
消
費

者
余
剰
を
供
給
者
側
が
分
捕
る
戦
略
と
し

て
有
効
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

１
０
０
円
と
い
う
価
格
を
基
準
に
す
れ
ば

半
額
と
い
う
価
格
は
あ
り
が
た
く
感
じ
る

が
、
消
費
者
余
剰
の
概
念
を
理
解
す
れ
ば

そ
の
裏
に
あ
る
企
業
側
の
戦
略
や
消
費
者

の
損
得
を
理
解
で
き
る
。

　

新
聞
や
ニ
ュ
ー
ス
番
組
で
消
費
者
余
剰

と
い
う
言
葉
を
ほ
と
ん
ど
目
に
す
る
こ
と

も
な
い
し
、聞
く
こ
と
も
な
い
。し
か
し
、

道
路
・
橋
の
建
設
、
増
税
の
影
響
、
貿
易

自
由
化
等
の
す
べ
て
の
経
済
政
策
評
価
は

必
ず
消
費
者
余
剰
を
考
慮
す
る
。
学
生
諸

君
に
は
、
ま
ず
こ
の
消
費
者
余
剰
を
し
っ

か
り
と
理
解
し
て
経
済
学
を
習
得
し
て
ほ

し
い
。 

■

小
川
　
禎
友
　
教
授
（
公
共
経
済
学
）

『
消
費
者
余
剰
』

2019年
11月12日
火曜日
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フ
ロ
リ
ア
ン
・
ク
ル
マ
ス
は
『
こ
と
ば

の
経
済
学
』
と
い
う
本
の
中
で
、
言
語
と

経
済
は
接
触
す
る
点
が
多
い
と
述
べ
て
い

る
。
た
と
え
ば
、
当
時
は
あ
る
国
の
言
語

の
多
様
性
と
経
済
力
に
反
比
例
の
関
係
が

見
て
と
れ
た
と
い
う
。

　

ま
た
、
こ
の
本
の
中
で
は
言
語
に
行
わ

れ
る
投
資
と
し
て
辞
書
編
集
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。
辞
書
は
、
作
成
に
か
か
わ
る
人

の
数
、
年
月
、
費
用
な
ど
他
の
本
に
比
べ

て
多
く
の
先
行
投
資
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
こ
の
世
界
に
あ
る
と
い
わ
れ
る

６
０
０
０
以
上
の
言
語
す
べ
て
に
辞
書
が

存
在
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
あ
る
言
語
の

辞
書
が
存
在
す
る
の
は
お
金
を
か
け
る

（
投
資
す
る
）
価
値
が
そ
の
言
語
に
あ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
言
語
の
市
場

価
値
を
示
す
ひ
と
つ
の
指
標
に
な
る
の
で

あ
る
。

　

人
間
は
で
き
る
だ
け
労
力
を
最
小
限
に

で
き
る
よ
う
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
る
傾
向
が
あ
る
。「
き
し
ょ
い
」と
い
っ

た
、若
者
の
こ
と
ば
遣
い
も「
気
色
悪
い
」

を
短
縮
し
で
き
る
だ
け
楽
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
と
い
う
経
済
性
（
言

語
経
済
）
で
説
明
で
き
る
。
学
生
が
使
う

「
キ
リ
教
」
と
い
う
科
目
名
の
短
縮
も
し

か
り
で
あ
る
。

　

言
語
学
を
経
済
学
と
絡
め
て
眺
め
る

と
、
多
く
の
「
気
づ
き
」
に
出
会
う
。
私

は
、
担
当
す
る
基
礎
演
習
の
学
生
の
レ

ポ
ー
ト
か
ら
別
の
気
づ
き
を
得
た
。
レ

ポ
ー
ト
で
は
、
何
人
か
の
学
生
が
「
行
動

経
済
学
」
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。
従
来
の

経
済
学
は
、「
人
間
は
合
理
的
な
存
在
で

あ
り
、
自
分
の
最
大
限
の
利
益
を
確
実
に

得
る
た
め
に
合
理
的
な
判
断
を
す
る
」
と

い
う
「
経
済
人
モ
デ
ル
」
に
も
と
づ
い
て

い
た
と
い
う
。
し
か
し
、
実
際
の
経
済
活

動
を
見
る
と
人
間
が
合
理
的
な
判
断
ば
か

り
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
人
間
は

非
合
理
的
に
も
行
動
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
要
素
を
勘
案
し
て
経
済
を
見
る

の
が
行
動
経
済
学
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
。

　

翻
っ
て
言
語
学
で
は
、
主
に
20
世
紀
後

半
に
さ
か
ん
に
な
っ
た
生
成
文
法
で
「
理

想
化
さ
れ
た
話
し
手
」
と
い
う
モ
デ
ル
を

考
え
る
。そ
の「
理
想
化
さ
れ
た
話
し
手
」

は
言
い
間
違
い
を
し
な
い
。
ま
た
自
分
の

母
語
に
つ
い
て
す
べ
て
の
こ
と
を
知
っ
て

い
る
合
理
的
な
存
在
と
さ
れ
て
お
り
、「
経

済
人
」
と
類
似
の
モ
デ
ル
で
あ
る
。
20
世

紀
後
半
の
言
語
学
、
特
に
英
語
学
は
、
こ

の
「
理
想
化
さ
れ
た
話
し
手
」
モ
デ
ル
を

使
っ
て
大
き
な
進
歩
を
遂
げ
た
。

　

し
か
し
、「
理
想
化
さ
れ
た
話
し
手
」

は
現
実
の
世
界
に
は
い
な
い
。
実
際
の
経

済
が
「
経
済
人
モ
デ
ル
」
と
異
な
る
こ
と

も
あ
る
よ
う
に
、
実
際
の
人
間
は
「
理
想

化
さ
れ
た
話
し
手
」
で
は
な
い
。
実
際
の

英
語
の
姿
を
見
て
い
く
と
、
と
て
も
合
理

的
と
言
え
な
い
よ
う
な
表
現
や
思
っ
て
も

み
な
か
っ
た
よ
う
な
こ
と
ば
遣
い
で
創
造

性
を
発
揮
し
て
い
る
こ
と
も
多
い
。

　

そ
こ
で
、
英
語
学
で
も
、
実
際
の
人
間

が
使
用
し
た
言
語
デ
ー
タ
を
も
っ
と
観
察

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
主
張
が
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
近
年
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
の
発
達
に
よ
り
一
定
の
基
準
で

収
集
さ
れ
た
大
量
の
言
語
デ
ー
タ
（
コ
ー

パ
ス
）の
実
例
を
眺
め
、英
語
の
し
く
み
、

ひ
い
て
は
言
語
の
仕
組
み
を
考
え
る
大
き

な
潮
流
が
で
て
き
た
。

　

経
済
学
と
英
語
学
で
は
、
扱
う
題
材
は

異
な
っ
て
い
る
が
、
人
間
の
行
動
や
振
る

舞
い
を
考
え
る
き
わ
め
て
人
間
ら
し
い
学

問
で
は
な
い
か
と
思
う
。
知
性
、
感
情
、

意
思
、
こ
の
よ
う
な
も
の
が
経
済
活
動
に

ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
つ
か
。
合
理
的
で

は
な
い
実
際
の
人
間
の
言
語
活
動
が
ど
の

よ
う
な
も
の
か
と
い
う
の
を
考
え
る
の
は

大
変
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。
究
極
の
と

こ
ろ
は
言
語
学
も
経
済
学
も
「
人
間
と
は

何
か
？
」
と
い
う
問
い
に
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
か
ら
解
答
を
探
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

 

■

住
𠮷
　
誠
　
教
授
（
英
語
学
）

言
語
学
と
経
済
学
の 

類
似
点
へ
の
気
づ
き

2019年
11月14日
木曜日
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関
西
学
院
で
は
創
立
者
ラ
ン
バ
ス
が
ア

メ
リ
カ
人
宣
教
師
の
両
親
の
赴
任
先
だ
っ

た
上
海
で
生
ま
れ
育
っ
た
こ
と
は
周
知
さ

れ
て
い
る
。た
だ
上
海
で
の
活
動
は
、「
麻

薬
中
毒
療
養
所
を
開
設
」
し
た
程
度
の
こ

と
し
か
知
ら
れ
て
い
な
い
。
私
は
上
海
租

界
の
歴
史
文
化
を
研
究
し
て
い
る
の
で
、

ラ
ン
バ
ス
と
上
海
に
つ
い
て
調
べ
て
み
た
。

　

ま
ず
上
海
で
発
行
さ
れ
た
新
聞
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
を
検
索
す
る
と
、
い
く
つ
か
の

記
事
が
ヒ
ッ
ト
し
た
。中
国
語
の『
申
報
』

に
は
、
ラ
ン
バ
ス
が
蘇
州
「
博
習
医
院
」

を
開
設
し
た
こ
と
を
報
じ
た
記
事

（1883.11.20

）、
宣
教
師
が
現
地
の
人
と

起
こ
し
た
土
地
売
買
の
訴
訟
が
ラ
ン
バ
ス

の
仲
裁
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
た
報
告

（1907.5.7

）
な
ど
が
見
ら
れ
る
。
英
字

新
聞T

he N
orth China D

aily N
ew
s

か
ら
は
中
国
の
事
情
を
紹
介
す
る
氏
の
投

書
も
い
く
つ
か
発
見
で
き
た
。
一
九
二
一

年
ラ
ン
バ
ス
が
横
浜
で
亡
く
な
っ
た
時
の

訃
報
、
上
海
の
教
会
で
葬
式
が
行
わ
れ
た

記
事
、
教
会
関
係
者
が
書
い
た
追
悼
文
な

ど
も
英
字
新
聞
や
教
会
の
関
係
誌
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
長
年
上
海
を
離
れ
た
も
の

の
、
依
然
流
暢
な
中
国
語
を
話
せ
た
ラ
ン

バ
ス
は
、「
藍
華
徳
」
と
い
う
中
国
名
で

現
地
の
人
々
に
親
し
ま
れ
て
い
た
。

　

ア
ヘ
ン
戦
争
後
に
開
港
さ
れ
た
上
海

は
、
外
国
人
居
留
民
が
行
政
自
治
権
や
治

外
法
権
を
持
つ
「
租
界
」
の
設
立
と
拡
張

に
よ
っ
て
発
展
し
た
。
中
国
の
主
権
が
著

し
く
侵
害
さ
れ
た
半
植
民
地
的
な
性
質
を

持
つ
一
方
、
世
界
の
自
由
都
市
と
し
て
近

代
化
が
進
み
、
ア
ジ
ア
随
一
の
国
際
都
市

に
変
貌
し
た
。
キ
リ
ス
ト
教
の
受
容
も
日

本
以
上
に
広
が
り
、
南
メ
ソ
ヂ
ス
ト
監
督

教
会
（
中
国
語
訳
は
「
監
理
公
会
」）
は

大
き
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
。
上
海
で

三
十
年
以
上
を
過
ご
し
た
ラ
ン
バ
ス
の
両

親
も
草
創
期
の
宣
教
師
と
し
て
名
を
残
し

て
い
る
。

　

一
九
三
五
年
に
出
版
さ
れ
た
『
中
華
監

理
公
会
年
議
会
五
十
週

（
マ
マ
）記
念
刊
』
に
、
教

会
の
歴
史
と
宣
教
師
の
伝
記
が
掲
載
さ
れ

て
お
り
、
ラ
ン
バ
ス
の
両
親
（「
藍
柏
先

生
」
夫
妻
）
に
関
す
る
紹
介
も
写
真
と
共

に
含
ま
れ
て
い
る
。
二
人
は
教
会
建
設
や
印

刷
所
設
置
に
尽
力
し
、
無
料
で
宿
泊
で
き

る
小
学
校
や
女
学
校
も
数
校
設
立
し
た
。

夫
婦
の
教
え
を
受
け
た
老
人
の
回
想
に
よ

る
と
、
二
人
は
温
厚
誠
実
な
人
で
、
自
宅

を
礼
拝
室
や
教
室
と
し
て
開
放
し
、
病
人

を
自
ら
看
病
し
た
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

　

ラ
ン
バ
ス
家
の
住
居
は
、
英
米
の
共
同

租
界
と
フ
ラ
ン
ス
租
界
の
境
と
な
る
川
に

か
か
っ
た
「
鄭
家
木
橋
」
の
近
く
に
建
て

ら
れ
て
お
り
、
中
国
人
の
旧
城
に
も
近

い
。
こ
の
界
隈
は
、
英
（
米
）・
仏
・
中

三
方
の
統
治
か
ら
逃
れ
る
ご
ろ
つ
き
が
集

ま
り
易
く
、
ア
ヘ
ン
館
や
娼
館
も
多
く
、

治
安
の
悪
い
地
域
だ
っ
た
。
ラ
ン
バ
ス
一

家
は
こ
こ
に
住
み
続
け
、
現
地
の
人
々
と

垣
根
な
く
付
き
合
っ
て
い
た
。
父
親
は
手

押
し
車
や
船
で
上
海
の
郊
外
や
蘇
州
ま
で

伝
道
活
動
を
し
に
行
き
、
幼
い
わ
が
子
を

同
行
さ
せ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
両
親
の
も
と
で
育
っ
た
ラ

ン
バ
ス
は
、
自
然
に
中
国
の
人
々
と
の
距

離
も
近
か
っ
た
。「
医
療
伝
道
」
の
道
へ

進
む
志
も
、
貧
し
い
人
々
を
救
う
た
め
に

生
ま
れ
た
に
違
い
な
い
。彼
は
の
ち
に「
中

国

│
一
つ
の
解
釈
」
と
い
う
エ
ッ
セ
イ

の
な
か
で
、「
率
直
な
男
ら
し
い
強
さ
と

忍
耐
力
に
か
け
て
は
、
中
国
人
に
勝
る
国

民
は
な
い
。
中
国
人
は
粘
り
強
く
土
に
し

が
み
つ
い
て
、
ほ
と
ん
ど
不
屈
と
言
っ
て

も
よ
い
く
ら
い
で
あ
る
」
と
語
り
、
揚
子

江
を
遡
る
舟
を
引
い
て
い
る
「
隆
々
た
る

筋
肉
と
青
銅
色
の
皮
膚
」
を
持
つ
苦
力
た

ち
を「
タ
イ
タ
ン
」と
讃
え
て
い
る（『
ウ
ォ

ル
タ
ー
・
ラ
ッ
セ
ル
・
ラ
ン
バ
ス
資
料
』

二
五
頁
）。
中
国
人
を
「
東
亜
の
病
夫
」

と
揶
揄
し
て
差
別
す
る
西
洋
人
が
多
か
っ

た
時
代
に
、
民
族
や
身
分
を
超
え
て
世
界

の
人
々
を
兄
弟
や
隣
人
と
し
て
見
る
ラ
ン

バ
ス
の
世
界
観
は
、
根
底
に
キ
リ
ス
ト
教

が
唯
一
無
二
で
あ
る
思
い
が
あ
っ
た
と
は

い
え
、
評
価
に
値
す
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て

こ
の
世
界
観
を
形
成
さ
せ
た
ラ
ン
バ
ス
の

原
点
は
、
上
海
の
「
鄭
家
木
橋
」
に
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。 

■

趙
　
　
怡
　
教
授
（
比
較
文
学
・
比
較
文
化
）

ラ
ン
バ
ス
一
家
と
上
海

2019年
11月18日
月曜日
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経
済
学
で
は
、
人
々
の
行
動
に
つ
い
て

分
析
す
る
と
き
に
、
重
要
な
仮
定
を
す

る
。
そ
れ
は
、
合
理
的
な
人
々
と
い
う
仮

定
で
あ
る
。
合
理
的
な
人
々
と
は
、
目
標

を
達
成
す
る
の
に
、
与
え
ら
れ
た
条
件
の

下
で
、
手
立
て
を
整
え
て
ベ
ス
ト
を
尽
く

す
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。こ
こ
で
、ま
ず
、

合
理
的
な
人
々
に
与
え
ら
れ
る
条
件
に
あ

る
「
希
少
性
」
と
目
標
を
達
成
す
る
と
き

に
直
面
す
る
「
機
会
費
用
」
に
つ
い
て
、

一
緒
に
考
え
た
い
。

　
「
希
少
性
」
と
は
、
何
か
が
足
り
な
い

状
況
を
表
す
言
葉
で
あ
る
。
希
少
性
を
緩

和
す
る
の
に
、
使
い
た
い
量
を
減
ら
す

か
、
使
え
る
量
を
増
や
す
か
と
い
う
２
つ

の
方
法
が
あ
る
。
使
い
た
い
量
を
減
ら
す

の
は
人
間
の
意
欲
を
制
限
す
る
こ
と
で
、

使
え
る
量
を
増
や
す
の
が
優
先
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
。
ま
た
、「
機
会
費
用
」
と
い

う
の
は
、
一
つ
の
こ
と
を
選
択
す
る
の
と

同
時
に
、
他
の
選
択
を
辞
め
ざ
る
を
得
な

い
こ
と
を
意
味
す
る
。
だ
か
ら
、
あ
る
選

択
を
す
る
時
に
、
す
べ
て
の
選
択
の
費
用

（
何
を
犠
牲
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

か
）
と
利
益
（
何
が
得
ら
れ
る
か
）
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

次
に
、
日
本
の
こ
と
に
つ
い
て
一
緒
に

考
え
た
い
。
日
本
は
戦
後
め
ざ
ま
し
い
成

長
に
よ
っ
て
経
済
的
大
国
と
な
っ
た
が
、

90
年
代
以
降
そ
の
成
長
率
が
減
速
し
て
い

る
。
直
近
の
５
年
間
の
平
均
成
長
率
を
み

て
も
、
１
％
前
後
の
低
い
伸
び
率
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
生
産
に
用
い
ら

れ
て
い
る
労
働
と
い
う
生
産
要
素
も
不
足

と
な
り
、
日
本
の
経
済
成
長
に
懸
念
感
が

高
ま
っ
て
い
る
。
深
刻
な
労
働
力
不
足
を

解
決
す
る
の
に
、
日
本
政
府
は
ロ
ボ
ッ
ト

の
普
及
、
外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
、

女
性
と
高
齢
者
の
労
働
供
給
の
増
加
等
、

様
々
な
政
策
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
政
策
に
よ
っ
て
一
定
の
成
果
を
遂
げ
れ

ば
、
日
本
の
経
済
は
再
び
め
ざ
ま
し
く
成

長
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
、
経
済
成
長
の
目
標
を
達
成
し
た

と
き
の
日
本
の
社
会
の
イ
メ
ー
ジ
を
考
え

て
み
よ
う
。
ま
ず
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
普
及
に

よ
り
、
日
常
生
活
に
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
と
の

付
き
合
い
が
増
え
て
い
く
。
関
学
の
チ
ャ

ペ
ル
の
時
間
に
も
、
ロ
ボ
ッ
ト
が
お
話
を

し
て
く
れ
る
可
能
性
も
十
分
に
あ
る
。
ま

た
、
高
齢
者
と
女
性
の
労
働
供
給
の
増
加

に
よ
り
、
高
齢
者
の
休
暇
や
、
女
性
の
子

供
と
の
遊
ぶ
喜
び
も
少
な
く
な
る
だ
ろ

う
。
加
え
て
、
外
国
人
労
働
者
の
受
け
入

れ
拡
大
に
よ
り
、
整
っ
て
い
な
い
受
入
環

境
で
働
く
外
国
か
ら
来
た
労
働
者
も
期
待

通
り
の
日
本
ら
し
い
生
活
水
準
を
堪
能
で

き
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
よ
う
な
生
活

を
日
本
に
い
る
人
々
が
実
現
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
次
の
時
代
に

こ
の
よ
う
な
資
産
を
残
し
た
い
の
か
考
え

る
必
要
が
あ
る
。

　

上
記
で
紹
介
し
た
「
希
少
性
」
を
日
本

に
お
け
る
人
手
不
足
に
あ
て
は
め
る
と
、

ロ
ボ
ッ
ト
の
普
及
、
外
国
人
労
働
者
の
拡

大
な
ど
を
通
じ
て
使
え
る
量
を
増
や
す
こ

と
が
で
き
る
の
で
、
妥
当
な
選
択
で
あ

る
。
し
か
し
、「
機
会
費
用
」
を
あ
て
は

め
る
と
、
ロ
ボ
ッ
ト
、
外
国
人
と
共
働
す

る
こ
と
と
な
り
、「
純
日
本
人
社
会
」
を

や
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
経

済
成
長
の
目
標
を
達
成
す
る
道
を
選
ぶ
の

で
あ
れ
ば
、
み
ん
な
が
期
待
し
た
生
活
を

あ
る
程
度
犠
牲
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

つ
ま
り
、「
希
少
性
」
を
解
決
す
る
と
き

に
、
み
ん
な
の
「
機
会
費
用
」
も
無
視
し

て
は
な
ら
な
い
。

　

い
ま
こ
そ
、
人
口
減
少
が
進
ん
で
い
る

状
況
に
置
か
れ
ら
れ
て
い
る
経
済
実
態
を

改
め
て
覚
悟
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
中

に
い
か
に
豊
か
な
生
活
を
送
れ
る
か
、
こ

れ
か
ら
日
本
社
会
、
そ
し
て
世
界
を
支
え

る
関
学
の
学
生
に
答
え
を
見
つ
け
て
い
た

だ
け
る
こ
と
を
期
待
し
て
や
ま
な
い
。

 

■

カ
オ
　
テ
ィ
　
キ
ャ
ン
　
グ
ェ
ッ
ト
　
専
任
講
師
（
開
発
金
融
論
・
応
用
計
量
経
済
学
）

合
理
的
な
人
々 

〜
未
来
の
世
代
に
残
し
た
い
資
産
〜

2019年
11月21日
木曜日
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世
界
は
こ
れ
ま
で
も
こ
れ
か
ら
も
益
々

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
み
、
様
々
な
局
面
に

お
い
て
ボ
ー
ダ
ー
が
な
く
な
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
、
ボ
ー
ダ
ー
な
き
時

代
に
生
き
る
我
々
は
違
う
文
化
を
享
受
す

る
た
く
さ
ん
の
異
文
化
圏
の
人
々
と
接
す

る
こ
と
に
な
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
す
る
必
要
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
今
日
は
日
本
語
話
者
で
あ
る
私
た
ち

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
タ
イ
ル
に

つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

第
二
次
世
界
対
戦
中
か
ら
日
本
人
特
有

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
特
色
に
つ
い

て
は
研
究
さ
れ
、「
恥
」
と
「
罪
」、「
タ
テ
」

と
「
ヨ
コ
」、「
甘
え
」
と
「
自
立
」
な
ど
、

い
く
つ
か
の
対
立
す
る
鍵
概
念
を
用
い

て
、
日
本
人
の
対
人
関
係
に
お
け
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
が
論
じ
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
概

念
が
日
本
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス

タ
イ
ル
の
全
貌
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
と

は
決
し
て
言
え
ま
せ
ん
が
、
首
を
頷
け
る

部
分
も
多
い
は
ず
で
す
。

　

で
は
、
現
代
に
お
け
る
日
本
人
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
イ
ル
の
い
く
つ

か
の
特
徴
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。
ま
ず
、〈「
遠
慮
」
と
「
察
し
」〉
で

あ
る
。「
遠
慮
」
と
は
発
信
者
が
記
号
化

し
な
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
、「
察
し
」
と
は

記
号
化
さ
れ
な
か
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
理

解
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
日
本
の
よ
う

に
、
言
葉
を
通
し
て
意
味
を
明
白
に
伝
え

る
よ
り
、
以
心
伝
心
、
阿
吽
の
呼
吸
の
よ

う
に
、
コ
ン
テ
キ
ス
ト
へ
の
依
存
度
が
高

い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
好
む
高
コ
ン

テ
キ
ス
ト
文
化
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　

ま
た
、〈
場
面
に
拘
束
さ
れ
る
定
型
表

現
や
決
ま
り
文
句
が
多
い
〉
特
徴
が
あ
り

ま
す
。「
い
つ
も
お
世
話
に
な
り
ま
す
」、

「
毎
度
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」、「
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」、「
つ
ま
ら
な
い

も
の
で
す
け
ど
」、「
す
み
ま
せ
ん
」
な
ど

な
ど
、
現
実
の
意
味
と
あ
ま
り
関
係
の
な

い
表
現
が
あ
る
特
定
の
場
面
で
習
慣
的
に

使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
こ
と
は
周
知
の
と

お
り
で
す
。
つ
ま
り
、「
言
葉
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
化
」
が
進
ん
で
い
る
と
言
え
ま
す
。

こ
う
い
う
文
化
圏
で
は
、
話
者
が
各
自
の

言
葉
を
創
造
し
表
現
す
る
こ
と
よ
り
、
マ

ニ
ュ
ア
ル
通
り
に
表
現
す
る
こ
と
が
よ
り

多
く
求
め
ら
れ
る
と
言
え
ま
す
。〈
断
定

的
な
表
現
を
好
ま
な
い
〉
こ
と
も
一
つ
の

特
徴
と
し
て
考
え
ら
れ
ま
す
。
イ
ェ
ス
、

ノ
を
は
っ
き
り
言
わ
な
い
で
、
あ
い
ま
い

な
言
い
方
を
す
る
場
合
も
多
く
あ
り
ま

す
。
１
９
９
６
年
、
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を

受
賞
し
た
大
江
健
三
郎
さ
ん
は
「
あ
い
ま

い
な
日
本
の
私
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
授

賞
式
で
の
記
念
ス
ピ
ー
チ
を
行
い
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
ス
ピ
ー
チ
は
具
体

的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
イ
ル
の

曖
昧
さ
を
指
摘
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
大
江
さ
ん
は
日
本
文
化
の
キ
ー

ワ
ー
ド
の
一
つ
と
し
て
「
曖
昧
さ
」
を
認

識
し
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
曖
昧
な
態

度
か
ら
曖
昧
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス

タ
イ
ル
ま
で
「
曖
昧
さ
」
と
い
う
の
は
日

本
ら
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
イ

ル
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ス
タ
イ
ル
は
４
次
産
業
革
命
の
台

頭
が
叫
ば
れ
る
情
報
化
社
会
の
中
で
果
た

し
て
ど
の
ぐ
ら
い
有
効
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
方
法
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
ら
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
で
は
異
文

化
圏
の
相
手
に
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
は

な
か
な
か
難
し
い
よ
う
な
気
が
し
て
な
り

ま
せ
ん
。
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
日
本
人
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
と
も
言
え
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
タ
イ
ル
を
い
わ

ゆ
る
グ
ロ
－
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
あ
わ

せ
て
修
正
し
て
い
く
べ
き
で
し
ょ
う
か
。

こ
こ
で
立
ち
止
ま
っ
て
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会

の
中
で
の
ロ
ー
カ
ラ
イ
ズ
ド
さ
れ
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
イ
ル
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
く
べ
き
か
、
考
え
て
み
る

こ
と
は
情
報
化
時
代
を
生
き
て
い
く
う
え

で
ま
す
ま
す
大
事
な
こ
と
で
あ
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。

 

■

厳
　
廷
美
　
准
教
授
（
社
会
言
語
学
）

ロ
ー
カ
ラ
イ
ジ
ェ
ー
シ
ョ
ン（Localization

）と 

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン（G

lobalization

）の
狭
間

で
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
考
え
る

2019年
11月25日
月曜日
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僕
の
経
済
学
部
に
お
け
る
研
究
の
専
門

分
野
は
「
経
済
史
」
と
な
っ
て
い
る
。
経

済
史
と
は
、
過
去
に
あ
っ
た
経
済
事
象
に

か
ん
す
る
記
述
を
対
象
と
し
た
も
の
、
つ

ま
り
歴
史
資
料
に
「
書
か
れ
た
」
経
済
そ

の
も
の
を
研
究
す
る
こ
と
、
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
一
般
的
だ
ろ
う
。
僕
の
研
究
も

そ
う
し
た
学
問
体
系
に
分
類
さ
れ
、
実
際

そ
う
し
た
こ
と
も
し
て
い
る
が
、
最
近

は
、
資
料
に
「
書
か
れ
て
い
な
い
」
数
字

を
推
計
し
て
歴
史
を
数
量
的
に
描
く
よ
う

な
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

推
計
と
は
、
そ
の
名
の
と
お
り
推
定
し

て
計
算
す
る
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に

は
、
歴
史
の
あ
る
時
代
に
お
け
る
１
人
あ

た
り
の
所
得
や
日
本
全
国
の
人
口
な
ど
、

現
代
で
い
う
と
こ
ろ
の
経
済
指
標
に
つ
い

て
、
歴
史
資
料
を
も
ち
い
て
何
ら
か
の
統

計
的
加
工
を
ほ
ど
こ
し
て
算
出
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
歴
史
上
の
経
済
的
実
態
を
叙

述
す
る
方
法
で
あ
る
。
推
計
に
必
要
な
資

料
は
不
完
全
な
も
の
が
多
い
た
め
、
時
に

は
大
胆
な
歴
史
的
仮
説
・
仮
定
を
設
定
し

て
計
算
す
る
こ
と
も
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
歴
史
を
叙
述
す
る
と
い
っ
て

も
、
そ
の
方
法
は
資
料
に
書
か
れ
た
内
容

そ
の
も
の
か
ら
歴
史
を
語
る
と
い
う
作
業

で
は
な
く
、
資
料
に
書
か
れ
て
い
な
い
こ

と
や
資
料
か
ら
で
は
分
か
ら
な
い
こ
と

を
、
歴
史
学
以
外
の
い
ろ
い
ろ
な
方
法

│
そ
れ
は
主
に
経
済
学
・
統
計
学
で
の

手
法
で
あ
る
が

│
を
駆
使
し
て
「
歴
史

的
事
実
」
に
可
能
な
限
り
近
づ
こ
う
と
す

る
作
業
と
い
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
歴
史
を
経
済
統
計
の
手
法

で
測
る
と
い
う
研
究
は
、
世
界
経
済

２
０
０
０
年
の
歴
史
に
つ
い
て
各
国
Ｇ
Ｄ

Ｐ
を
推
計
し
た
ア
ン
ガ
ス
・
マ
デ
ィ
ソ
ン

の
研
究
が
有
名
で
あ
る
が
、
そ
の
起
源
は

17
世
紀
の
英
国
で
お
こ
っ
た
政
治
算
術
派

（Political A
rithm

etic

）
に
は
じ
ま

る
。
そ
の
創
始
者
の
１
人
で
あ
る
ウ
ィ
リ

ア
ム
・
ペ
テ
ィ
は
、
そ
の
特
徴
を
以
下
の

よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

「
私
は
、
比
較
級
や
最
上
級
の
こ
と
ば
の

み
を
用
い
た
り
、
思
弁
的
な
議
論
を
す
る

か
わ
り
に
（
中
略
）
自
分
の
言
わ
ん
と
す

る
と
こ
ろ
を
数
「num

ber

」・
重
さ

「w
eight

」
ま
た
は
尺
度
「m

easure

」

を
用
い
て
表
現
し
、
感
覚
に
う
っ
た
え
る

議
論
の
み
を
用
い
、
自
然
の
な
か
に
実
現

し
う
る
基
礎
を
も
つ
よ
う
な
諸
原
因
の
み

を
考
察
す
る
と
い
う
手
つ
づ
き
を
と
っ
た

か
ら
で
、
個
々
人
の
う
つ
り
気
・
意
見
・

こ
の
み
・
激
情
に
左
右
さ
れ
る
よ
う
な
諸

原
因
は
、
こ
れ
を
他
の
人
た
ち
が
考
察
す

る
の
み
ま
か
せ
て
お
く
の
で
あ
る＊

」

　

要
す
る
に
、
具
体
的
な
数
・
重
量
・
尺

度
と
い
う
指
標
に
よ
っ
て
物
事
を
分
析
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
は
経
済
学

の
基
本
中
の
基
本
の
考
え
方
で
あ
る
。
そ

う
考
え
る
と
、
や
や
異
端
の
歴
史
学
に
も

み
え
る
「
数
量
を
も
っ
て
」
歴
史
を
叙
述

す
る
と
い
う
研
究
も
、
実
は
け
っ
こ
う
王

道
の
ア
プ
ロ
ー
チ
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、ペ
テ
ィ
が
強
調
し
た「
数
・

重
さ
・
尺
度
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
『
旧

約
聖
書
外
典
』（
ア
ポ
ク
リ
フ
ァ
：
聖
書

の
正
典
に
加
え
ら
れ
な
か
っ
た
文
書
）
の

一
つ
で
あ
る
「
ソ
ロ
モ
ン
の
知
恵
」
第
11

章
第
20
句
に
あ
る
一
節
「
な
ん
じ
は
よ
ろ

ず
の
も
の
を
、
量
と
数
と
重
さ
と
に
て
定

め
た
ま
え
り
」
を
ヒ
ン
ト
に
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。
同
様
の
表
現
は
ペ

テ
ィ
の
他
の
著
書
に
も
登
場
す
る
。
こ
の

神
が
数
・
重
量
・
尺
度
を
も
っ
て
考
え
る

こ
と
を
人
間
社
会
に
示
し
た
と
い
う
聖
典

か
ら
の
引
用
は
、
経
済
学
が
ま
だ
生
ま
れ

た
ば
か
り
の
頃
に
、
具
体
的
な
数
量
を

も
っ
て
こ
そ
世
の
中
の
し
く
み
が
説
明
で

き
る
と
し
た
ペ
テ
ィ
が
、
そ
の
考
え
を
ユ

ニ
ー
ク
な
か
た
ち
で
あ
ら
わ
し
た
も
の
な

の
だ
ろ
う
。 

■

＊ 

ペ
テ
ィ
著
、
大
内
兵
衛
・
松
川
七
郎
翻
訳

（
１
９
５
５
）『
政
治
算
術
』
岩
波
文
庫
（
原

著
１
６
９
０
年
）。

高
島
　
正
憲
　
専
任
講
師
（
経
済
史
）

歴
史
と
数
字
が
出
会
う
こ
と

2019年
11月26日
火曜日
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人
生
に
は
様
々
な
縁
が
複
雑
に
絡
み

合
っ
て
い
て
、
そ
れ
ら
が
人
格
を
つ
く
り

あ
げ
る
よ
う
だ
。
自
分
は
キ
リ
ス
ト
教
信

者
で
は
な
く
、
キ
リ
ス
ト
教
と
関
係
が
深

い
と
は
感
じ
て
い
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が

よ
く
思
い
起
こ
す
と
、
私
の
人
生
の
重
要

な
場
面
で
不
思
議
な
縁
が
あ
っ
た
と
思
い

当
た
る
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
通
っ
た
幼
稚
園
が
ク
リ
ス
チ
ャ
ン

だ
っ
た
。
も
っ
と
も
当
時
私
は
北
海
道
の

田
舎
町
に
住
ん
で
い
て
、
両
親
と
も
に
車

の
運
転
を
し
な
か
っ
た
か
ら
、
小
さ
な
バ

ス
で
送
迎
し
て
く
れ
る
そ
の
幼
稚
園
以
外

に
選
択
肢
は
な
か
っ
た
。
仏
教
だ
ろ
う
が

神
道
だ
ろ
う
が
、
子
供
が
団
体
生
活
を
学

べ
れ
ば
ど
こ
で
も
よ
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
幼
稚
園
の
記
憶
は
全
く
な
い
が
、
キ

リ
ス
ト
教
の
礼
拝
を
初
め
て
経
験
し
た
の

は
、
こ
の
よ
う
な
縁
か
ら
で
あ
る
。

　

次
は
高
校
時
代
だ
。
東
京
の
と
あ
る
小

さ
な
教
会
で
、
毎
週
日
曜
日
午
後
に
催
さ

れ
た
英
会
話
教
室
に
、
私
は
通
っ
た
の
で

あ
る
。
高
校
一
年
生
の
時
の
校
内
学
力
テ

ス
ト
で
、
自
分
に
全
く
英
語
力
が
な
い
こ

と
を
発
見
し
、
す
が
れ
る
も
の
に
は
何
で

も
す
が
ろ
う
と
悟
り
を
開
い
て
い
た
時
期

だ
っ
た
。
母
の
知
り
合
い
の
知
り
合
い
く

ら
い
に
教
会
関
係
者
が
い
て
、
こ
の
教
室

の
存
在
を
知
っ
た
と
い
う
縁
だ
っ
た
と
思

う
。
教
室
で
は
、
教
会
の
礼
拝
に
く
る
日

本
語
の
ほ
と
ん
ど
わ
か
ら
な
い
ア
メ
リ
カ

人
が
教
師
に
な
っ
て
、
日
常
会
話
の
練
習

を
し
た
。

　

こ
の
英
会
話
教
室
通
い
は
長
続
き
し
、

高
校
卒
業
後
大
学
２
年
目
く
ら
い
ま
で

通
っ
た
。
長
続
き
し
た
の
は
、
無
料
の
教

室
を
運
営
し
て
く
れ
る
教
会
関
係
者
の
熱

意
の
た
ま
も
の
で
は
な
く
、
中
高
と
男
子

校
に
通
っ
た
私
に
と
っ
て
、
こ
の
英
会
話

教
室
は
女
子
と
語
れ
る
貴
重
な
機
会
だ
っ

た
か
ら
だ
。
英
語
の
会
話
練
習
を
す
る
よ

り
は
、
同
世
代
の
女
子
と
日
本
語
で
話
す

の
が
私
の
本
当
の
目
的
で
あ
り
、
英
語
教

室
で
費
や
す
時
間
は
、
教
室
後
の
話
題
作

り
に
必
要
な
投
資
に
他
な
ら
な
い
。
そ
れ

ゆ
え
、
明
ら
か
に
投
資
効
率
の
悪
い
午
前

の
礼
拝
に
は
一
度
た
り
と
も
行
か
な
か
っ

た
。
動
機
に
問
題
あ
り
と
は
い
え
、
毎
週

ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
ア
メ
リ
カ
人
と
会
話
を
積

み
重
ね
た
効
果
は
絶
大
で
あ
っ
た
。
の
ち

に
ア
メ
リ
カ
へ
留
学
し
た
と
き
に
、
こ
の

４
年
ほ
ど
の
会
話
体
験
は
貴
重
な
縁
だ
っ

た
と
実
感
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
英
会
話
教
室
か
ら
足
が
遠
の
い

て
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
の
こ
と
、
教
会
に

や
っ
て
く
る
ア
メ
リ
カ
人
信
者
が
、
普
通

の
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
た
い
の
だ

が
、
引
き
受
け
て
く
れ
ま
い
か
と
頼
ま
れ

た
。
私
の
父
母
は
英
語
を
ほ
と
ん
ど
解
さ

な
い
の
で
躊
躇
し
た
が
、
教
室
で
世
話
に

な
っ
て
き
た
の
を
恩
義
に
感
じ
て
い
た
の

で
、
こ
れ
も
何
か
の
縁
だ
ろ
う
と
考
え

て
、
結
局
引
き
受
け
る
こ
と
に
し
た
。
２

年
ほ
ど
の
間
に
、
全
部
で
３
名
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
を
引
き
受
け
た
。

　

そ
し
て
こ
の
縁
は
さ
ら
に
展
開
す
る
。

大
学
院
留
学
が
決
ま
っ
た
も
の
の
語
学
研

修
の
学
校
に
行
く
金
が
な
か
っ
た
私
は
、

こ
の
時
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
た
人
に
紹
介
さ

れ
た
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
在
住
の
牧
師
家
族

の
と
こ
ろ
に
転
が
り
込
み
、
一
週
間
以
上

居
候
し
て
大
学
院
へ
の
入
学
に
備
え
た
の

だ
っ
た
。
突
然
や
っ
て
き
た
ど
こ
の
馬
の

骨
と
も
知
れ
な
い
異
教
徒
を
、
暖
か
く
受

け
入
れ
て
く
れ
た
こ
の
家
族
の
度
量
に

は
、
本
当
に
感
心
す
る
。

　

そ
し
て
今
年
関
学
に
転
籍
し
て
、
チ
ャ

ペ
ル
ア
ワ
ー
で
こ
の
よ
う
な
話
を
し
て
い

る
。
こ
れ
も
何
か
大
切
な
縁
の
は
ず
で
あ

る
。

 

■

梶
井
　
厚
志
　
教
授
（
経
済
理
論
・
数
理
経
済
学
）

「
縁
を
大
切
に
」

2019年
11月28日
木曜日
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シリーズチャペル＜人間を考える＞
　
「
飛
行
機
や
新
幹
線
な
ど
に
小
さ
な
子

供
連
れ
で
乗
り
、
周
り
の
乗
客
に
文
句
を

言
わ
れ
た
」
と
い
う
こ
と
を
よ
く
見
聞
き

す
る
。
欧
米
の
中
の
多
く
の
地
域
で
は
、

少
な
く
て
も
非
難
や
冷
た
い
視
線
を
浴
び

る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
だ
ろ
う
。

　

他
国
か
ら
〝
礼
儀
正
し
く
、
お
も
て
な

し
の
国
〞
と
い
わ
れ
る
日
本
で
、
な
ぜ
こ

の
よ
う
な
欧
米
と
の
違
い
が
生
じ
る
の
だ

ろ
う
。
個
人
的
な
考
え
・
感
想
だ
が
、
こ

れ
は
歴
史
的
ま
た
人
種
的
な
要
因
で
日
本

が
極
め
て
多
様
性
が
低
い
国
だ
か
ら
だ
と

思
う
。
今
回
は
こ
の
点
に
関
し
て
主
に
述

べ
て
み
た
い
。

　

始
め
に
、
欧
米
と
日
本
の
多
様
性
の
社

会
的
変
移
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
欧

米
な
ど
様
々
な
人
種
が
い
る
国
で
は
、
も

と
も
と
あ
る
程
度
の
多
様
性
が
あ
る
た

め
、
き
っ
ち
り
し
た
ル
ー
ル
を
作
り
づ
ら

く
、
ル
ー
ル
へ
の
違
反
や
個
々
の
違
い
に

寛
容
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
す
る
と
、
更

に
考
え
や
背
景
の
違
い
を
持
つ
人
が
増

え
、非
固
定
的
な
社
会
に
な
る
。そ
し
て
、

多
様
性
の
拡
大
は
、
様
々
な
考
え
方
や
能

力
と
文
化
を
互
い
に
認
め
る
相
互
影
響
に

よ
り
、
創
造
性
や
生
産
性
の
拡
大
に
寄
与

す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

こ
れ
と
比
較
す
る
と
、
日
本
は
歴
史

的
・
人
種
的
な
要
因
に
よ
り
多
様
性
が
元

来
低
い
社
会
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
元
々

多
様
性
が
少
な
い
の
で
簡
単
に
合
意
が
形

成
さ
れ
、
ル
ー
ル
を
多
岐
に
わ
た
り
作
り

や
す
く
、
決
め
ら
れ
た
基
準
や
ル
ー
ル
に

反
す
る
ミ
ス
や
違
い
に
厳
し
く
な
る
（
例

え
ば
、
欧
米
で
は
毛
髪
の
色
を
規
定
す
る

校
則
な
ど
は
存
在
し
得
な
い
だ
ろ
う
）。

す
る
と
、
非
常
に
多
く
の
ル
ー
ル
の
存
在

に
も
よ
り
、
次
第
に
ル
ー
ル
を
作
っ
た
背

景
や
理
由
を
考
え
な
く
な
り
、
ル
ー
ル
あ

り
き
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
、

社
会
状
況
な
ど
が
大
き
く
変
化
し
て
も
、

ル
ー
ル
変
更
を
容
易
に
は
許
さ
ず
、
ま
す

ま
す
多
様
性
の
入
り
込
む
余
地
が
な
く
な

り
、
更
に
固
定
的
で
非
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

社
会
へ
と
向
か
う
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
も
ち

ろ
ん
社
会
を
構
成
す
る
個
々
の
組
織
に
も

言
え
る
。

　

日
本
は
欧
米
と
比
較
す
る
と
固
定
的

で
、
ル
ー
ル
順
守
、
規
律
、
そ
し
て
協
調

性
を
非
常
に
求
め
ら
れ
る
社
会
で
あ
る
た

め
、
人
の
迷
惑
に
な
る
こ
と
は
最
大
限
に

避
け
る
べ
き
だ
と
考
え
ら
れ
が
ち
で
あ

る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
社
会
で
は
他

人
の
迷
惑
行
為
に
対
し
て
非
常
に
厳
し
く

な
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
逆
に
、
多
様

性
の
あ
る
国
で
は
、
迷
惑
は
お
互
い
様
な

の
で
、
あ
る
程
度
は
他
人
に
迷
惑
か
け
て

も
気
に
せ
ず
、
他
人
の
迷
惑
に
も
寛
容
に

な
る
。
こ
れ
が
冒
頭
の
飛
行
機
の
中
の
子

供
の
話
と
大
き
く
関
係
し
て
い
る
よ
う
に

私
に
は
思
え
る
。

　

こ
の
よ
う
に
述
べ
る
と
日
本
社
会
に
対

し
て
、
悪
い
印
象
し
か
持
た
な
い
か
も
し

れ
な
い
が
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。

多
様
性
に
は
、
良
い
面
と
悪
い
面
の
二
面

性
が
あ
り
、
多
様
性
の
少
な
さ
に
起
因
す

る
と
考
え
ら
れ
る
調
和
や
規
律
は
、
一
面

で
は
企
業
の
生
産
性
を
上
げ
る
要
因
で
あ

る
し
、
多
様
性
の
少
な
さ
は
、
人
々
に
安

心
を
も
た
ら
す
安
全
で
安
定
的
な
社
会
に

つ
な
が
る
。
少
な
く
て
も
私
に
と
っ
て

は
、
社
会
の
安
全
性
は
か
な
り
重
要
度
が

高
い
。
ア
メ
リ
カ
の
地
域
デ
ー
タ
を
使
用

し
た
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
のPutm

an

教
授

の
研
究
に
よ
る
と
、
人
種
的
多
様
性
が
大

き
い
と
、
そ
の
地
域
に
住
む
人
々
は
よ
り

不
安
に
感
じ
、
幸
せ
度
が
減
少
す
る
こ
と

が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

多
様
性
の
正
味
の
影
響
を
断
定
的
に
言

う
こ
と
は
難
し
い
が
、
個
人
の
能
力
を
伸

ば
す
と
い
う
観
点
で
は
日
本
は
多
様
性
を

も
う
少
し
意
識
し
た
ほ
う
が
良
い
と
思

う
。
様
々
な
こ
と
に
関
し
て
、
他
人
と
同

じ
こ
と
に
安
心
感
を
持
ち
す
ぎ
る
た
め
、

個
々
の
能
力
の
向
上
の
妨
げ
と
な
っ
て
い

る
と
感
じ
る
こ
と
が
多
い
。

 

■

岡
田
　
敏
裕
　
教
授
（
マ
ク
ロ
経
済
学
）

多
様
性

2019年
12月3日
火曜日
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シリーズチャペル＜人間を考える＞
　

ジ
ョ
ン
・
ス
タ
イ
ン
ベ
ッ
ク
は
、

１
９
６
２
年
に
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受
賞

し
た
ア
メ
リ
カ
の
小
説
家
で
あ
る
。「
朝

食
」
は
３
ペ
ー
ジ
に
満
た
な
い
掌
編
だ
。

「
私
」は
、ど
こ
か
山
中
の
谷
間
に
い
て
、

早
朝
で
、
凍
え
る
ほ
ど
に
空
気
は
冷
た

い
。
田
舎
道
を
歩
い
て
い
る
と
テ
ン
ト
が

見
え
、
若
い
女
が
朝
食
の
準
備
を
し
て
い

る
。
ほ
ど
な
く
テ
ン
ト
か
ら
二
人
の
男
が

出
て
く
る
。
お
も
む
ろ
に
年
配
の
男
が

「
私
」
に
問
い
か
け
る
。「
も
う
朝
飯
は

食
っ
た
か
」
と
。
献
立
は
、
ベ
ー
コ
ン
と

オ
ー
ブ
ン
で
焼
い
た
パ
ン
と
熱
い
コ
ー

ヒ
ー
が
そ
の
す
べ
て
。

　

夜
明
け
と
共
に
次
第
に
辺
り
の
彩
り
が

変
わ
っ
て
ゆ
く
。
調
理
用
の
ス
ト
ー
ブ
の

隙
間
に
見
え
る
オ
レ
ン
ジ
色
の
炎
も
鮮
や

か
だ
。
二
人
の
男
は
真
新
し
い
上
下
の
デ

ニ
ム
を
着
て
い
る
。

　

ジ
ュ
ウ
ジ
ュ
ウ
と
音
を
立
て
て
焼
き
上

が
る
ベ
ー
コ
ン
の
匂
い
、
パ
ン
が
焼
け
る

香
ば
し
い
匂
い
も
漂
い
、
涌
か
し
て
い
る

コ
ー
ヒ
ー
の
香
り
が
鼻
腔
を
く
す
ぐ
る
。

コ
ー
ヒ
ー
は
と
て
も
熱
く
、
喉
を
焦
が

す
。
読
者
の
嗅
覚
を
刺
激
し
、
喉
を
通
る

コ
ー
ヒ
ー
の
熱
さ
は
、
触
覚
に
よ
っ
て
感

知
さ
れ
る
。

　

彼
ら
は
寡
黙
で
、
咀
嚼
す
る
音
以
外
聞

こ
え
な
い
。
こ
の
掌
編
の
魅
力
は
、
五
感

す
べ
て
に
訴
え
る
鮮
烈
な
描
写
力
に
あ

る
。
質
素
だ
が
温
か
い
食
事
を
口
に
し

て
、
年
配
の
男
は
「
あ
あ
、
う
ま
い
」
と

呻
く
。さ
て
、「
私
」が
出
会
っ
た
彼
ら
は
、

赤
の
他
人
を
朝
食
に
誘
う
ほ
ど
裕
福
な
の

だ
ろ
う
か
。
そ
う
で
は
あ
る
ま
い
。

　

 「
俺
た
ち
は
こ
れ
ま
で
に
12
日
も
そ
の

仕
事
を
し
て
る
ん
だ
」
と
若
い
男
が

言
っ
た
。

　

 

娘
が
ス
ト
ー
ブ
の
方
か
ら
私
に
話
し
か

け
た
。「
こ
の
人
た
ち
、
そ
れ
で
新
し

い
服
も
手
に
入
れ
た
の
よ
」

　

 

二
人
の
男
は
新
し
い
デ
ニ
ム
地
の
服
に

目
を
落
と
す
と
、
二
人
し
て
少
し
微
笑

ん
だ
。

　
「
そ
の
仕
事
」
と
は
、
そ
の
あ
と
に
明

ら
か
に
な
る
よ
う
に
「
綿
摘
み
」
の
仕
事

だ
。
彼
ら
は
自
分
の
土
地
を
持
た
な
い
日

雇
い
労
働
者
な
の
だ
。「
12
日
」
も
仕
事

に
あ
り
つ
け
、
温
か
い
食
事
を
取
る
こ
と

が
出
来
、
新
し
い
服
が
買
え
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
を
彼
ら
は
素
直
に
喜
ぶ
。
そ

の
喜
び
を
共
有
し
よ
う
と
す
る
か
の
よ
う

に
、
た
ま
た
ま
通
り
が
か
っ
た
「
私
」
に

声
を
か
け
る
。
こ
の
慎
ま
し
い
充
足
感

に
、「
私
」
と
共
に
読
者
も
共
感
す
る
。

何
と
こ
の
ベ
ー
コ
ン
と
パ
ン
と
コ
ー
ヒ
ー

だ
け
の
朝
食
は
美
味
し
い
そ
う
な
の
か

と
。
そ
し
て
、
決
し
て
裕
福
で
は
な
い
季

節
労
働
者
の
心
が
、
そ
の
温
か
い
食
事
以

上
に
温
か
い
の
か
と
。
多
く
の
人
は
、
そ

れ
を
幸
福
な
光
景
だ
と
感
じ
る
。
朝
食
を

食
べ
終
え
て
、「
私
」
と
彼
ら
は
静
か
に

そ
の
場
を
去
り
、
別
れ
て
い
く
。

　

し
か
し
、
こ
の
美
し
く
静
か
な
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
に
は
、
実
は
痛
ま
し
い
続
き
が

あ
る
。
翌
年
に
出
版
さ
れ
た
代
表
作
『
怒

り
の
葡
萄
』
の
主
人
公
た
ち
も
ま
た
、
季

節
労
働
者
だ
。
し
か
し
、『
怒
り
の
葡
萄
』

で
描
か
れ
て
い
る
移
動
農
民
に
は
「
朝

食
」
の
季
節
労
働
者
が
味
わ
っ
た
、
あ
の

さ
さ
や
か
な
充
足
感
す
ら
許
さ
れ
て
い
な

い
。
１
９
３
０
年
代
の
世
界
大
恐
慌
を
背

景
に
、
移
動
農
民
と
し
て
追
い
詰
め
ら
れ

て
い
く
小
規
模
農
民
の
絶
望
。
本
作
に

は
、
苛
烈
な
資
本
主
義
に
よ
っ
て
追
い
や

ら
れ
て
し
ま
う
農
民
に
寄
せ
る
作
者
の
共

感
と
、暴
力
的
な
搾
取
に
対
す
る「
怒
り
」

が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　

資
本
主
義
の
本
義
は
飽
く
な
き
「
利
潤

の
追
求
」
だ
。
与
え
る
よ
り
も
、
む
し
ろ

奪
う
。
ス
タ
イ
ン
ベ
ッ
ク
は
「
季
節
労
働

者
」
に
心
を
寄
せ
た
が
、
現
在
の
文
脈
に

置
き
換
え
る
な
ら
ば
、「
非
正
規
労
働
者
」

と
言
っ
た
方
が
分
か
り
や
す
い
。「
非
正

規
雇
用
」
の
拡
大
の
中
で
、こ
の
「
朝
食
」

で
描
か
れ
る
よ
う
な
さ
さ
や
か
な
充
足
感

と
人
間
の
温
か
さ
に
、
人
々
は
今
ま
す
ま

す
憧
憬
の
念
を
強
め
て
い
る
の
か
も
知
れ

な
い
。

 

■

増
永
　
俊
一
　
教
授
（
ア
メ
リ
カ
文
化
・
ア
メ
リ
カ
文
学
）

ジ
ョ
ン
・
ス
タ
イ
ン
ベ
ッ
ク 

「
朝
食
」（１
９
３
８
）│
強
欲
の
対
極
に
在
る
も
の

2019年
12月5日
木曜日
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シリーズチャペル＜経済と倫理＞
　

本
日
は
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
イ
リ

ス
・
ボ
ネ
ッ
ト
教
授
の
著
書
『
ワ
ー
ク
デ

ザ
イ
ン
』
を
紹
介
し
ま
す
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー

格
差
を
な
く
す
の
は
な
か
な
か
難
し
い
こ

と
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
私
た
ち
の
意
思
決

定
に
は
、
意
図
し
な
く
て
も
様
々
な
バ
イ

ア
ス
が
か
か
っ
て
い
て
、
そ
の
こ
と
が
適

切
な
判
断
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で

す
。
ボ
ネ
ッ
ト
教
授
は
、
行
動
経
済
学
の

知
見
と
ツ
ー
ル
を
活
用
し
て
、
私
た
ち
が

ど
の
よ
う
な
バ
イ
ア
ス
を
受
け
て
い
る
の

か
、
ま
た
、
そ
れ
ら
を
除
去
す
る
た
め
の

行
動
デ
ザ
イ
ン
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
、
１
つ
の
お
話
を
聞
い
て
く
だ

さ
い
。「
父
と
息
子
が
交
通
事
故
に
遭
っ

た
。父
親
は
死
亡
、息
子
は
重
傷
を
負
い
、

救
急
車
で
病
院
に
搬
送
さ
れ
た
。
運
び
込

ま
れ
た
男
の
子
を
見
た
瞬
間
、
外
科
医
が

思
わ
ず
叫
び
声
を
あ
げ
た
。
手
術
な
ん
て

で
き
な
い
、
そ
の
子
は
私
の
息
子
だ
か

ら
、
と
。」
少
し
で
も
混
乱
し
た
人
は
手

を
挙
げ
て
く
だ
さ
い
。
落
ち
着
い
て
考
え

る
と
外
科
医
が
男
の
子
の
母
親
で
あ
る
こ

と
に
気
づ
き
ま
す
が
、
混
乱
す
る
の
は
、

私
た
ち
の
意
識
の
中
に
外
科
医
＝
男
性

（
父
親
）
と
い
う
バ
イ
ア
ス
が
あ
る
た
め

で
す
。
ア
メ
リ
カ
で
は
女
性
外
科
医
の
割

合
は
３
分
の
１
、
日
本
で
は
10
％
以
下
な

の
で
、
私
た
ち
の
脳
が
外
科
医
＝
男
性
と

判
断
す
る
の
は
不
思
議
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
よ
う
に
典
型
的
な
事
象
に
基
づ

く
イ
メ
ー
ジ
は
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
と
呼
ば

れ
ま
す
。

　

心
理
学
で
は
、
私
た
ち
の
思
考
モ
ー
ド

は
「
シ
ス
テ
ム
１
」
と
「
シ
ス
テ
ム
２
」

の
２
種
類
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
シ
ス
テ
ム

１
は
直
感
的
、
自
動
的
に
作
動
し
、
情
報

を
素
早
く
評
価
す
る
の
に
適
し
た
思
考

モ
ー
ド
で
す
。
一
方
、
シ
ス
テ
ム
２
は
、

意
識
的
な
推
論
が
ベ
ー
ス
に
な
り
、
苦
労

し
て
意
識
を
集
中
さ
せ
な
い
と
作
動
し
ま

せ
ん
。
時
間
は
か
か
る
け
れ
ど
も
、
抽
象

的
な
分
析
と
規
範
に
基
づ
く
思
考
を
す
る

の
に
適
し
た
モ
ー
ド
で
す
。
外
科
医
＝
男

性
と
い
う
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
に
基
づ
く
判

断
は
、
シ
ス
テ
ム
１
の
作
動
に
よ
る
も
の

で
す
。
こ
の
よ
う
な
判
断
は
、
行
動
経
済

学
で
は
、
代
表
性
ヒ
ュ
ー
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク

と
呼
ば
れ
ま
す
。
シ
ス
テ
ム
１
を
作
動
さ

せ
る
と
、
手
っ
取
り
早
く
世
の
中
を
理
解

で
き
ま
す
。
で
す
か
ら
、
私
た
ち
の
脳
は

ま
ず
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
に
基
づ
き
判
断
を

行
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
や
っ
か
い
な
こ

と
に
、
一
度
、
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
に
基
づ

く
判
断
が
な
さ
れ
る
と
、
そ
の
後
に
入
っ

て
く
る
情
報
は
す
べ
て
バ
イ
ア
ス
が
か

か
っ
た
形
で
解
釈
さ
れ
ま
す
。
自
身
が
ど

の
く
ら
い
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
に
基
づ
い
て

い
る
か
は
潜
在
連
合
テ
ス
ト
（
Ｉ
Ａ
Ｔ
）

を
行
う
こ
と
で
判
り
ま
す
。
Ｉ
Ａ
Ｔ
で
無

意
識
バ
イ
ア
ス
の
強
い
男
性
は
、
真
に
優

秀
な
女
性
社
員
に
対
し
て
も
〝
無
意
識

に
〞
低
評
価
を
下
し
、
バ
イ
ア
ス
の
強
い

女
性
は
、
自
ら
を
〝
無
意
識
に
〞
ス
テ
レ

オ
タ
イ
プ
（
女
性
＝
家
庭
）
に
縛
り
つ
け

る
そ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
な
無
意
識
の
バ
イ
ア
ス
は
、
行

動
デ
ザ
イ
ン
に
よ
っ
て
克
服
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
70
年
代
、
ア
メ
リ
カ
の
５
大

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
は
女
性
演
奏
家
の
割
合

が
わ
ず
か
５
％
で
し
た
が
、
審
査
員
と
演

奏
家
の
間
を
カ
ー
テ
ン
で
隔
て
る
ブ
ラ
イ

ン
ド
・
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
導
入
し
た
こ

と
に
よ
り
35
％
に
増
加
し
ま
し
た
。
た
っ

た
一
枚
の
カ
ー
テ
ン
が
審
査
員
達
の
意
思

決
定
を
変
え
た
の
で
す
。

経
済
学
者
達
は
統
計
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て

判
断
を
す
る
こ
と
が
多
い
で
し
ょ
う
。
し

か
し
、
こ
の
よ
う
な
〝
合
理
的
な
〞
判
断

に
も
無
意
識
の
バ
イ
ア
ス
が
か
か
っ
て
い

る
こ
と
が
多
い
こ
と
を
自
戒
の
念
を
込
め

て
記
し
て
お
き
ま
す
。
興
味
を
持
た
れ
た

方
は
、
是
非
ボ
ネ
ッ
ト
教
授
の
『
ワ
ー
ク

デ
ザ
イ
ン
』
を
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

 

■

西
村
　
智
　
教
授
（
労
働
経
済
学
）

行
動
経
済
学
で
克
服
す
る 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
格
差

2019年
12月10日
火曜日
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詩
篇
23
：
4
「
た
と
え
死
の
陰
の
谷
を
歩

む
と
し
て
も
、
私
は
わ
ざ
わ
い
を
恐
れ
ま

せ
ん
。
あ
な
た
が
と
も
に
お
ら
れ
ま
す
か

ら
。」

讃
美
歌
「
久
し
く
待
ち
に
し 

救
い
の
主

来
た
り
、
と
ら
わ
れ
の
民
を 

解
き
放
ち

た
ま
え
、
喜
べ
、
イ
ン
マ
ヌ
エ
ル
　
来
た

り
て
救
い
た
も
う
（
讃
美
歌
21
、
２
３
１

ラ
テ
ン
語
聖
歌
の
最
初
の
部
分
）」

　

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
で

30
年
以
上
も
、
医
師
と
し
て
、
さ
ら
に
気

候
温
暖
化
に
伴
う
水
害
に
も
耐
え
う
る
農

水
路
建
設
に
、
現
地
の
人
々
と
共
に
働
い

て
き
た
中
村　

哲
さ
ん
が
12
月
４
日
に
殺

害
さ
れ
ま
し
た
。
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
を
支

援
す
る
一
人
と
し
て
、
私
に
と
っ
て
も
、

あ
ま
り
に
大
き
い
シ
ョ
ッ
ク
で
す
。

　

中
村
さ
ん
は
、
そ
の
著
書
で
、
ヘ
ブ
ラ

イ
語
の
「
イ
ン
マ
ヌ
エ
ル
」
を
「
天
、
共

に
あ
り
」
と
訳
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
、
１
９
８
０
年
代

の
ア
フ
ガ
ン
内
戦
と
ソ
連
軍
介
入
で
、

２
０
０
万
人
以
上
の
死
者
を
出
し
、
周
辺

諸
国
に
４
０
０
万
人
以
上
が
難
民
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
近
辺
の
地
域
は
、
ア
ル
カ

イ
ダ
の
発
祥
の
場
所
と
言
わ
れ
ま
す
。

２
０
０
０
年
に
は
、
大
旱
魃
で
農
村
が
疲

弊
し
、
４
０
０
万
人
以
上
が
餓
死
寸
前

で
、
感
染
病
が
大
流
行
し
、
１
０
０
万
人

が
流
民
化
し
た
と
言
わ
れ
ま
す
。
日
本
の

Ｎ
Ｇ
Ｏ
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
は
、
現
地
に
ハ

ン
セ
ン
病
の
病
棟
を
建
て
て
医
療
協
力
を

進
め
て
い
ま
し
た
。
２
０
０
１
年
９
月
の

同
時
多
発
テ
ロ
後
、
ア
メ
リ
カ
軍
の
報
復

攻
撃
が
始
ま
っ
て
農
村
は
、
さ
ら
に
疲
弊

し
き
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

栄
養
失
調
と
清
潔
な
水
の
欠
乏
を
解
決

で
き
ず
、
医
療
協
力
の
限
界
を
知
っ
た
中

村
さ
ん
は
、
大
旱
魃
と
飢
餓
対
策
の
た
め

に
、
20
キ
ロ
に
も
及
ぶ
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用

水
路
の
建
設
と
砂
漠
の
緑
地
化
事
業
を
開

始
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
現
地
の
農
民
た
ち

の
伝
統
を
尊
重
し
つ
つ
江
戸
時
代
に
建
設

さ
れ
た
日
本
の
灌
漑
施
設
（
佐
賀
藩
）
の

知
恵
を
生
か
し
、
さ
ら
に
地
域
の
村
落
共

同
体
を
復
興
さ
せ
て
、
流
出
し
た
人
々
の

帰
還
を
可
能
に
す
る
複
合
的
で
困
難
極
ま

る
事
業
だ
っ
た
の
で
す
。

　

し
か
し
、
パ
キ
ス
タ
ン
国
境
の
近
い
こ

の
地
域
は
、
外
国
の
軍
隊
が
引
き
揚
げ
、

治
安
は
悪
化
の
一
途
を
た
ど
り
ま
し
た
。

２
０
０
８
年
に
同
僚
の
伊
藤
和
也
さ
ん
が

テ
ロ
組
織
に
誘
拐
・
殺
害
さ
れ
ま
し
た
。

用
水
路
の
完
成
を
ひ
か
え
、
帰
農
や
人
材

養
成
を
開
始
す
る
大
事
な
時
に
、
日
本
人

即
時
帰
国
の
号
令
が
か
か
っ
た
こ
と
は
大

変
な
試
練
で
し
た
。
実
際
、
米
軍
の
誤
爆

で
多
く
の
民
間
人
が
命
を
落
と
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
２
０
１
０
年
に

は
、
洪
水
に
も
渇
水
に
も
耐
え
ら
れ
る
用

水
路
が
開
通
し
、
補
修
を
繰
り
返
し
た
う

え
完
成
し
、
十
数
万
人
の
帰
還
に
向
け
た

農
村
の
緑
地
化
と
復
興
が
進
ん
だ
の
で
す
。

　

荒
廃
し
た
農
村
を
気
候
変
動
に
も
耐
え

ら
れ
る
よ
う
に
再
建
し
、
故
郷
を
自
ら
維

持
し
発
展
し
て
い
く
事
業
を
支
え
た
の

は
、
地
元
民
と
の
相
互
の
尊
敬
と
信
頼
で

あ
り
、軍
事
に
よ
る
平
和
で
も
、経
済
成
長

で
も
な
か
っ
た
の
で
す
。
自
然
は
制
御
で

き
な
い
も
の
で
あ
り
、
自
然
と
和
解
し
て

こ
そ
、
そ
こ
に
恩
恵
が
与
え
ら
れ
る
こ
と

を
、
こ
の
事
業
は
身
を
も
っ
て
証
明
し
た

の
で
す
。最
新
鋭
の
技
術
と
、コ
ン
ク
リ
ー

ト
や
重
機
主
体
の
水
路
建
設
の
場
合
、そ

の
後
の
取
水
・
排
水
の
制
御
や
施
設
の
維

持
・
補
修
を
地
元
民
自
身
で
行
う
こ
と
が

で
き
ず
、
災
害
発
生
な
ど
で
事
態
が
悪
化

し
た
例
が
い
く
ら
も
あ
る
か
ら
で
す
。

　

ア
ジ
ア
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
経
済
成
長

の
た
め
の
国
際
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
む
中

で
、
農
村
の
荒
廃
が
放
置
さ
れ
、
国
内
の

経
済
格
差
が
拡
大
し
、
若
者
を
中
心
に
人

口
流
出
が
進
む
開
発
の
発
想
を
深
く
考
え

直
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。私
は
今
日
の「
経

済
と
倫
理
」
で
デ
ジ
タ
ル
化
と
グ
ロ
ー
バ

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
お
話
す
る
予
定

で
し
た
が
、
変
更
し
ま
し
た
。
日
本
の
人

た
ち
は
難
民
経
験
が
希
薄
で
、
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
も
遠
い
国
で
し
た
。
し
か
し
中
村　

哲
さ
ん
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
人
々
と

日
本
の
私
た
ち
の
心
の
つ
な
が
り
を
作
っ

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
平
和
で

協
力
し
あ
う
ア
ジ
ア
へ
の
礎
石
と
な
り
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
永
久
に
消
え
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。 

■

井
口
　
泰
　
教
授
（
労
働
経
済
学
）

「
天
、
共
に
あ
り
」（
経
済
と
倫
理
）

2019年
12月13日
金曜日
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カ
ナ
ダ
の
キ
ン
グ
ス
ト
ン
は
ト
ロ
ン
ト

か
ら
列
車
で
東
に
２
時
間
ほ
ど
の
距
離
で

あ
り
、
オ
ン
タ
リ
オ
湖
の
湖
岸
に
位
置
す

る
小
さ
な
都
市
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
私
は

関
西
学
院
大
学
よ
り
ラ
ン
バ
ス
留
学
の
機

会
を
与
え
ら
れ
て
、
１
年
間
を
そ
こ
で
過

ご
し
た
。

　

ま
ず
カ
ナ
ダ
に
住
ん
で
思
っ
た
こ
と
は

リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら

に
あ
る
こ
と
だ
。
中
に
入
っ
て
見
る
と
、

様
々
な
も
の
が
売
ら
れ
て
い
る
。
テ
レ
ビ

か
ら
家
具
、
そ
し
て
服
ま
で
売
っ
て
い

る
。
そ
し
て
、
私
が
カ
ナ
ダ
か
ら
引
っ
越

す
と
き
、
ほ
と
ん
ど
の
家
具
（
家
具
と
い

う
家
具
は
ほ
と
ん
ど
な
い
に
等
し
か
っ
た

が
。）
は
誰
か
に
譲
り
、
処
分
す
る
も
の

は
ほ
ぼ
ゼ
ロ
だ
っ
た
。

　

一
方
、
日
本
で
は
そ
の
よ
う
な
リ
サ
イ

ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
は
あ
る
の
だ
ろ
う
が
、
カ

ナ
ダ
の
よ
う
に
気
軽
に
無
料
で
引
き
取
っ

て
く
れ
る
と
こ
ろ
は
少
な
い
。先
日
、テ
ー

ブ
ル
と
ベ
ッ
ド
フ
レ
ー
ム
を
処
分
す
る
こ

と
に
な
っ
た
が
、
か
な
り
き
れ
い
な
の

で
、
捨
て
る
の
が
は
ば
か
ら
れ
、
リ
サ
イ

ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
に
連
絡
し
た
も
の
の
、
こ

の
ブ
ラ
ン
ド
の
場
合
は
買
い
取
り
手
数
料

が
か
か
る
と
い
う
こ
と
で
、
し
か
も
か
な

り
か
か
る
た
め
、
そ
の
業
者
か
ら
も
お
そ

ら
く
粗
大
ご
み
で
出
し
た
方
が
安
く
上
が

る
と
思
い
ま
す
よ
と
伝
え
ら
れ
た
の
だ
。

こ
こ
に
日
本
と
カ
ナ
ダ
の
違
い
を
見
る
こ

と
が
で
き
た
。

　

カ
ナ
ダ
は
何
か
と
環
境
へ
の
意
識
が
高

い
と
思
う
。
住
ん
で
い
た
マ
ン
シ
ョ
ン
で

は
分
別
回
収
の
ボ
ッ
ク
ス
が
あ
る
も
の

の
、
非
常
に
住
民
の
方
は
細
か
く
分
別
し

て
処
分
し
て
い
る
。
こ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の

規
模
に
対
し
て
可
燃
ご
み
が
少
な
い
の

だ
。
ま
た
、
分
別
ボ
ッ
ク
ス
の
中
を
の
ぞ

い
て
み
る
と
、
こ
ん
な
も
の
ま
で
回
収
す

る
の
か
？
と
び
っ
く
り
し
た
も
の
だ
。
日

本
で
は
普
通
に
可
燃
ご
み
行
き
の
も
の

だ
。

　

ま
た
、
日
本
で
は
最
近
、
レ
ジ
袋
の
有

料
化
が
進
ん
で
い
る
が
、
カ
ナ
ダ
で
は

と
っ
く
に
そ
れ
は
導
入
さ
れ
て
い
て
、
私

が
住
ん
で
い
る
頃
に
導
入
さ
れ
た
の
は
紙

製
の
ス
ト
ロ
ー
で
あ
っ
た
。
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
で
は
環
境
が
汚
染
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

で
紙
ス
ト
ロ
ー
の
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た

の
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
活
動
は

望
ま
し
い
も
の
で
、
日
本
で
も
導
入
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
が
、し
か
し
、紙
ス
ト
ロ
ー

は
時
間
が
経
つ
と
ス
ト
ロ
ー
自
体
が
湿
っ

て
き
て
、
吸
い
上
げ
能
力
が
低
下
す
る
の

で
あ
る
。こ
れ
は
改
良
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

マ
ク
ロ
経
済
学
で
は
一
国
の
経
済
活
動

を
測
る
指
標
と
し
て
国
内
総
生
産
と
い
う

も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
定
期
間
に
国

内
で
生
み
出
さ
れ
た
祖
付
加
価
値
の
合
計

と
言
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
数
値
が

高
い
ほ
ど
、
経
済
的
に
豊
か
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
基
本
的
に
消
費
者
が
購
入
す
る

消
費
財
の
生
産
が
多
く
な
れ
ば
国
内
総
生

産
の
水
準
も
高
く
な
る
。従
っ
て
、リ
ユ
ー

ス
な
ど
と
い
っ
た
他
の
人
が
使
っ
た
も
の

を
そ
の
ま
ま
譲
り
受
け
て
使
用
す
る
場
合

は
何
も
新
し
い
財
は
生
み
出
さ
れ
な
い
も

の
の
、
他
の
人
が
使
っ
た
も
の
は
別
の
人

の
手
に
渡
ら
ず
処
分
さ
れ
、
そ
の
別
の
人

は
新
し
く
作
ら
れ
た
も
の
を
購
入
す
る
場

合
、
財
が
生
み
出
さ
れ
る
た
め
に
、
国
内

総
生
産
を
増
や
す
こ
と
と
な
る
。

　

し
か
し
、
古
い
新
し
い
の
違
い
は
あ
る

も
の
の
、
そ
の
人
に
と
っ
て
使
用
す
る
上

で
何
ら
違
い
が
な
い
の
に
、
リ
ユ
ー
ス
し

た
場
合
は
国
内
再
生
産
に
は
カ
ウ
ン
ト
さ

れ
ず
、
処
分
し
て
新
し
く
作
っ
た
場
合
に

は
国
内
総
生
産
に
は
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
て
、

後
者
の
方
が
経
済
的
に
豊
か
と
い
う
こ
と

に
な
る
の
は
疑
問
を
持
っ
た
。
国
内
総
生

産
は
真
の
豊
か
さ
を
測
る
こ
と
は
で
き
な

い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
こ
の

カ
ナ
ダ
で
垣
間
見
え
た
よ
う
に
思
う
。

 

■

安
岡
　
匡
也
　
教
授
（
社
会
保
障
）

環
境
と
マ
ク
ロ
経
済 

〜
日
本
と
カ
ナ
ダ
の
違
い
の
視
点
か
ら
〜

2019年
12月16日
月曜日
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「
シ
モ
ー
ヌ
・
ヴ
ェ
イ
ユ
は
、
大
西
洋
の

向
こ
う
の
友
人
へ
の
手
紙
に
こ
う
書
い
て

い
る
「
わ
た
し
た
ち
は
こ
の
隔
た
り
を
、

友
情
に
よ
っ
て
織
り
な
さ
れ
た
こ
の
距
離

を
愛
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
な

ぜ
な
ら
、
互
い
を
愛
す
る
こ
と
の
な
い
者

は
隔
て
ら
れ
る
こ
と
も
な
い
の
で
す
か

ら
」。
ヴ
ェ
イ
ユ
に
と
っ
て
、
愛
と
は
彼

女
と
友
人
の
隔
た
り
を
染
め
て
満
た
し
て

い
る
大
気
の
こ
と
だ
。
た
と
え
そ
の
友
人

が
戸
口
ま
で
来
訪
し
た
と
し
て
も
、
決
し

て
ふ
れ
あ
う
こ
と
の
出
来
な
い
隔
た
り
が

ど
こ
か
に
残
さ
れ
て
い
る
。
近
づ
い
て
胸

に
抱
い
た
と
し
て
も
、
両
手
が
包
む
の
は

謎
、
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
、
決
し

て
手
に
入
れ
る
こ
と
の
出
来
な
い
も
の

だ
。
最
も
近
い
も
の
に
さ
え
密
か
に
遠
い

も
の
が
浸
み
入
っ
て
い
る
。
結
局
の
と
こ

ろ
、
私
た
ち
は
自
ら
に
ど
れ
ほ
ど
の
深
さ

が
あ
る
の
か
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
い
」

 

レ
ベ
ッ
カ
・
ソ
ル
ニ
ッ
ト

　
「
私
は
と
て
も
幸
せ
よ
。
だ
っ
て
私
が

幸
せ
じ
ゃ
な
か
っ
た
ら
私
は
道
を
間
違
え

て
し
ま
う
の
。
私
が
道
を
間
違
え
た
ら
家

族
は
生
き
て
い
け
な
い
わ
」。
彼
女
の
家

は
川
の
す
ぐ
脇
に
あ
り
、
雨
期
に
は
毎
年

の
よ
う
に
家
が
水
没
す
る
。
家
の
周
囲
に

は
家
畜
の
糞
尿
と
様
々
な
廃
棄
物
と
が
あ

ふ
れ
て
い
る
。
肉
は
ほ
と
ん
ど
食
べ
ら
れ

ず
、
食
べ
て
も
安
い
内
臓
ば
か
り
。
子
ど

も
を
学
校
に
行
か
せ
続
け
る
の
は
難
し

く
、
お
金
が
入
り
用
に
な
る
年
度
の
初
め

に
は
毎
年
と
て
も
苦
し
い
思
い
を
す
る
。

そ
れ
で
も
彼
女
は
屈
託
の
無
い
笑
顔
で
、

急
な
訪
問
者
で
あ
る
見
知
ら
ぬ
外
国
人
に

も
興
味
を
示
し
て
く
れ
た
。
ホ
テ
ル
へ
の

帰
途
の
中
で
ど
れ
だ
け
頭
を
巡
ら
し
て

も
、
道
を
間
違
え
る
こ
と
の
出
来
な
い
彼

女
の
幸
せ
に
私
の
想
像
力
が
届
く
こ
と
は

つ
い
ぞ
無
か
っ
た
。

　
「
兄
は
今
、
刑
務
所
に
い
る
わ
。
罪
状

は
殺
人
と
強
姦
。
で
も
ね
、
そ
ん
な
こ
と

全
く
し
て
い
な
い
の
。
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
経
営
の
豚
親
父
の
罪
を
着
せ
ら
れ
て
服

役
し
て
る
の
。
裁
判
官
を
買
収
す
る
の
は

一
〇
〇
万
円
で
出
来
る
か
ら
、
あ
い
つ
に

と
っ
て
は
大
し
た
金
額
じ
ゃ
な
い
み
た

い
。
こ
れ
ま
で
も
何
回
か
そ
う
い
う
罪
で

捕
ま
っ
て
る
け
ど
、
す
ぐ
に
出
て
く
る

わ
」。
知
り
合
い
の
家
族
が
マ
ダ
ガ
ス
カ

ル
の
刑
務
所
に
服
役
し
て
い
る
。
し
か
も

罪
を
着
せ
ら
れ
て
だ
。
や
っ
す
い
テ
レ
ビ

ド
ラ
マ
を
見
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
全

く
の
意
味
不
明
だ
。
刑
務
所
か
ら
脱
獄
し

た
複
数
の
服
役
囚
が
近
隣
の
村
に
潜
ん
で

い
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
注
意
す
る
よ
う

に
と
い
う
ラ
ジ
オ
の
ニ
ュ
ー
ス
が
調
査
中

に
流
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
平
和
ぼ
け
の
日

本
人
に
は
そ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
正
し
く
理
解

す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
そ
し
て

今
、
知
人
の
家
族
が
服
役
し
て
い
る
事
実

を
前
に
、
な
お
さ
ら
脱
獄
の
ニ
ュ
ー
ス
を

正
し
く
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
。

　

我
々
は
こ
う
し
た
計
り
知
れ
な
い
現
実

を
そ
れ
で
も
測
ろ
う
と
し
て
い
つ
も
何
か

を
つ
か
み
損
ね
る
。
計
り
知
れ
な
さ
は
計

り
知
れ
な
い
ま
ま
時
間
を
か
け
て
受
け
と

め
る
こ
と
が
必
要
な
の
に
、
隔
た
り
の
絶

望
故
に
我
々
は
眼
前
に
展
開
さ
れ
て
い
る

世
界
か
ら
目
を
背
け
る
こ
と
に
成
功
す
る

の
だ
。
そ
し
て
そ
の
成
功
の
後
に
は
忘
却

が
到
来
し
、
我
々
は
つ
か
み
損
ね
た
何
か

を
つ
か
む
こ
と
が
出
来
な
く
な
る
。
で
も

世
界
の
悲
劇
に
真
の
亀
裂
を
入
れ
る
た
め

に
は
、
忘
却
の
彼
方
か
ら
ま
た
計
り
知
れ

な
い
現
実
の
方
へ
立
ち
戻
る
必
要
が
あ

る
。
か
つ
て
い
た
場
所
に
立
ち
戻
っ
た
と

き
に
我
々
は
本
当
に
世
界
を
、
自
ら
を
、

隔
た
り
の
意
味
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
の

だ
。
だ
か
ら
君
は
あ
の
場
所
へ
帰
還
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
彼
ら
の
た
め
だ
け
で

は
な
く
、
あ
な
た
自
身
の
人
生
の
た
め
に

迷
う
こ
と
を
恐
れ
る
べ
き
で
は
な
い
の

だ
。

 

■

栗
田
　
匡
相
　
准
教
授
（
開
発
経
済
学
）

隔
た
り
、
迷
い
、
帰
還

2019年
12月17日
火曜日
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ア
メ
リ
カ
合
衆
国
や
カ
ナ
ダ
を
訪
問
す

る
と
い
つ
も
頭
を
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
が
あ

る
。
そ
れ
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
事
を
し

て
も
、
タ
ク
シ
ー
に
乗
っ
て
も
チ
ッ
プ
を

渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
慣
習

だ
。
数
日
間
の
滞
在
な
ら
ほ
ぼ
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
で
や
り
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
な
国
に
お
い
て
も
、
私
は
空
港
か
ら

市
内
へ
の
シ
ャ
ト
ル
運
転
手
と
、
ホ
テ
ル

の
ベ
ッ
ド
メ
ー
カ
ー
へ
の
チ
ッ
プ
の
た
め

に
１
ド
ル
、
２
ド
ル
と
い
っ
た
細
か
い
現

金
が
常
に
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
っ
て
い
る
よ
う

腐
心
す
る
。
レ
ス
ト
ラ
ン
に
入
る
の
も

チ
ッ
プ
の
せ
い
で
少
し
た
め
ら
っ
て
し
ま

う
。

　

ゲ
ー
ム
理
論
で
は
複
数
の
意
思
決
定
者

の
間
で
定
着
し
た
慣
習
や
起
こ
り
う
る

も
っ
と
も
ら
し
い
状
況
を
ゲ
ー
ム
の
解
と

し
て
説
明
し
よ
う
と
す
る
。
特
に
、
相
手

の
戦
略
を
所
与
と
し
て
、
だ
れ
も
自
ら
の

戦
略
を
変
え
よ
う
と
し
な
い
状
況
を
示
す

「
ナ
ッ
シ
ュ
均
衡
」
が
そ
の
代
表
格
だ
。

チ
ッ
プ
が
当
た
り
前
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

の
レ
ス
ト
ラ
ン
に
お
い
て
、
受
け
取
り
を

拒
否
す
る
ウ
ェ
イ
タ
ー
は
少
な
い
だ
ろ
う

し
、
客
が
チ
ッ
プ
を
置
か
ず
に
店
を
出
て

し
ま
う
と
何
か
と
て
も
恐
ろ
し
い
こ
と
が

起
き
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な

い
。
個
人
的
に
は
、
怒
り
心
頭
し
た
ウ
ェ

イ
タ
ー
が
包
丁
を
振
り
か
ぶ
っ
て
客
を
追

い
か
け
る
姿
が
目
に
浮
か
ぶ
。
そ
れ
に
対

し
て
、
日
本
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、
テ
ー

ブ
ル
に
小
銭
が
置
か
れ
て
い
た
ら
、
ウ
ェ

イ
タ
ー
が
小
走
り
に
そ
の
小
銭
を
客
に
届

け
て
く
れ
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
も
ち
ろ

ん
、
客
は
チ
ッ
プ
を
置
く
必
要
が
な
い
の

で
、
意
図
的
に
そ
ん
な
こ
と
は
し
な
い
。

つ
ま
り
、
チ
ッ
プ
の
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン

も
、
チ
ッ
プ
の
な
い
レ
ス
ト
ラ
ン
も
ど
ち

ら
も
ナ
ッ
シ
ュ
均
衡
と
し
て
説
明
で
き
る

の
だ
。

　

で
は
、
チ
ッ
プ
が
あ
る
こ
と
で
得
を
す

る
人
は
い
る
の
だ
ろ
う
か
？
レ
ス
ト
ラ
ン

の
ウ
ェ
イ
タ
ー
で
は
な
い
。
彼
ら
の
市
場

は
十
分
に
競
争
的
な
の
で
、
チ
ッ
プ
と
し

て
受
け
取
る
金
額
が
給
与
か
ら
あ
ら
か
じ

め
引
か
れ
て
い
る
の
だ
。
得
を
し
て
い
る

可
能
性
が
あ
る
の
は
、
店
の
オ
ー
ナ
ー

だ
。
し
か
し
、
そ
れ
は
ウ
ェ
イ
タ
ー
に
支

払
う
給
料
が
節
約
で
き
る
か
ら
で
は
な

い
。
日
本
で
は
客
が
オ
ー
ナ
ー
に
払
っ
た

額
の
一
部
が
間
接
的
に
ウ
ェ
イ
タ
ー
へ
渡

る
の
だ
が
、
チ
ッ
プ
の
あ
る
国
で
は
客
か

ら
直
接
的
に
ウ
ェ
イ
タ
ー
に
渡
る
部
分
が

存
在
す
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
額
に
15
％
か

ら
20
％
が
標
準
と
い
っ
た
具
合
に
幅
が
設

け
ら
れ
て
い
る
の
も
重
要
だ
。
そ
れ
に

よ
っ
て
、
ウ
ェ
イ
タ
ー
が
良
い
サ
ー
ビ
ス

を
す
れ
ば
チ
ッ
プ
が
増
え
る
と
思
え
ば
、

ウ
ェ
イ
タ
ー
に
努
力
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
が
生
ま
れ
、
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た

客
は
よ
り
リ
ピ
ー
ト
す
る
傾
向
に
あ
る
だ

ろ
う
か
ら
、
チ
ッ
プ
は
オ
ー
ナ
ー
を
利
す

る
、
と
い
う
理
屈
だ
。

　

し
か
し
、
最
近
の
実
験
経
済
学
の
研
究

で
は
、
Ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
な
ど
の
ラ
イ
ド
・
シ
ェ

ア
で
チ
ッ
プ
を
導
入
し
た
と
こ
ろ
、
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
で
も
ほ
と
ん
ど
の
客
が
チ
ッ

プ
を
払
わ
ず
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
サ
ー
ビ
ス

が
ど
う
こ
う
と
い
う
よ
り
も
、
チ
ッ
プ
を

出
す
か
ど
う
か
は
客
の
人
柄
な
ど
と
い
っ

た
要
因
の
方
が
ず
っ
と
大
き
い
と
い
う
結

果
が
得
ら
れ
て
お
り
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
も

同
様
の
研
究
結
果
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
は
黒
人
よ
り
も
白

人
、
女
性
よ
り
も
男
性
の
ウ
ェ
イ
タ
ー
の

方
が
よ
り
多
く
チ
ッ
プ
を
も
ら
う
傾
向
が

あ
る
こ
と
を
根
拠
に
チ
ッ
プ
を
法
律
で
禁

止
す
べ
き
と
い
う
議
論
を
す
る
人
も
い
る

が
大
き
な
動
き
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
実

際
に
チ
ッ
プ
を
払
っ
て
ウ
ェ
イ
タ
ー
を
喜

ば
す
の
が
好
き
と
い
う
人
も
い
る
ら
し

い
。
私
の
よ
う
な
旅
行
者
に
と
っ
て
は
、

た
だ
単
に
、
い
つ
、
ど
れ
だ
け
払
え
ば
よ

い
の
か
が
分
か
り
に
く
い
の
で
勘
弁
し
て

ほ
し
い
と
思
う
日
々
が
こ
れ
か
ら
も
続
く

こ
と
で
あ
ろ
う
。

 

■

松
枝
　
法
道
　
教
授
（
環
境
経
済
学
）

チ
ッ
プ
が
面
倒
で
し
か
た
が
な
い

2019年
12月19日
木曜日
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自
由
な
貿
易
が
経
済
厚
生
を
高
め
る
こ

と
は
、
経
済
理
論
で
証
明
さ
れ
て
い
る
だ

け
で
は
な
く
、
多
く
の
統
計
デ
ー
タ
に

よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
一
九
九
〇

年
代
以
降
生
産
工
程
の
フ
ラ
グ
メ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
が
深
化
し
、
複
雑
な
グ
ロ
ー
バ
ル

バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
が
形
成
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
自
由
な
貿
易
に
よ
っ
て
私
た
ち
の

生
活
は
よ
り
速
い
ペ
ー
ス
で
豊
か
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
貿
易
が
国
境

を
越
え
た
様
々
な
環
境
問
題
を
引
き
起
こ

す
こ
と
も
事
実
で
す
。
貿
易
の
利
益
を
で

き
る
だ
け
損
な
う
こ
と
な
く
、
環
境
保
護

を
実
現
し
て
い
く
た
め
の
政
策
の
デ
ザ
イ

ン
が
必
要
な
の
で
す
。

　

現
実
に
起
き
て
い
る
貿
易
に
関
連
す
る

環
境
問
題
は
大
き
く
３
つ
の
タ
イ
プ
に
分

け
ら
れ
ま
す
。
１
つ
目
は
、
輸
入
さ
れ
た

製
品
を
消
費
す
る
際
に
負
の
外
部
性
が
発

生
す
る
場
合
で
す
。
自
動
車
の
排
気
ガ
ス

や
タ
バ
コ
の
副
流
煙
等
が
該
当
し
ま
す
。

２
つ
目
は
様
々
な
廃
棄
物
や
中
古
品
の
貿

易
で
す
。
廃
棄
物
が
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
た

り
、
中
古
品
が
再
利
用
さ
れ
た
り
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
便
益
が
生
み
出
さ
れ
ま
す
。

一
方
で
、
輸
入
国
内
の
リ
サ
イ
ク
ル
過
程

で
有
害
物
質
が
放
出
さ
れ
た
り
、
中
古
品

が
そ
の
ま
ま
処
分
場
に
投
棄
さ
れ
た
り
す

る
と
深
刻
な
環
境
問
題
が
発
生
し
ま
す
。

３
つ
目
は
、
輸
出
国
の
生
産
段
階
に
お
い

て
発
生
し
た
排
煙
や
排
水
な
ど
が
輸
入
国

の
環
境
に
負
の
影
響
を
与
え
る
場
合
で

す
。
例
え
ば
メ
キ
シ
コ
の
工
場
で
生
産
さ

れ
た
製
品
が
ア
メ
リ
カ
で
消
費
さ
れ
る
の

と
同
時
に
、
そ
の
工
場
か
ら
の
排
煙
が
ア

メ
リ
カ
の
市
民
に
影
響
を
与
え
る
よ
う
な

場
合
で
す
。
さ
ら
に
、
輸
出
国
で
の
生
産

工
程
で
生
態
系
が
破
壊
さ
れ
、
輸
入
国
の

消
費
者
が
そ
の
こ
と
か
ら
負
の
効
用
を
得

る
場
合
が
あ
り
ま
す１

。

　

一
つ
目
の
ケ
ー
ス
で
鍵
と
な
る
概
念
は

内
国
民
待
遇
で
す
。
世
界
貿
易
機
関
の
基

本
原
則
の
一
つ
で
「
輸
入
品
に
適
用
さ
れ

る
待
遇
は
、
国
境
措
置
で
あ
る
関
税
を
除

き
、
同
種
の
国
内
産
品
に
対
す
る
も
の
と

差
別
的
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う

も
の
で
す２ 

。
国
内
産
品
と
輸
入
品
に
対

し
て
同
じ
規
制
や
税
を
課
す
の
で
あ
れ

ば
、
政
府
は
輸
入
品
を
対
象
に
含
め
た
環

境
政
策
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

２
つ
目
の
ケ
ー
ス
で
は
、
有
害
な
廃
棄
物

の
越
境
移
動
を
禁
止
す
る
条
約
（
バ
ー
ゼ

ル
条
約
）
が
締
結
さ
れ
る
な
ど
、
一
定
の

条
件
を
満
た
せ
ば
貿
易
を
制
限
し
て
環
境

保
護
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と
が
可
能

に
な
っ
て
い
ま
す
。
３
つ
目
の
問
題
は
最

初
の
２
つ
よ
り
も
解
決
が
難
し
い
問
題
で

す
。
貿
易
の
利
益
と
環
境
保
護
と
を
バ
ラ

ン
ス
さ
せ
る
た
め
に
輸
入
国
が
ど
の
よ
う

な
政
策
を
と
り
得
る
か
に
つ
い
て
、
ま
だ

明
確
な
合
意
に
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
生
産

段
階
で
の
環
境
負
荷
の
発
生
へ
の
対
処
は

輸
出
国
の
選
択
で
す
。
輸
出
国
、
輸
入
国

そ
れ
ぞ
れ
の
経
済
発
展
の
水
準
や
価
値
観

を
反
映
し
た
「
差
異
あ
る
責
任
」
と
、
そ

れ
に
基
づ
い
た
環
境
政
策
や
貿
易
政
策
を

明
確
に
す
る
努
力
が
続
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

 

■

１　

関
連
す
る
問
題
と
し
て
は
、
例
え
ば
内

記
香
子
「【
Ｗ
Ｔ
Ｏ
パ
ネ
ル
・
上
級
委
員
会

報
告
書
解
説
⑥
】
米
国
─
マ
グ
ロ
ラ
ベ
リ

ン
グ
事
件
（
メ
キ
シ
コ
）（
Ｄ
Ｓ
３
８
１
）

─
Ｔ
Ｂ
Ｔ
紛
争
史
に
お
け
る
意
義
─
」

R
IE

T
I Policy D

iscussion Paper 
Series 13-P-014

な
ど
を
参
照
し
て
く
だ

さ
い
。（https://w

w
w

.rieti.go.jp/jp/ 
publications/pdp/13p014.pdf

）

２　

詳
し
く
は
、
経
済
産
業
省
が
発
行
し
て

い
る
『
不
公
正
貿
易
報
告
書
２
０
１
９
年

版
』
な
ど
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

東
田
　
啓
作
　
教
授
（
環
境
経
済
学
・
国
際
経
済
学
）

自
由
貿
易
と
環
境
問
題

2020年
1月7日
火曜日
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シリーズチャペル＜経済学と聖書＞

　「
人
間
の
心
は
、
自
分
の
道
を
考
え
計

る
。
し
か
し
、
主
が
一
歩
一
歩
を
備
え
て

く
だ
さ
る
。」（
箴
言
16
：
９
・
ル
タ
ー
訳

聖
書
を
も
と
に
改
訳
）

　
讃
美
歌
21
・
276
「
あ
か
つ
き
の
空
の
美

し
い
星
よ
、
ま
こ
と
の
光
。
エ
ッ
サ
イ
の

切
き
り
株
の
新
し
い
枝
よ
、
ダ
ビ
デ
の
子

イ
ェ
ス
。
主
よ
、
主
よ
、
と
う
と
い
恵
の

光
よ
、
わ
が
王
、
わ
が
主
よ
。」（
ド
イ
ツ

で
愛
唱
さ
れ
る
讃
美
歌
。
16
世
紀
後
半
の

牧
師P

hilipp N
icolai

の
作
詞
・
作
曲
）

　

年
老
い
た
ソ
ロ
モ
ン
王
の
語
る
箴
言

は
、
預
言
者
の
書
で
は
な
い
の
で
す
が
、

ユ
ダ
ヤ
教
、
キ
リ
ス
ト
教
、
そ
れ
に
イ
ス

ラ
ム
教
で
も
読
ま
れ
る
共
通
の
聖
典
で

す
。
王
は
、
人
間
は
自
分
の
生
涯
を
見
通

す
こ
と
な
ど
で
き
な
い
と
認
め
、
私
た
ち

が
日
々
、
神
様
の
言
葉
に
聴
い
て
一
歩
ず

つ
進
む
よ
う
勧
め
て
い
る
の
で
す
。

　

伝
統
的
な
経
済
学
は
、
将
来
が
全
て
予

想
で
き
る
前
提
で
モ
デ
ル
を
組
立
て
、
経

済
主
体
が
利
益
を
最
大
化
す
る
こ
と
を
合

理
的
と
考
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は

現
実
に
は
可
能
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

実
際
の
経
済
活
動
で
は
、
一
年
先
と
い

え
ど
も
将
来
を
予
測
す
る
こ
と
が
不
可
能

で
す
。
近
年
、
短
期
の
利
益
を
重
視
す
る

傾
向
が
強
ま
る
先
進
国
で
は
、
企
業
は
株

主
資
本
利
益
率
を
高
め
る
こ
と
に
熱
心
な

反
面
、突
如
、環
境
問
題
や
製
造
物
責
任
、

消
費
者
か
ら
の
訴
訟
で
経
営
が
危
機
に
瀕

す
る
事
件
も
、
頻
繁
に
起
き
て
い
ま
す
。

　

経
済
学
に
お
け
る
功
利
主
義
的
な
仮
説

は
、
学
生
の
皆
さ
ん
の
価
値
観
に
ま
で
影

響
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
個
人
の

利
益
を
追
求
し
、
競
争
に
勝
つ
こ
と
が
人

生
の
目
標
だ
と
思
っ
て
い
た
ゼ
ミ
生
が
い

ま
す
。
大
学
教
育
は
、
単
位
を
と
っ
て
就

職
す
る
手
段
だ
と
割
り
切
っ
て
い
る
学
生

も
い
る
の
で
す
。
私
は
、
そ
れ
に
シ
ョ
ッ

ク
を
受
け
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
へ
の
国
際

協
調
が
進
ん
だ
よ
う
に
見
え
な
が
ら
、
地

球
環
境
は
破
壊
さ
れ
続
け
て
い
ま
す
。
各

国
の
国
内
経
済
格
差
が
拡
大
し
、
政
治
的

に
も
社
会
的
に
不
安
定
な
世
界
が
出
現
す

る
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。
し
か
も
現
代

は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
デ
ジ
タ
ル
化
が
同

時
に
進
行
す
る
前
代
未
聞
の
大
き
な
変
化

の
時
代
で
す
。

　

心
の
余
裕
を
失
っ
た
人
々
は
、
世
界
の

動
き
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
難
し

く
、
何
が
フ
ァ
ク
ト
（
事
実
）
で
、
何
が

フ
ェ
イ
ク
（
虚
偽
）
か
判
断
が
難
し
く
な

り
ま
す
。そ
の
結
果
、人
類
に
共
通
す
る
正

義
の
概
念
や
、
広
く
連
帯
す
る
意
識
も
、

一
層
弱
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
み
え
ま
す
。

　

誤
解
し
な
い
で
い
た
だ
き
た
い
の
で
す

が
、
ソ
ロ
モ
ン
王
は
、
人
間
が
ビ
ジ
ョ
ン

を
も
ち
、
将
来
を
積
極
的
に
計
画
す
る
必

要
性
を
否
定
し
ま
せ
ん
。
大
事
業
を
成
し

遂
げ
た
王
は
、
視
野
を
広
く
も
ち
、
表
面

的
な
理
解
に
満
足
せ
ず
、
新
た
な
人
生
を

開
く
必
要
性
を
知
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
人
間
は
一
人
で
そ
れ
を
実
現
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
し
、
多
く
の
失
敗
や
破
綻

の
リ
ス
ク
も
伴
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
自
分

の
抱
え
る
困
難
や
問
題
で
、
自
分
の
心
を

一
杯
に
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ほ
か
の

人
々
の
困
難
と
苦
し
み
を
放
置
せ
ず
勇
気

を
も
っ
て
行
動
す
べ
き
で
す
。

　

日
本
の
多
く
方
々
は
、
仕
事
や
生
活
に

追
わ
れ
、
先
を
読
む
能
力
も
努
力
も
不
足

し
が
ち
で
す
。
新
興
国
と
の
新
た
な
協
力

や
連
携
の
可
能
性
と
重
要
性
に
本
当
に
気

づ
い
て
い
る
と
い
え
ま
せ
ん
。
専
門
外
の

こ
と
を
広
く
考
え
る
能
力
の
欠
如
も
か
な

り
深
刻
で
す
。
若
い
世
代
の
海
外
留
学
で

は
、
９
割
以
上
が
１
か
月
未
満
の
滞
在
経

験
し
か
な
く
、
日
本
人
の
多
く
は
世
界
で

協
働
す
る
経
験
と
能
力
が
決
定
的
に
欠
け

て
い
る
と
知
る
べ
き
で
す
。

　

し
か
し
、
神
様
は
、
困
難
で
苦
し
い
と

き
こ
そ
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
た
世
界
を
夢

見
る
能
力
を
与
え
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
イ

エ
ス
様
は
、
弱
い
と
こ
ろ
に
最
も
は
た
ら

い
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
皆
さ

ん
も
、
毎
日
聖
書
を
手
に
取
り
、
そ
の
言

葉
か
ら
力
を
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。
冬
の

早
朝
、
東
の
空
に
美
し
い
星
（
金
星
）
を

見
つ
け
た
と
き
、
黙
示
録
第
22
章
16
節
の

言
葉
を
思
い
出
し
て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た

の
な
か
に
生
き
る
勇
気
が
湧
い
て
く
る
よ

う
祈
っ
て
い
ま
す
。 

■

井
口
　
泰
　
教
授
（
労
働
経
済
学
）

「
あ
か
つ
き
の
空
の
美
し
い
星
よ
」

 

（
経
済
学
と
聖
書
・
第
21
回
）

2020年
1月10日
金曜日
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チャペル講話　卒業生を覚えて
　

関
西
学
院
大
学
経
済
学
部
を
ご
卒
業
さ

れ
る
皆
さ
ん
に
、
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

大
学
を
卒
業
さ
れ
る
皆
さ
ん
は
、
所
定

の
課
程
（124

単
位
の
履
修
）
を
修
了
さ

れ
経
済
学
士
と
な
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
皆
さ
ん
に
２
つ
の
こ
と
を

お
伝
え
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

１
つ
め
は
、
物
事
に
対
し
て
自
分
の
ス

タ
ン
ス
に
関
す
る
も
の
で
、
論
語
か
ら
の

引
用
で
す
。

　

論
語
│
雍よ

う

也や 

第
六
・
二
十

白
文
： 「
子
曰
、
知
之
者
不
如
好
之
者
、

好
之
者
不
如
樂
之
者
」

書 

き
下 

し
文
：「
こ
れ
を
知
る
者
は
こ
れ
を

好
む
者
に
如
か
ず
、
こ
れ
を
好
む

者
は
こ
れ
を
楽
し
む
者
に
如
か
ず
」

　

お
お
よ
そ
の
意
味
と
し
て
は
、「
あ
る

こ
と
を
楽
し
ん
で
い
る
人
に
そ
れ
を
好
き

だ
と
い
う
人
は
及
ば
な
い
し
、
好
き
だ
と

い
う
人
に
そ
れ
を
知
っ
て
い
る
と
い
う
人

は
及
ば
な
い
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

し
ょ
う
。
集
合
を
使
っ
て
か
な
り
乱
暴
な

要
約
を
す
れ
ば
、

　
「
知
之
者
」
は
「
好
之
者
」
を
含
み
、「
好

之
者
」
は
「
楽
之
者
」
を
含
む

と
い
う
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

皆
さ
ん
は
、
大
学
生
と
し
て
教
室
や
課

外
活
動
、
学
外
で
の
活
動
を
通
じ
て
さ
ま

ざ
ま
な
知
識
を
身
に
つ
け
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
は
あ
く
ま
で
「
知
る
」
の
段

階
で
す
。
そ
れ
を
深
め
る
た
め
に
は
、
そ

れ
を
「
好
き
」
に
な
り
、
つ
い
に
は
「
楽

し
い
」
と
思
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
重

要
で
す
。

　

そ
し
て
大
学
で
た
く
さ
ん
獲
得
し
た

「
知
る
」
を
も
と
に
、
こ
れ
か
ら
の
様
々

な
経
験
を
踏
ま
え
て
、そ
れ
ら
が「
好
き
」

や
「
楽
し
い
」
に
深
化
す
る
こ
と
に
な
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
常
に

関
心
と
意
欲
を
持
っ
て
学
び
続
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

２
つ
目
は
、
外
的
シ
ョ
ッ
ク
を
自
分
の

中
で
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
か
に
関
す
る

も
の
で
、
新
約
聖
書
「
ロ
ー
マ
人
へ
の
手

紙
・
第
五
章
三
節
」
か
ら
の
引
用
で
す
。

「
艱か

ん

難な
ん

は
忍
耐
を
生
み
出
し
、忍
耐
は
練
達

を
生
み
出
し
、練
達
は
希
望
を
生
み
出
す
」

　

最
近
は
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
（resilience

;

も
と
は
物
理
学
の
用
語
で
、
ば
ね
や
ボ
ー

ル
を
壊
れ
な
い
程
度
に
ぎ
ゅ
っ
と
押
し
た

と
き
に
元
に
戻
る
力
。
復
元
力
）
と
言
わ

れ
ま
す
が
、
想
定
外
の
困
難
に
陥
っ
た

時
、
一
定
の
範
囲
内
で
あ
れ
ば
そ
れ
を
ま

ず
正
面
か
ら
受
け
止
め
、
そ
れ
へ
対
応
策

を
模
索
し
、
何
度
も
飽
く
こ
と
な
く
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
こ
と
で
改
善
の
方
向
が
見
え

て
く
る
と
い
う
の
が
こ
の
言
葉
の
１
つ
の

解
釈
で
す
。

　

社
会
に
出
る
と
人
知
を
超
え
た
イ
ン
シ

デ
ン
ト
に
直
面
す
る
で
し
ょ
う
が
、
そ
の

時
に
自
分
の
対
応
で
き
る
範
囲
内
で
あ
れ

ば
全
身
全
霊
で
も
っ
て
対
処
し
よ
う
と
い

う
考
え
方
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
日
ご
ろ

か
ら
の
心
身
の
準
備
、
つ
ま
り
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
っ
か
り
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
で
す
。

そ
し
て
い
ざ
と
い
う
と
き
に
は
最
適
な
対

応
（
＝
リ
ス
ク
を
評
価
し
た
上
で
そ
の
時

点
で
自
分
と
し
て
最
善
と
思
わ
れ
る
も

の
。
結
果
が
ど
う
で
あ
っ
た
か
は
歴
史
が

証
明
し
て
く
れ
ま
す
）
が
で
き
る
よ
う

に
、ク
ー
ル
ヘ
ッ
ド
＆
ワ
ー
ム
ハ
ー
ド（
イ

ギ
リ
ス
の
経
済
学
者
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・

マ
ー
シ
ャ
ル
の
言
葉
）
を
旨
と
し
て
行
動

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

皆
さ
ん
が
大
学
で
学
ん
だ
の
は
知
識
だ

け
で
な
く
、
そ
れ
に
基
づ
く
能
力
と
そ
れ

に
裏
打
ち
さ
れ
た
資
質
な
の
で
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　伊藤　達也 諸国と比べて日本の問題について考える
　坂田　俊輔 幸福と豊かさについて
　海藻　健太 格差と経済の関係について考える
　大内　崇生 男女の違いと幸福について考える
　漆原　紫苑 仕事中の行動に影響を与える様々な要因に

ついて考える
　片山　創 「行動経済学の使い方」について考える
　名取　卓也 先延ばし行動について考える
　金　パラム 女性の社会進出について考える
　上田　晃輔 人はどのようなことでやる気を出すのかに

ついて
　花谷　晴流人 心が経済に及ぼす影響について考える
　佃　厚志 年功序列について考える
　平山　雄大 少子高齢化・年金について考える
　佐久間　結聖 行動経済学の使い方について考える
★谷上　太介 すべての人が社会の一員として活躍できるには
　河合　翼 日本の工業化による今と昔、女性労働につ

いて考える

　太田屋　遥 女性の社会進出について考える
　崔　珉準 大学が多すぎる？について考える
　田中　舜 性差による経済への影響と今後の社会の在

り方について
　金　明淵 日本の少子化と高齢化について考える
　青山　陸人 オリンピックの経済効果について考える
　田中　有紗美 希望と社会について考える
　橋本　裕登 「税金」について考える
　西田　結磨 こころと経済学の関連性について考える
　新阜　聡太朗 「やる気を引き出す仕組み」について考える

１組　新海教授
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　金光　崇志 バルト三国におけるデジタル化の進展に関
する一考察

　谷河　愛 人間と AI は共存できるのか
　佐野　周祐 日本初のＩＲ法案の先行き
　濱田　拓也 地球温暖化と人間の関係性
　浅野　明かり ペットビジネスの見直し
　吉田　光 日本におけるキャッシュレス化の実現可能

性について
　都川　和香 少子高齢化と経済学
　森本　祐也 介護事業倒産について
　岡嶋　領健 UKプレミアリーグ　～繁栄の背景～
　松本　悠希 行動経済学と幸福
　桧垣　辰具 なぜ日本ではラグビーがマイナースポーツ

であり続けるのか
　杉原　由姫 消費税は増税すべきなのか
　名村　天音 大企業の利益優先　～ゲノム編集食品の安

全性とは～
　楊　宣 中国経済の持続発展はできるか

　都留　れんか キャッシュレス化について
★林　魁星 ベーシックインカム
　森田　峻平 日本の自動車産業の今後
　小林　亮輝 全米オープンの開催
　片山　あかり インスタグラムがもたらす企業利益
　藤井　欽也 日本の移民問題
　小田　詩乃 バングラデシュの人々が苦しくなると地球

も苦しくなる
　田原　佑次郎 SNSによる企業利益
　吉岡　駿 仮想通貨と将来の日本
　高山　智也 体罰の必要性について
　平嶋　直樹 AI と日本の経済

２組　岡田教授
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　藤本　奈那 広告が人々に与える影響
　浅野　菜乃 休憩室の充実度と労働意欲の関係性
　下原　涼太 日本人は意見を主張しないのか－日本人と

外国人を比較して－
　松原　光里 過疎地域から過疎化を脱却するには
　山本　陽路 人口減少の中での町づくり対策
　迫田　夏幸 消滅危機言語を守る根拠と動き
　澤田　朗 増税することによる社会経済への影響
　肖　丹麗 社会的格差はから見る男女差
　園田　航大 敬老パスが高齢者に及ぼす影響について
　畑山　知輝 組織の隠ぺい体質はなぜ根深いのか
　坂元　伶緒 日本の少子高齢化による問題と対策
　宮田　雅之 社会主義国における国家と民衆の対立及び世

界経済への影響－香港の現状から見る中国－
★作本　育海 日本語での特定場面における色覚認識の言

語表現について
★前井　芙由 飲食店に対する Instagram の集客力－大学

生を対象にしたアンケートをもとに－

　原　百伽 インターネット上の口コミやレビューが消
費者行動に与える影響

　山本　真生 SNSじょうにおけるいじめ問題について
　松並　璃子 外国別でWASHOKUの好みや違うのか
　保田　恵里 日本での外見に対する印象について
　坂本　美優 私たちはなぜ学び勉強し続けるのだろうか
　小手川　菜波 プラスチックが環境に与える影響
　本田　凌一 環境問題－主にプラウスチックゴミの観点

から－
　奥村　ひなた 日本のプロ野球の歴史とファン獲得への取

り組み
　尾下　翔 ビデオ・アシスタント・レフェリー（VAR）

の導入によるサッカー界の変化と賛否
　熊井　彰洋 日本人はなぜ外国に比べて資産運用を敬遠

するのか－投資への意識変化－
　渡辺　健貴 野球人口減少について－今後の野球人口拡大－

３組　厳准教授
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　有田　舜一 旧エネルギーと新エネルギーが経済に与え
る影響

　徳岡　秀仁 なぜメルカリは急成長を遂げたのか
　長谷川　琢真 少子化と地方税
　佐藤　新 茨城県の経済情勢と社会問題
　西田　光岐 動画配信サービスの普及とテレビとの関係

性
　濱田　祐斗 オリンピックは開催すべきか否か
　瀬田　響 キャッシュレス化の経済効果
　出水　聖 関西地方における外国人観光客の増加の功罪
　鈴木　博一 経済状況に伴う株の動向
　越智　亮輔 地下鉄民営化が経済に与える影響
　三宅　友哉 5Gが世界に与える影響
　桜川　長介 現代日本における教育格差―所得格差が生

む教育格差―
　塚本　祐香 なぜユニバーサル・スタジオ・ジャパンは

来場者数が急増したのか
★高谷　菜々子 日本の出版業界に未来はあるのか

　濱田　拓弥 日本の文化・暮らしは本当に恵まれているのか
　路　東明 中国不動産市場の現状分析
　太田　周作 アメリカと日本におけるスポーツ市場の比

較と展望
　大坂　蒼一郎 キャッシュレス決済の現状と推進
　庄司　健悟 1964年の東京五輪の前後を比較した経済

動向と 2020年に向けた予想と対策
　井上　乃愛 日本における人口減少の実態について
　渡邉　来夢 GAFAの独占状況に対応していける日本の

企業はあるのか
　辻　海人 残業は必要なのか？
　武田　侑佳 貧困問題について
　小谷　竜弥 日本におけるキャッシュレスの現状と課題

４組　住𠮷教授
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　森垣　歩 なぜCD不況が起こったのか
　小西　亮汰 インドにおける産業と貧困
　嘉儀　夏名 オリンピックの経済効果
　須山　二葉 日韓関係と経済について
　徐　萱彤 商店街の衰退と再起
★宮林　凜輝 香港民主化デモの意義と影響
　矢守　幸太 スポーツ産業の市場とこれからの展望について
　黒瀧　聖惇 経済と幸せの関係
　石牧　賛太 戦争国の経済はどのように回るのか
　牧　香里 ふるさと納税による地域活性化を考える
　酒井　優樹 日本サッカーによる地方創生と経済の関連性
　柳　亜蓮 ネット通販と経済
　武　夏鋒 香港の経済変化
　清水　唯花 田舎で暮らそう―地域活性化のために―
　今津　紅杏 SDGs から考える今後の課題
　瀬島　悠介 経済と職業意識
　井村　菜美 キャッシュレス化と日本経済

　根木　洸希 スポーツによる経済効果
　手束　栄作 貨幣と経済について
　友綱　晃汰 日本の農業を守るために
　清水　大誠 子供の貧困について
　森　彩也香 日本の震災による経済影響について
　西　惟稀 就職と景気の連動性
　鶴田　皓大 消費税の役割と経済への影響
　西林　泉美 インバウンド経済効果

５組　住𠮷教授
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　日浦　壮平 GAFAについて
　岡田　味弥 くらしの変化－日本と世界の家についてー
　濱口　莉奈 コーヒーが及ぼす経済効果
　布施　拓真 古代ギリシア哲学を現代に還元するには
　宮川　竜成 大学生の食生活の現状
　松尾　侑介 方言はあった方がよいのか？方言の意味～

様々な視点からみたとき～
　峯島　愛実 今後の日本の音楽ビジネス
★平井　佑典 私はなぜひとかきひと蹴りが遅いのか
　和田　彩希 豊中市が今後さらに魅力的な街になるためには
　石塚　龍太朗 オリンピックはどうすれば歓迎されるのか
　松田　絃 京阪電車はプレミアムカーをつけるべき

だったか
　横田　浩人 「論語と算盤」・「雨夜語」を読んでまとめ
　大西　杏佳 化粧と心の繋がりについて考える

　岡田　吉功 なぜ日本では HIPHOPが流行しないのか
　新垣　太基 21世紀における「体罰」の現状
　齋藤　まひろ Disney 映画アラジンの実写化成功におけ

る一考察
　中村　友哉 奈良の新たな観光
　北田　大貴 世界から児童労働をなくすことは可能であ

るのか～私の行ったミャンマー・マレーシ
アの観点から～

　小山　凌雅 SNSでバズるために何をするべきか
　廣田　朱音 韓流が日本国内に及ぼす影響と今後の展望
　溝田　晃生 テーマパークにおけるアメリカへの影響力

～「ウォルト・ディズニー」夢のための経
営戦略～

　寺井　睦 児童虐待と看護師の役割
　崔　健 教育制度の改善

６組　趙教授
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　瀧　虎ノ介 日本の野球の未来
　片岡　遼太 車のレースはどのようなものか
　有光　慶展 少子高齢化が日本経済に与える影響
　波多江　めい SNSによる共感が経済に与える影響
　奥谷　慶太 スポーツ産業は地域経済にどのような影響

を与えるのか
　坪田　圭一郎 車の技術と環境性の進化
　渡邊　碧人 西宮市について
　佐野　佑斗 HIP HOPが世界に与える影響
　三宅　紗矢 シンガポールの多文化共生社会に関する研究
★福山　祐史 第四次産業改革と日本
　八川　遼 阪神淡路大震災と東日本大震災の決定的違

いと共通点を被害状況から考える
　松谷　優也 ジャガイモが食糧不足を救う可能性
　津田　真里亜 心理学と食の関係性
　鴻野　光希 食と経済効果
　中野　沙彌加 LGBT の労働

　五月女　裕亮 世界の音楽経済市場
　西村　凌 オリンピックの経済効果について
　角一　遼輔 消費税について
　久國　航盟 日本の貧困と教育格差
　中川　脩太郎 プロ野球の人気上昇と経済効果について
　住田　友加子 収入と学歴
　小松　多瑛 日本のコンビニの現状

７組　カオ専任講師
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★松本　涼太 航空自由化
　山口　健輔 日本におけるラグビー人気
　聶　凱 最終レポート
　落合　凌 ゴルフ場利用税の廃止
　上野　優寿希 食料廃棄物半減のために
　清水　亮有 仮想通貨について
　會川　叶夢 アフリカはどうして経済の中心といわれるのか？
　玉田　真衣 テレビコマーシャルの経済的成長とは
　羅　明勲 1990年代からの大学進学率の上昇の原因

と特徴
　戎谷　綾華 芸術と経済
　上野　将也 ニセ医学について
　鄭　志允 最終レポート
　劉　佳平 日本の男女賃金格差について
　長尾　侑雄 行動経済学
　森　加那太 人工知能とこれから～私の将来ビジョン～
　白須　健太郎 AI に奪われる仕事、無くならない仕事の

相異について

　梁　世宗 教育における真の平等─日本の教育格差の
原因と多様な教育へ─

　宮坂　達也 仮想通貨（バーチャルマネー）
　中上　咲英 人はなぜやりたくないことを先延ばしにし

てしまうのか
　今坂　優志 電子マネーとこれからの決済市場
　野村　佳陽 将来の AI のあり方─経済に変化をもたら

すAI の予測─
　杉立　真一 不人気商品を人気商品へと変える為に～行

動経済学を用いて～
　中津川　功祐 ユダヤの歴史と経済

８組　小川教授

Econo Forum／March 2020 90

●
基
礎
演
習
　

学
生
氏
名
・
論
文
タ
イ
ト
ル
の
順
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
★
印
は
優
秀
論
文
で
す
。



Econo Forum 21／ No.261

●
基
礎
演
習
　
論
文
一
覧

　三宅　大樹 AI に仕事は奪われるのか
　永田　莉子 アメリカと中国の激突：日本の在り方から

考えられるいま私たちがすべきこと
　香山　絢 働き方改革に努めねばならないのは誰か：

改革実行に必要な多角的な観点
　宮本 ソアレスリノ イギリスのEU離脱：共同体への拒否と「自

国ファースト」の潮流
　石塚　幹大 電子化する書籍：問われる本のとらえ方
　吉村　紗也加 プラスチック汚染：世界に及ぼすプラス

チックの危険性
　池田　聖哉 AI がもたらす未来：AI に勝つためには
　吉井　健次朗 ネットカフェ難民について
　元永　将司 バブル経済と日本の変遷：世界各地で繰り

返すバブルと大規模バブルを経験した日本
　堀田　裕史 オリンピック 2020は日本（東京）で開催

するべきなのか：オリンピック開催による
運営内外で山積している課題

　恒藤　和磨 5Gがもたらす暮らしと経済への影響：新
たな時代の幕開け

　岡　航大 今の若者は読書離れなのか
　森川　紗帆 経済学は私たち人間を幸せにしてくれるものか否か
　桑原　梨央 都市と地方：それぞれの魅力
★酒井　智玄 日本の安楽死合法化について：安楽死は魅力的か
　藤橋　克政 公共放送の在り方：テレビ離れの現代社会

におけるＮＨＫ
　鍾　文杰 高齢ドライバーの現状とその対策
　清水　祥太 日本の社会保障問題：年金の存続のために
　太田　裕貴 高齢化社会と自動車運転：増加する事故
　藤田　宏太 AI と人間社会の未来：AI によって人間の

仕事は奪われるのか
　吉田　朱里 「うつ」は本当に病気なのか：現代のうつを知る
　治良　愛里 高齢ドライバー：急増する高齢ドライバーのこの先
　岸部　哲也 Bリーグがさらに成長するには：先行研究をもとに
　永田　理帆 日本はチョコレート輸入量を減らすべきか：

チョコレートが流す涙
　二木　佑介 あおり運転問題：危険運転撲滅のために
　周　東奇 中日キャッシュレス化過程の比較と日本の

キャッシュレス化の遅れ及び阻害要因

９組　山田准教授

Econo Forum 21／ No.261

●
基
礎
演
習
　
論
文
一
覧

　筒井　凜 コーヒーが日本でたくさん飲まれる理由
　覺前　蓮太 タバコがもたらす経済的効果と身体的影響
　深江　萌花 地球温暖化への取り組みと対策
　山本　凌雅 交通事故問題と免許返納
　山本　貫太 現代世界と承認欲求
　古川　陽平 日本は大麻を合法化すべきか
　山口　和佳奈 サブスクリプションによって私たちの暮ら

しはどう変化するだろうか
★金　昭賢 ジェントリフィケーションから、オーバー

ツーリズムへ
　佐藤　大志 意志表現における“言葉”の重要性
　永田　航平 大阪に外国人が集まる理由
　東　誠士 なぜこの世には天才が存在するのか
　唐山　明大 Ｊリーグの経営のこれから
　永瀬　琢己 部落差別について
　大城　健 スマホによる影響と依存
　行俊　亮佑 カップラーメンは健康に悪影響を及ぼすのか
　島田　美悠 コーヒーはなぜ世界中で愛されているのか

　中川　寛大 カブトムシからわかる異常気象
　西中　実菜乃 日本のお笑いについて
　黒田　萌未 アパレル経済が抱える問題
　塩見　優介 死刑は廃止するべきなのか
　戸下　由羽 食品ロスの原因と対策
　三木　彰馬 キャッスレス
　中川　千晟 スポーツにおけるプレッシャーによる影響
★胡　才乾 中米貿易問題の解明
　耳田　恵里花 なぜ USJ が人気テーマパークになること

ができたのか
　仁木　駿 日本のアニメが及ぼす影響とは

10組　高島専任講師
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　池光　章輝 これからの自動車産業の変化
　重村　浩人 原子力発電の展望と課題
　大野　裕香 日本における IR・カジノ開設による影響
　安藤　菜穂 日本の食品ロスが減少しない理由
　香山　瑛紀 着地型観光における地域活性化
　青木　愛華 消費税増税とそれに伴う軽減税率とキャッ

シュレス決済のポイント還元制度の意義と
必要性

　武村　裕里 日本のキャッシュレス化は今後推進してい
くのだろうか

★石井　克樹 ドイツの労働方法を取り入れた日本の労働
時間改革

　廣田　星莉 スターバックスの実績と経営戦略～スター
バックスは人気なのか～

　大橋　健正 5Gがもたらす経済的効用
　李　世真 日本における新たな教育政策
　佐藤　太智 原子力発電所は無くすべきか
　森山　詩遠 救急車の有料化について

　水野　真紀 インターネット広告について
　林　宇妮 中国におけるモバイル決済
　佐藤　遼太朗 地方の若者の流出問題
　溝渕　建太 TPPによる日本の影響
　久岡　陽香 ファストファッションが経済に与える影響
　図師　奈々美 なぜ、現在の音楽市場の売り上げは増加傾

向となっているのか
　中村　隼人 AI の発展による雇用の変化
　崔　在佑 アベノミクスは日本の経済にどのような影

響を与えるか

11組　利光教授
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　高實　萌音 言葉による心理変化－言葉が与える影響に
ついて－

　今井　健斗 ラグビー選手の動機付けの実証研究
　小田切　颯人 ヨーロッパと日本のサッカークラブチーム

における経営戦略とその比較分析
　田川　遼介 中華人民共和国はソビエット連邦と同じ結

末をたどるのか－政治的・経済的観点から
の比較－

★平田　光希 インド社会における不可触民と江戸時代に
おける穢多・非人の比較

　高田　和季 雑誌 POPEYEに見る文化消費
　高橋　萌里 日本のプラスチック問題とその解決策
　中川　優里子 人が得画に価値をつける基準－バスキアの

魅力とともに－
　田中　佑都 聴衆のニーズと日本でのヒット音楽の推移
　西岡　沙耶 Instagram が消費行動に与える影響
　藤井　颯志 マネジメントの視点から見るこれからの音

楽業界の新しいアイコン

　多田　悠華 「香り」が人々に与える影響
　木村　翔 THE RITZ CARTON　HOTEL における経

営戦略
　橋本　知樹 中国から来た客寄せパンダが与える社会影響
　山本　大輔 PPAPの流行の要因
　山根　凜太郎 フリマアプリ利用者の消費行動の変化
　梁　琰雯 日本と中国のシェアリング・エコノミーの

発展現状の比較
　池口　綾 「恋愛」がもたらす経済効果について
　河村　希 消費者にとっての合理的な購買活動について
　藤井　開斗 格闘技と武道について
　出射　里咲 グローバル化と格差の相互関係
　板敷　駿希 メンタルトレーニングを行うことによる運

動パフォーマンスの向上について
　山本　瑠香 SNSの普及に伴うアイドル産業の発展と衰退

12組　厳准教授
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★上田　昂輝 これからの英国の通商政策の予測
　藤塚　陸空 橋下徹の実行力とは
　半田　有里惠 社会の変化と未来の私の働き方
　上田　楽 “はたらく”について考える
　森田　唯 最終レポート
　中野　誉志仁 韓国　行き過ぎた資本主義
　宮崎　錬 5Gと私たちの未来
　佐々木　優有 100円ショップが儲かるための工夫～ダイ

ソーから見るマーケティング戦略～
　岡崎　綜太 日本人はなぜ英語ができないのか
　寺井　悠真 なぜビルゲイツは世界一の億万長者になれたのか？
　小林　拓未 電気自動車と自動運転の未来とその対応
　遠藤　翔 サッカーは世界最悪のビジネス～何故サッ

カークラブは儲からないのか～
　杉本　安珠 マーケットデザインからの視点
　石附　真実 身近な疑問が解ける経済学
　速水　翼 スマートフォンは子供の教育と社会にどの

ような影響を与えているか

　川田　唯人 日本のオリンピック開催の是非
　藤原　悠太郎 最終レポート
　下畦　紗弥 地震保険
　小澤　将秀 「お金」消滅
　村瀬　真央 第４次産業革命における地方創生
　荻野　愛 活性化を通じたまちづくり
　大島　将也 ガラパゴス化する日本
　永利　陸斗 基礎演習最終リポート
　金子　晋人 アメリカのスポーツがもたらす経済効果
　佐々木　宙 ブラックボランティア

13組　小川教授
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　朴　徹淳 政策や指導を通して不登校は減らせるのか？
　山本　敬太 不登校といじめに関しての考察
　三戸　湧稀 日本人はなぜ英語が苦手なのか
　金森　優華 2025年の大阪・関西万博は成功するのか。
　飯田　歩 日本のゴミ問題
　小谷　優宇 日本のリサイクル率の本当のあげ方と海外

との比較
　小野　力矢 なぜ不登校になるのか、政府や学校の取り

組みとは
　金野　隼人 自動車の交通事故と解決策
　澤　昌磨 高齢者の交通事故増加とその対策
　上田　亜希子 東京オリンピックは開催すべきか？
　別所　優 2025年大阪万博は成功するか？
　徐　永謙 中学生の不登校
　三宅　菜月 2025年大阪万博は成功するのか
★松井　直哉 2020年度リサイクル率目標値は達成可能か？

　荻野　優菜 no ！　東京オリンピック開催
　濱本　開 利益、不利益を考えた場合、東京オリンピッ

クは開催すべきか、開催すべきではないか？
　養性　菜智 2025年の大阪万博は成功するかどうか
　田島　優大 なぜ日本人は長年英語を勉強しているのに

英会話ができないのか
　吉田　壮作 日本人はなぜ長年勉強しているのに英会話

ができないのか？
　山城　智輝 これ以上市民でリサイクルは増やせるか？
　高波　寛生 不登校（登校拒否）の原因・心理・支援
　竹中　一翔 日本人はなぜ長年勉強しているのに英会話

ができないのか？
　栗生　太陽 利益、不利益を考えた場合、東京オリンピッ

クは開催すべきか？
　保田　泰誠 高齢ドライバーの尊厳

14組　秋吉教授
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　村松　大誓 スポーツの発展
　石川　史也 コンビニエンスストアの 24時間営業について
　株本　咲 喫煙を見つめ直して
　園田　隼太朗 5Gのビジネススタイル
★中川　竣斗 「自動運転」が生み出す新たな可能性
　和田　颯一郎 アメリカンフットボールのプロ化は可能か
　市川　綾華 日本の菓子の変遷
　中村　秀磨 東京オリンピックの行方
　神田　浩平 なぜ日本の学生は本を読まないのか
　山口　侑希 日本食の海外展開について
　峯　愛美 捕鯨の必要性・意義について
　秋葉　勇二 睡眠の大切さ
　吉野　蒼汰 GAFAの世界への影響力またブロックチェーン

の存在
　千田　海希 空き家問題の要因や対策
　桑原　圭汰 憲法改正への意識変化
　山田　昇太朗 太平洋戦争時の兵士達の餓死の実態とは
　小林　蒼衣 キャッシュレス決済について

　吉田　一貴 ブランド構築
　塚本　甲弥 「本当に近い国」へ
　花井　和司 健康経営について
　前田　淳奈 アニメについて
　岡本　昴大 消費税の正体
　齋藤　昴 人口減少問題
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　竹中　菜々海 本当の待機児童ゼロの実現に関する現状と
対策

　佐宗　すみれ 日本における中高教員の労働環境改善に向
けて

　北川　璃子 ビートルズが世界に与えた影響とは
　魚住　みなみ トヨタとホンダ─中国進出から比較する─
　羽田　佳乃 外国人労働者と共生するためには
　吉田　伸 フェイクニュースの拡大
　森本　千晴 犬猫の殺処分対策について─日本とドイツ

の比較を通じた解決策─
　石　蘭 野菜ジュースについて─消費者が買う要因

と実在的な効果─
　小松　龍之介 日本の社会的格差はどのように変化してい

くのか
　前田　篤志 生分解性プラスチックでプラスチック問題

は解決するのか
　赤間　階冬 令和元年７月九州南部豪雨による被害と防

災対策

　宮井　陽茉里 日本の少子高齢化の現状と対策
　桝田　翔太 音楽産業のこれからの行方
　小池　杏侑 日本の女性労働の現状─アメリカの女性労

働と比較しながら─
　有田　昴平 最低賃金のこれから
　菊池　和登 イギリスのEU離脱の背景と影響
　安井　康太郎 ひきこもりと不登校問題
　岩田　直弥 マリファナの真の怖さ
　中前　拓海 子どものスマホどこまで制限するか
　高橋　慎太郎 AI による自動運転の実現に向けて
　吉川　由真 環境経営が企業へ与える影響
　大北　葉月 大学入試制度─世界の入試制度と日本を比

べて─
★川乘　涼生 米中経済と日本への影響
　野原　香音 遺伝子組み換え作物の論争はなぜ続くのか
　卜部　佑飛 経営学について

16組　田教授
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　藤村　泰臣 ヒット映画要因分析
　竹田　祐也 マルチ商法は悪なのか
　川崎　将吾 キラキラネームの是非
　原田　ひより モスバーガーキセラ川西店が売れる理由と

今後の考察
　中田　雄斗 スポーツにおいてホームはなぜ強いのか
　金關　翔大 AI がもたらす社会
　赤坂　希望 ランドセルはこれからも使われ続けるのか
　山崎　涼太 たばこの存在価値
★阪井　美友 ユニクロの成長と人々の関わり
　若林　宏樹 AI 社会の中に生まれるこころ
　西村　咲乃 タピオカ人気の理由
　松竹　孝輝 将来残り続ける職業と消える職業の違いとは
　貞森　葉月 進化する缶詰めのカラクリ
　小川　結 動画投稿サイトは日本のメデイアにどのよ

うな影響を与えるのか
　原田　将太朗 クールジャパン政策は今後、日本の経済政

策に良い影響を与えるのか

　石堂　泰基 なぜラグビーW杯は成功したのか？また
如何に日本のラグビー普及につなげるか。

　森口　悟志 「プレミアムフライデー」が社会に定着し
ていないのはなぜか？

　高瀬　龍司 人口減少が我々に及ぼす影響とは？
　田中　美咲 なぜ人はネット依存になるのか
　林　昇炫 日本の教育格差の状況について
　喜多山　穂香 プロ野球の観客動員数が増加し続けている

わけ～横浜DeNAベイスターズの事例～
　坂田　伊織 万博とは一体何なのか
　林　廉 AI の発達に伴う社会構造の変化（携帯の

普及によるコミュニケーションの低下）
　荻原　翼 サッカーチームの経営
　山崎　貴之 自然災害と経済
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　神澤　瑠璃 サマータイムが国民に及ぼす影響～睡眠と
健康～

　岡　尚吾 経済発展と環境保全は両立できるのか～中
国のモデルを考える～

　福村　悠渡 スポーツと経済～スポーツとこれからの社会～
　前西　将宏 日本の消費増税の歴史とその影響～増税の

メリットとデメリット～
　早川　暁大 EUで起こっている移民問題は政治・経済

にどのような影響を与えているのか
　上田　勇輔 日本が誇る「温泉文化」の有効活用～裸の

付き合いをもう一度日本中～
　大内　美月 地域政策と地域の活性化
　西野　るな 銀行業界の現状と将来
　林　民泰 塾の流行から引き起こした教育の機会の不

平等問題
　原田　英和 救急車の有料化と日本における財政問題
　早瀬　泉綺 香港デモの経緯と今後について
　和田　陽太郎 サッカーというスポーツが与える経済効果

　金銅　和希 スケートボードと東京 2020について
　山中　知奈津 インバウンドが日本にもたらす経済効果～

日本の未来は果たして～
　新田　雄飛 日本の投資信託の現状と今後の課題
　奥村　太郎 日本のアイドル文化～ブームをおこしたの

は秋元康～
　佐々木　光春 IoTのメリット・デメリット、今後の見通し
　崎坂　翼 日本における eスポーツの現状について
　中島　暉人 知的障がい者の雇用の現状と今後の展望
★古謝　文哉 沖縄県子どもの貧困化～脱貧困化に向けて

現状の考察と対策計画～
　森下　智彩 「笑い」がもたらす健康効果
　ディーガン ジャック大樹 川端康成と日本の美
　福島　祐太朗 EU離脱で混迷を極めるイギリス経済～イ

ギリスの課題～
　稲田　優花 茶道の国内外の活動について

18組　カオ専任講師

Econo Forum／ No.2695

●
基
礎
演
習
　
論
文
一
覧



Econo Forum 21／ No.261

●
基
礎
演
習
　
論
文
一
覧

　高田　弥生 日本で少子化が進む理由
　榎本　祥太 現代資本主義と食品ロス
　藤原　美月 現代資本主義社会における食品ロス問題
　亀井　大智 現代資本主義と技術革新
　坂本　一晟 過労死
　高月　真帆 AI の進歩による資本主義社会の変容～

ベーシックインカムの導入は可能か～
　小西　梨香子 年収と格差社会
　小濱　千怜 資本主義とスポーツ
　山川　友綱 YouTube と資本主義
　松田　恭輔 外国人労働者の雇用と AI の活用は日本の

少子高齢化の問題を解消するか
　畑　翔斗 スポーツと経済
　森田　拓樹 資本主義文化による格差
　稲葉　俊貴 マンガ経済
★松岡　詩歩 現代資本主義文化の本質を考える
　北川　喬章 アイドル資本主義の戦略と構造

　北澤　愛 資本主義社会において AI によってもたら
される影響

　山中　秀馬 日本の労働生産性と世界との比較
　井上　正崇 日本社会における男女格差
　大野　龍史 現代資本主義の特徴
　江　山 信用社会の現状と今後
　小西　宏明 資本主義の安定性とは
　竹内　隆登 サッカーJリーグから考察する現代資本主義
　堀　敬貴 水泳と経済
　稲野　和輝 グローバル課税の導入により世界の経済格

差は縮まるのか
　岡島　温希 サッカーが与える影響
　永田　唯華 現代の日本の資本主義経済が生み出す負の

スパイラル～教育格差と所得格差～
　的場　涼 スポーツと格差・不正問題
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　奥田　大介 ウォルト・ディズニーの理念─アメリカン
ドリームの体現者

　宇仁　柊一朗 起業を通して見るアメリカ
　寺川　萌香 農業から見たアメリカ─アメリカ農業の経営戦略
　久米　あゆみ 健康から見るアメリカ─医療保険改革制度

は正しかったのか
　岩田　結衣 危険が一杯！─アメリカからの輸入食料品
　長谷川　朔也 畜産から見たアメリカ
　福田　凜太郎 健康から見るアメリカ─食生活から紐解く

アメリカの国民性
　後藤　亮平 健康から見るアメリカ─肥満の現状と対策
　濱本　杏奈 YouTube を通して見えてきた現代のアメ

リカ社会とは
　槇田　慶明 アメリカの余暇と労働
　曺　秀旻 教育から見るアメリカ─何故アメリカは日

本より卒業が難しいのだろうか
　垣内　拓馬 教育から見たアメリカ─教育認識が起こす影響
　川崎　えりか 企業から見るアメリカ─GAFAについて

　大塩　佳正 農業から見たアメリカ̶遺伝子組み換え農
業の広がりから分かるアメリカの今

★山本　佳奈 教育から見るアメリカ─“機会均等”は建
前なのか？

　真崎　純奈 買い物大好きアメリカ人─なぜアメリカ人
は大量に消費するのか

　上田　瑞葵 ウォルト・ディズニー─成功の秘訣
　安原　猛恭 アメリカの治安─より良い社会の創造へ
　土橋　由大 余暇の歴史からみたアメリカ
　中村　吏緒 ウォルト・ディズニーの成功の秘訣
　久保田　雅貴 農業から見たアメリカ─農業の違いから見

えてくるアメリカの狙い
　辻本　大祐 YouTube からアメリカと経済を見る
　福井　萌々花 農業から見たアメリカ─食の背景

20組　増永教授
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　中野　有理 アイドルオタクによる消費行動
　合田　藍人 インターネットゲーム依存症が身体・社会

に与える影響
★松本　淳輝 男女の所得格差から見るこれからの行動
　山田　龍一 ロックフェスティバルによる地方への経済効果
　松村　海斗 オタ経済
　藤本　優樹 キャッシュレスの拡大
　山中　寛幸 FIFA ワールドカップによる経済効果～

2002年日韓ワールドカップと 2018年ロシ
アワールドカップの経済効果の比較～

　李　在益 キャッシュレスに伴う経済効果
　高野　拓海 5Gによる新たなビジネス
　國頭　愛 ブライダル市場が抱える問題
　小西　遼弥 逆進性とその緩和策
　上杉　美咲 世界文化遺産・大仙古墳の経済活性化のために
　清水　大生 野球の経済効果
　廣瀬　龍弥 マンガの今とこれから

　西森　隆人 猫の与える経済効果
　松井　洸平 ビットコイン（BTC)の無限の可能性
　加賀　誠人 ラーメン屋さん生き残り戦略
　松村　美沙希 モバイルゲームが普及した現代とこれから

の家庭用ゲーム機～家庭用ゲーム機をヒッ
トさせるためには～

　石原　嵩大 電子マネー社会におけるクレジットカード
の必要性

　大西　萌絵 100円コーヒーが出てきた今、喫茶店やカ
フェが生き残るためには～どのようなカ
フェを消費者は求めているのか～

　牛尾　海 なぜNFL の経営システムが優れているか
　田中　志歩 低価格外食チェーン店の価格と経営戦略
　占部　雄軌 スニーカー市場の経済効果
　山口　里奈 EC化による経済効果～オムニチャネル戦

略とは～
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　庄　晋一郎 チケットの高額転売における実情について
　丸岡　史弥 日本の食品ロス問題
　一貫田　裕貴 チームスポーツにおける強豪チームと弱小

チームの練習の比較
　菅村　悠里 終末期を迎えた患者とのコミュニケーショ

ンにおいて医療者のあるべき姿
★奥野　広大 日本の「伝統」からみる伝統と因習の境界
　細川　大翔 日本におけるサッカーと野球の文化・人気

の違い
　大出　壮太郎 インターネットが人々に与える影響
　佐治　宗一郎 理想の指導者になるための人を取り込む方法
　松山　カノン 日本とアメリカでの教育制度の違い
　蒲田　怜央 「春琴抄」の真犯人について
★平山　湧喜 関西圏出身ではない大学生における関西弁

に対する意識
　小牧　真輔 東京オリンピックを開催するに際しての経

済効果―主に国内での影響―
　竹中　実咲季 日本の税金制度の欠点、解決すべき点とは

　藤森　菜々子 親の経済的格差による子供の学歴の格差と
その対策

　森下　大輝 深夜に営業するお店はなくなってしまうの
か―24時間営業はなくなってしまうのか―

　芝本　尚暉 大手広告代理店のインターネットへの広告
媒体の変化がもたらす利益と私たちの生活
における影響について

　原田　樹一 日本とスウェーデンにおける待機児童問題
の比較研究

　入江　梨花 ファストファッションが抱える問題―「早
くて安い」の裏に隠された現実

　松谷　大紀 日本における英語教育
　岩槻　ひなの 日本における英語教育とその考察
　孫　志遠 高齢者ドライバー問題における日本と韓国

の比較
　岡林　龍太郎 日本と海外の構造面における年金制度の比較
　西川　美波 英語と日本語の敬語表現
　牧野　有華 相対的貧困についての論文

22組　厳准教授
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　奥中　大嘉 地方創生　若者が住みたくなる地域とは
　呉田　穂乃花 外国人労働者を取り巻く諸問題について
　熊　晨 AI は人々の仕事を奪うのか
　山内　利観 農業と技能実習生及び外国人労働者
　田之上　勇翔 オリンピック開催に伴う開催国内の変化は

どのようなものか
　三宅　晴大 労働市場の構造変化と外国人労働者政策の

方向性
　葛谷　慎太郎 日本で働く外国人労働者
　小林　龍斗 外国人労働者の受け入れ方
　堀内　祥平 日本市場における雇用ミスマッチ発生原因

及び対策
　本川　竜 外国人労働者の受け入れについて
　吉原　里菜 地域社会の未来
　沖　咲良 ラグビーとは
　佐保　健太郎 日本経済と感情価値
　鎌田　凌太 日本の人手不足
　徳田　梨央奈 少子高齢化社会について

　野村　祐斗 人口減少がもたらす様々な問題
　岸岡　明日香 これからの働き方
　金谷　菜楓 これからの世代が生きていく問題点
　上野　弘成 晩婚化と出生率の低下
　山口　若菜 少子化の現状と対策～女性と社会の関わり方～
　徳永　陽介 仮想通貨について
　青木　優和 環境汚染は私たちの暮らしにどのような影

響をもたらすのか
　渡部　蒼大 日本の未来をどうするか
★梁　錦俊 激突する米中貿易摩擦
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　中田　絢巴 地震が起こす経済影響
　稲田　真子 KPOPの経済戦略
　小川　史穏 日本のキャッシュレス経済の動向
　増家　圭 嵐が及ぼす経済効果
　美濃羽　紗世 つくる責任つかう責任～SDGsから考える

食品ロス～
　久胡　壮生 日本バスケ産業の現状と今後の展望
　大田　航平 なぜアメリカで銃の規制が進まないのか
　畠山　秋生 プロ野球の経済効果
　本島　仁乃 フロイド・メイウェザー・ジュニアのファ

イトマネーはなぜ高額なのか
　筒井　洸士郎 日本の自動車産業はどのような方法で発展

していけばよいのだろうか
　蔡　定炫 日本の映画館と映画産業の問題と考察～韓

国との比較から～
　田渕　凜太郎 兵庫県の消費行動について
　北奥　優芽 ファストファッション市場で生き残るブラ

ンドとは

　松井　萌香 現代の少子化対策とは
　長谷部　朋香 ブライダル業界にAI は参入可能か
★神野　翠 男性の育児支援は少子化対策として有効か
　酒井　彩菜 ふるさと納税返礼品問題について
　齊藤　泰世 北陸新幹線開業による石川県への影響
　渡辺　莉子 読解力低下と書籍の経済
　熊谷　有起 煙草がもたらす経済効果
　南　駿介 資本主義経済と社会主義経済はどちらの方

が幸せになることができるのか
　中谷　早希 2019ラグビーワールドカップの経済効果

について
　大西　凌太 スマートフォンが消費者に与える影響
　菊田　陽香 ソーシャルキャピタルから考察する過疎地

域の現状と今後の展望

24組　小林教授
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　明保能　弘翔 スマホ依存症
　上田　雅人 なぜ「名選手，必ずしも名監督に非ず」な

のか
　森　夏穂 ロックスターの寿命と社会への影響
　津守　壮大朗 イップスについて
　日暮　龍之介 ユマニチュードの有効性と認知症患者のヘ

ルスケア
　大室　充央 スポーツ業界の盛り上がり
　藤本 樹林タワン 国際化による堺市活性化計画
　青木　龍大 開発途上国の教育について
　大久保 菜々子 体育会と就職活動の関係性
　妹尾　尚吾 日本バスケットボール業界の経済効果につ

いて
　永尾　友希 ゆるキャラの実態について
　森井　啓之 塾講師のアルバイトにおける仕事量の格差

問題
　平野　華琳 夢のメカニズム
　岩本　拓真 地方でカジノを誘致したときの影響

　中村　真理亜 犬派と猫派による癒し効果・恋愛傾向の違い
★坂入　楓花 子供にしか見えないイマジナリーフレンド

とは
　南海　真帆 ペットボトルのお茶について
　小松　稜梧 野球人口の減少について
　林　優希 ディズニーが愛され続けられる理由
　本多　莉子 なぜスターバックスは人気なのか
　後藤　研志郎 サッカー選手の相対的年齢効果
　芦田　直人 サーフィン界のレベルが昔に比べ上がった

のはなぜか
　陳　家鈺 日本はこれから消費税を増税し続けるべきか
　影井　和騎 シティ・ポップの再燃と J-pop のこれから
　栄坂　祐輔 自転車の地位が向上すると日本にどのよう

な便益があるのか

25組　松枝教授
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４期生のみなさんへ
　卒業おめでとうございます。４期生のみなさんが、こうし
て卒業の日を迎えられたことをうれしく思います。
　みなさんには授業だけでなくさまざまな課外活動にも取り
組んでもらいましたが、しっかり頑張ってくれました。特に
ゼミ生全員が各チームに分かれて取り組んだビジネスアイデ
ア・コンテストでは、丸尾君・昇君・矢倉君・山田君・北田
君のチームが二次審査に進むという結果を残すことができま
した。このビジネスアイデア・コンテストへの挑戦はこれか
らも後輩のゼミ生に引き継がれていくと思います。
　またゼミ合宿（滋賀高島、京都大原、和歌山加太）、同志
社大学との合同ゼミ、ゼミ縦コン ( 思いがけず誕生日を祝っ
てもらい、嬉しかったです ) は、私にとって思い出に残るイ
ベントです。世話役を務めてくれたゼミ役員のみなさん（松
本さん、岡野君、坂本君、丸尾君、雪本さん、大藪君）、参
加して盛り上げてくれたみなさん、ありがとうございました。
　卒業論文では、企業の財務データを分析し、企業価値を推
定する研究に取り組んでもらいました。どの論文も、みなさ
んの成長が感じられる良い論文に仕上がっていました。
　では、さらに成長したみなさんに会えることを楽しみにし
ています。お元気で！

卒業論文一覧
　西川　眞子 森永製菓株式会社の企業価値評価（共著論文）
★岡野　晃大 東レ株式会社の企業価値評価（共著論文）
★鄒　存洋 東レ株式会社の企業価値評価（共著論文）
　北田　康平 富士通の企業価値評価（共著論文）
　松本　和香 株式会社資生堂の企業価値評価（共著論文）
　坂本　大雅 アサヒグループホールディングスの企業価

値評価（共著論文）
　古本　萌 森永製菓株式会社の企業価値評価（共著論文）
　佐々木　裕也 東宝株式会社の企業価値評価（共著論文）
　増田　音織 東宝株式会社の企業価値評価（共著論文）
　大藪　将貴 東宝株式会社の企業価値評価（共著論文）
　丸尾　涼太郎 富士通の企業価値評価（共著論文）
　矢倉　嵩士 三越伊勢丹の企業価値評価（共著論文）
　永業　真平 三菱商事の企業価値評価（共著論文）
　山田　翔太 三越伊勢丹の企業価値評価（共著論文）
　昇　祐樹 三菱商事の企業価値評価（共著論文）
　藏本　披慧 セブンイレブンの企業価値評価（共著論文）
　雪本　和花 株式会社資生堂の企業価値評価（共著論文）
　志田　菜月 株式会社資生堂の企業価値評価（共著論文）
　砂川　礼央 セブンイレブンの企業価値評価（共著論文）

秋吉　史夫ゼミⅡ
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経済学士力
　募集時に掲げた本ゼミの目的は「経済学の理論と応用を勉
強し，経済学的思考力を身につけた人材を輩出する」「その
証として卒論を書く」ことであった．そこで，経済学的なも
のの見方を実践して卒業論文を作成できたかという独自基準
で，毎年，成績とは別にゼミ全体の経済学士力を測っている．
結果，この学年の経済学士力は 58％であった．去年度の 38
％と比べても高く，卒論が必修だった時代の 63％にさえ迫
る高水準となった．原因としては，今年は途中で卒論作成を
辞める者が少なかったことも挙げられるが，多くのゼミ生が
当初の目的を忘れずに勉学を積み重ね，コツコツと卒業研究
を進めてきた結果であろう．大学生活を自身の研究で締めく
くるよう頑張った学生は，真の「経済学士」である．最後に，
今年の卒業研究は，猪野ゼミ自体にも有益な面白い内容に溢
れていたことに，お礼を言いたい．優秀論文「高齢者限定免
許」は最新の時事問題に見事に経済学的に答え，これと最後
まで優秀論文を悩んだ次点の「転売におけるスクリーニング」
は新しい経済理論となり得るアイデアを提示していた．また，
「マイクロファイナンス」と「収入同値定理」は，それぞれ
サーベイ論文・実証論文として，後のゼミ生のお手本になる
と考えられる．

卒業論文一覧
　宮地　祥太 ソーシャルゲームの理論的分析
　三宅　真由 転売と流通について
　米澤　佳伊 混合寡占市場で捉える郵政民営化
　諏訪　航大 マイクロファイナンス理論
　内田　成美 リニア中央新幹線建設を巡る JR東海と静

岡県の対立～コースの定理を用いて分析～
　中山　七海 チケット転売におけるスクリーニング活用
★伊崎　陽一郎 高齢者向け限定免許の導入に関する費用便

益分析
　松本　久輝 マクドナルドとモスバーガーを二次元差別

化モデルを使って考察
　山下　真司 スニーカー転売市場における収入同値定理

の実証
　小川　公大 私立中学校・高校設置の要因分析

猪野　弘明ゼミⅡ
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上村　敏之ゼミⅡ

上村ゼミ10期生に贈る言葉
　今年１月の最後のゼミで、ゼミ生の皆さんには、２年半の
ゼミ生活を振り返り、言葉を１人ずついただきました。教員
である私には、見えるところと、見えないところがあります。
私には見えないところでも、皆さん１人ひとりが、ゼミにつ
いて楽しんでいたこと、悩んでいたことを、皆さんの言葉か
ら伺うことができました。
　最後のゼミでは、感極まって泣き出すゼミ生もいました。
皆さんにとって、上村ゼミは「コミュニティ」であり、居心
地の良い「居場所」だったのでしょう。この「居場所」こそ、
皆さんの大学での最大の収穫だと思います。
　仕事上の友人と大学の友人は決定的に違います。大学の友
人は卒業しても一瞬で学生時代の関係に戻れます。仕事とは
無縁だからこそ、つながる価値が高いのです。この真の意味
は卒業してから分かると思います。
　そのようなコミュニティの持続には努力が必要です。是非
とも、貴重な上村ゼミというコミュニティを持続させてくだ
さい。新年会ではお互いの成長を喜び合いましょう。上村ゼ
ミの「居場所」は、10 期生だけでのものではありません。
ぜひ、皆さんの「居場所」を、先輩と後輩を通した縦の「居
場所」に拡張し、豊かな人生を送ってください。
　ご卒業おめでとうございます。

卒業論文一覧
　幸泉　愛美 心理がもたらす経済効果
　小山　麻衣 過疎地域のまちづくりを考える
　岩崎　杏花 ファッション市場と価値観の変化
　赤田　大輔 キャッシュレス社会の現状と日本に定着さ

せるには
　切通　基晶 行動経済学的観点を用いた特殊詐欺の防止法
　岩滿　春菜 キャラクターマーケティングについての研究
　蓮佛　幸輝 日本食の経済効果
　和田　佳代子 日本の食品ロスの削減
　樋口　和哉 ネットショッピングがもたらす経済効果：

BtoC-EC市場の物販系分野の視点
　中島　悠介 日本におけるスポーツビジネスの現状
　藤塚　雄己 人材価値と日本の就業形態
　西垣　圭 広告業の歴史と今後
　中野　敦子 その服はあなたにとって幸せなのか：ファッ

ションの業界の現状とこれから
　杉山　貴美 テーマパークが与える経済的影響
★山井　莉那 地方創生：若者が戻りたい街とは
　辻　隆之介 若者の幸福度についての調査：20 ～ 30

代の幸福度について
　福森　翔 マリファナ合法化の是非：経済や財政への

影響を考慮して
　山本　康平 商社業界が日本に与える経済効果
　眞下　莉子 オリンピックの経済効果
　中島　百香 日本人の幸福感を高める要因
　妻鳥　幹大 総合商社が日本にしか存在しない理由
　奥田　真衣 ペットビジネスの課題と改善
　香山　朋花 我が国のホームレスの政策支援と諸外国の政策
　石原　恵理 聖地巡礼と地域活性化
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加藤　雅俊ゼミⅡ

ゼミ４期生：総括
　卒業論文を執筆された皆さんお疲れ様でした。「研究」は
しんどい。自ら問いを立てて、それに対して自ら何らかの答
えを出すというプロセスは時間や忍耐を必要とする。最後ま
で諦めずに何とか形にするという意味での「忍耐力」が少し
は養われたと信じています。
　卒業に必要な単位を揃えて就職することだけを目標にする
なら、大学で学ぶ意義はほとんどないと考えています。大学
では学ぶ姿勢や学び方を体感し、今後の人生における様々な
場面での「学習」へと繋げてほしいと思っています。その意
味では、卒論執筆というすぐには役立たない、効果としては
目に見えにくい学習を通して得られるものは小さくないはず
です。
　卒業（できていれば）おめでとう！心身ともに健康第一で
ご活躍ください。

卒業論文一覧
　大谷　康剛 事業多角化が企業価値に与える影響に関す

る実証分析
　吉田　真名 労働者の個人属性が自営業者と被雇用者間

の転職に与える影響
　津山　健司 事業多角化が企業価値に与える影響―化学

工業を事例として―

Econo Forum／ No.26101

●
研
究
演
習
Ⅱ
　
ゼ
ミ
の
総
括
と
卒
業
論
文
一
覧



Econo Forum 21／ No.261

●
研
究
演
習
Ⅱ
　
ゼ
ミ
の
総
括
と
卒
業
論
文
一
覧

お疲れ様でした！
　教員不在のゼミで、皆さんよく頑張ったと思います。集中
講義は大変だったでしょうけれど、教員自身の経験からする
と、卒業してから十数年ないし数十年も経つと、覚えている
のはこのような大変かつイレギュラーなことばかりです。ゼ
ミ活動が少しでも関学で勉強した四年間の思い出になれれば
幸いです。とくに最後まで粘り強く頑張って卒論を提出した
お二人、関西学院大学・経済学部史上「唯二無三」の映画関
連の卒業論文に、ブラボーです！

卒業論文一覧
　道中　祥馬 来るべき未来を視覚化すること─スピル

バーグのSF映画作品に描かれる虚構の世界
　藤原　雅史 1998 年以降に公開されたインド映画─

そのスタイルの魅力と人気について

韓　燕麗ゼミⅡ
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國枝　卓真ゼミⅡ

國枝ゼミ３期生のみんな、卒業おめでとう
　現在緊迫した状況下にある香港城市大学（CityU）から関
西学院大学に移ってきて５年目を過ごし、國枝ゼミも３期生
が卒業するところまで来た。CityU と関学の学生のレベルは
ほとんど変わらないが、経済学に対する貪欲さは関学生のほ
うが弱いかなと思う。これは、香港の学生は大学での成績が
もろに就職に影響することが原因なのかもしれない。國枝ゼ
ミ３期生もポテンシャルの高い学生が数人いたが、様々な状
況下、本格的な経済学をなかなか指導できなかったことは悔
やまれる。年に一人くらいは専門家を目指す学生が出てこな
いかなと思っているのだが。ゼミ生には、早い時期に自身で
「研究の問い」を立ててもらい、二度三度と中間報告をして
もらう。その中でディスカッションをして研究の完成度を高
めてもらう。何のことはない、このプロセスは、ほぼプロの
研究者もたどるプロセスだ。論文自体は何の制約も課さずに、
自由に書いてもらう。そのため、経済学からは程遠い論文も
出現するが、それでも面白かったらまあいいかと、よしとし
ている。今年も個性的な卒業論文がたくさん出てきた。優秀
論文はアパレル産業を詳細に分析した瀬野尾論文に決めた。
國枝ゼミ３期生のみんな、卒業おめでとう。

卒業論文一覧
　中野　智貴 脱炭素化と日本の今後
　森永　耕ノ介 ジェネリック医薬品の使用促進と2020年推測
★瀬野尾　安紀子 ファストファッションとラグジュアリーブ

ランドを成功に導いたそれぞれの戦略
　谷村　智 映画産業による地域活性化
　池下　晴紀 老後に向けての資産形成
　三浦　玲実 SNSと経済効果の関係性
　中辻　俊太郎 家計における通勤コストと家賃の関係について
　婦木　健生 日本アイドル史とアイドルの在り方
　日比　皓介 喫煙と経済について
　四宮　捷平 首都圏空港におけるハブ機能と羽田空港・

成田空港の共存可能性について
　繁田　尚美 ブランド力とは
　井村　公俊 由利公正と明治維新
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國濱　剛ゼミⅡ

國濱ゼミ１期生へ
　ご卒業おめでとうございます．ゼミが始まってから２年半，
あっという間に過ぎた気がします．私の教員生活で初めての
ゼミだったので，教材や進行方法などで試行錯誤を繰り返し
ながら進めてきました．今振り返れば，ああすればよかった，
こうすればよかったという思いは尽きませんが，皆さんの書
き上げた卒論を読むと，各々が自分なりに統計分析を行い，
結果の解釈に取り組んでいる様子が感じられ，ゼミ生の知的
活動の一助となるという役割は多少なりとも果たせたのでは
ないかとホッとしています．
　卒業後は仕事やプライベートなどあらゆる場面で，これま
で以上に自分で考え，方向性を決め，行動に移すことが求め
られると思います．私自身も悪戦苦闘しながら毎日を過ごし
ているので偉そうなことは言えませんが，その際には，長期
的な視点を持って知識を増やし，知性を磨き続けることが大
きな助けになると信じています．これからの長い人生で皆さ
んが充実した日々を過ごせることを願っています．
　最後になりますが，将来成長した皆さんと再びスタバのコ
ーヒーでも飲みながらお話しできることを楽しみにしていま
す．

卒業論文一覧
　盧　功耀 短期為替の変動による銀行株の価格変動
　宮澤　真穂 消費者価値観がCMに与える影響
　古家　和泉 特定の消費者グループへの広告効果に影響

を及ぼすテレビ CMの特徴　～日本のお
茶市場へのCM戦略の提案～

　上野　文照 消費支出と貿易の関係性についてのデータ分析
　辻　修平 賃貸住宅価格の価格決定要因の推定　～甲

東園駅周辺の学生賃貸住宅を事例として～
　西濵　尚幸 広告効果の要因分析とテレビCMとの関係性
　藤田　裕介 テレビ CMにおける飲料の広告効果とそ

の要因分析
　駒田　佑太 都道府県別マクロデータを用いた全国学

力・学習状況調査の分析
　松下　恒一郎 飲料の広告効果について
　西原　菜々 テレビ CMと消費者行動に基づくマーケ

ティング戦略
★西尾　春香 外国人人口増減率と都道府県の持つ特性と

の関係性
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栗田　匡相ゼミⅡ

My endless Love to K6
　運命という言葉を音声として大気に震わせるとき、何故か
君たちのことを強く意識してしまうのは、人が生きるという
ことの全てを君たちと共有できたからなのだと強く思うので
す。セネガルの農村で少女が天に召されたときに同じ村内の
大気の震えの中にいた僕たちは、つながるということに必要
な物理的な距離の重要さとつながりの無意味さを同時に知り
得たのだと思います。その無意味さ故に我々は合理的な無関
係を選び、誰に対しても開かれていない嘆きをまき散らしま
す。世界はそうしたうめき声によって満たされてしまってい
るようです。でも君たちは敢えて運命の中に踏みとどまって
います。それはどこかで極めて愚かな行為として語られます
が、僕たちが運命から立ち去ることをあの少女やセネガルの
テランガは許してくれないでしょう。運命とは自らで受け入
れ、意志によって描き、伝えられるものです。冷たい事実で
はなく、あたたかな物語として、君たちの運命を生ききって
ください。運命を覚悟した君たちのような人間同士の邂逅か
ら世界は新しく生まれ変わります。だから君たちと出会えて
僕は本当に幸せでした。愛を希望をありがとう。

卒業論文一覧
　寺川　楓 日本働く外国人労働者 ( 技能実習生 ) の異

質性が健康度に与える影響
　田仲　悠介 外国人労働者の社会関係資本が幸福度や会

社での満足度に与える影響～奈良県の事例
を用いて～

　阿部　優志 バリ島のビーチベンダーにおける情報ネッ
トワークの利用が個人収入の安定性と向上
に与える影響

　佐藤　亜美 バリ島における日本人観光客の現地理解度
が形成する、旅行目的地への愛着が満足度
に与える影響

　向井　里於 ラオスの中等教育における教師の対人行動
が生徒の学力に与える影響

　荒井　友理 マダガスカル農村におけるネットワークがコメ
の市場価格と取引価格との乖離に与える影響

　小出　将宏 家計資本が消費平準化に与える影響 - マダ
ガスカル農村の干ばつ被害を事例に -

　平山　励 ケニアにおけるチーム成果連動型インセン
ティブ賃金が企業の生産性に与える影響

　竹島　梨紗 ラオスの中等教育における保護者の学校へ
の信頼が子どもの学習成果に与える影響

　中島　宇将 夫婦間交渉力が家計の脆弱性に与える影響
～インドネシアデータを用いて～

　村上　絢音 セネガル農村における多次元貧困の実態と
幸福度との関連

　岡本　千裕 ラオス日系企業における労働生産性とパー
ソナリティの関係について～ Big Five モ
デルを用いて～

★金澤　昂季 インドネシア零細企業におけるパートナー
シップが信用制約緩和に与える影響

　岩谷　桃佳 労働集約型工場におけるインクルーシブリ
ーダーシップが従業員の非認知能力に与え
る影響－ラオス日系企業の事例を用いて－
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桑原　秀史ゼミⅡ

経済政策の奥深さを求めて
　私たちのゼミは、日本経済と経済政策をテーマに、合同ゼ
ミを始めとする諸目標をもって、活発に勉学し、友達同志の
交流を図ることに努めた。情報メディア教育センターを利用
しての統計や計量分析のデータ処理の実習は、今後、有用か
つ実践的な技術となることでしょう。情報センターでの学習
から始まり、世界とアジア経済の動向、中国経済とマーケテ
ィング、流通と産業組織の研究、公益事業の企業戦略と競争
政策、今後の社会保障のあり方、企業経営のケース・スタデ
ィなどを取り上げ、充実したゼミ生活であった。
　とくにブランド・マーケティングの市場調査をめぐる勉強
は、関心の深い、実践的なものであった。合同ゼミナール、
課題レポートの提出、工場見学など、多くの有意義な時間を
もつことができた。なかでも、京都河原町での発表、洛中で
のディベート、烏丸東洞院通りでの夏季合宿などは、思い出
深いものでしょう。阿弥陀堂、奥の院など連なる堂塔の建築
美が山あいに映え、貞観のころからの日本の伝統の美しさと
経済政策のあり方について、語ったことを思い浮かべるであ
ろう。
　将来、ゼミナール諸君が、大きく羽ばたくことを祈って、
「高啓」の詩をおくりたい。
「春風　江上（こうじょう）の路　覚えず　君が家に到る」

卒業論文一覧
　森　惠倫子 AIミラー導入によるインバウンド収益の増加
　高木　俊隆 EV への新規参入─ EV化により参入障壁

は下がるか─
　黒田　涼子 ニトリの現状と課題─ 32期連続増収増益

に迫る─
　久保　篤史 食品メーカーにおける戦略
　森　里咲 日本の少子高齢化問題による人手不足を移

民政策で解決できるか
　上山　紗佳 日本とアメリカの貧困について
　福戸山　叶恵 日本の少子高齢化問題による人手不足を移

民政策で解決できるか
　高橋　陸 CASE時代におけるサプライヤーの生存戦略
　高島　由衣 日本とアジアの生命保険業界について
　増田　靖子 企業が動かす日本茶のカギ
　原田　萌 AIミラー導入によるインバウンド収益の増加
　的場　優太 今後の日本社会における個人の生き方について
　森永　清太郎 環境問題に向けた大学におけるキャンパス

マーケット推進
★木村　真一郎 Society5.0 の時代における地方創生
　辻　舞雪 同一労働同一賃金について
　西崎　祐一 米中貿易摩擦の検討
　新海　夏実 日本におけるペット保険の展望
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古澄　英男ゼミⅡ

三期生の皆さんへ
　ご卒業おめでとうございます．毎年思うことですが，研究
演習入門で初めて会ってから，あっという間に二年半が過ぎ
ていったという感じがしています．
　この学年のゼミ募集は，一次募集でゼミ生が全員決まり，
二次募集をしないという自分にとっては初めてのケースでし
た．また，留学生を受け入れたのもこの学年が初めてでした．
ゼミの運営では皆さんにいつも迷惑をかけたと思います．ま
た，本来ゼミでは，教員が学生に対して色々なことを教えな
ければならないのですが，逆にこの二年半は皆さんから沢山
のことを教えてもらいました．感謝するとともに，皆さんか
ら学んだことを次のゼミ活動に活かしたいと思います．
　ゼミ三期生は，「我が道を行く」というタイプの人が多く
集まったと思います．卒業後はそれぞれの道を歩まれますが，
新しい場所でも自分らしさを失うことなく我が道を突き進ん
で行ってほしいと願っています．いつでも気軽に研究室に立
ち寄ってください．

卒業論文一覧
★古性　孝陸 海洋プラスティックに起因する環境汚染問

題における解決への実現性
　吉村　卓也 「ラクロス」と呼ばれるスポーツにデータ

を活用したときに得られた有用性について
　畑中　皓貴 どのようにして強いチームは生まれるのか   

─帝京大学，関西学院大学から見えるもの─
　松井　克彰 少子高齢化問題
　木下　滉士 なぜ日本は先進国の中で一番少子高齢化が

進んでいるのか
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小林　伸生ゼミⅡ

「愚直さ」を肝に銘じて
　研究期間の関係でゼミ募集を一時停止し、また対象者が休
学していた関係で、今年はマンツーマンのゼミとなりました。
例年とは異なり、研究室で定期的に進捗の報告を聞き、コメ
ントをフィードバックし、次回の分析に活かし、報告する
……という繰り返しを、幾度となく行いましたね。
　能力の高さは不可欠です。しかし、社会に出る人間が信頼
を得るために求められる、最も重要な資質は「愚直さ」です。
社会に出て揉まれて初めて、この言葉の意味をかみしめるか
もしれませんが、将来、地道に、愚直に頑張って、信頼を勝
ち取り、何事かを成し遂げた姿を見られることを楽しみにし
ています。

卒業論文一覧
　内田　優希 シェアリング・エコノミーが及ぼす経済へ

の影響
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「慶応大学との合同ゼミ開始の第３期生卒業おめでとう。」
　２回生の研究演習入門では 17 名でスタートし５名が脱
落、３回生で２人が去りましたが、第３回の慶応義塾大学商
学部 大野由香子ゼミ、関学経済学部 猪野弘明ゼミと合同ゼ
ミを 2018 年 12 月８日に金沢の TKP 金沢新幹線口会議室
（宿泊は兼六荘）で行い、２つのグループ研究報告を行いま
した。各報告グループ論文タイトルは「ユニクロの高価格化
について」、「大阪夢洲における IR（カジノ）の費用便益分析」
でした。各班の各メンバーは、11月の学内インゼミ大会後
もゼミとサブゼミに加え、それ以外の時間外に集まって努力
しましたね。合同ゼミの直前までは不安を抱え見ていました
が、慶応大との合同ゼミをやり切ったときの充実感を忘れな
いでください。４回生は、公務員採用試験、就職活動後１名
の仲間がゼミを去りました。しかし、慶応大学大野ゼミ、関
学大猪野ゼミとの第４回合同ゼミ、2019 年 11 月 30 日に
愛知県南知多町の旅館　豆千待月（別館会議室）にも参加し、
Aセッションでは、各ゼミが１報告ずつ行う単独報告では、
新海ゼミからは井手誉人君が卒業研究論文「転職サービスに
おける、価格設定についてプラットフォームのビジネスモデ
ルによる考察」を報告し、また今回から Bセッションで各
個人の卒業研究が、テーブル部分かれて、慶応大大野ゼミ、
関学大猪野ゼミの学生、先生方を前に中間報告をしました。
今回は宿泊旅館でのコンパで盛り上がりました。その後諸君
は頑張って、中にはモデル分析で苦戦する人もいましたが、
何とか９名が卒論を書きました。忙しい日々でしたが、諸君
の大学でのしんどかったけれど、懐かしい思い出になってく
れると信じます。お疲れ様。ご卒業おめでとうございます。
諸君の卒業後のご活躍を祈念します。

卒業論文一覧
　井手　誉人 転職サービスにおける価格設定についてープ

ラットフォームのビジネスモデルによる考察
　舟井　大貴 ゲーム理論を用いた宅配便市場におけるヤ

マト運輸の戦略分析
　小玉　惇平 J クラブの経営についてースポンサーの観

点からー
★奥　暉和 副業として賃貸住宅投資に関する考察―大

阪～東京間に絞った理論的研究と実証分析
による検証―

　北浦　靖朋 音楽産業の構造～音楽は公共財か～
　土田　裕亮 「FinTech 企業の参入による銀行ビジネスモ

デルの変革とその理論的分析」～既存金融
機関の付加価値の拡大に向けた方策と提言～

　田口　綾華 結婚出産の意思決定と少子化について―性
別役割分業の観点からー

　森川　達平 自動車産業に対する環境規制とマツダの経
営戦略について

　孫　慶浩 ゲーム理論を用いた宅配便市場におけるヤ
マト運輸の戦略分析

新海　哲哉ゼミⅡ
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大洞　公平ゼミⅡ

ゼミの総括
　学生と教員の適切なマッチングがゼミでは重要であると考
え、私のゼミでは必ず説明会に出席してゼミの内容を十分に
理解した上でゼミに入ることを求めている。しかし、今年度
卒業のゼミ生は、誰もその要件を満たさず、多くの学生が卒
論までたどり着かずにゼミを後にしました。その中で一人だ
け、卒論を完成させた学生がいました。彼は、ゼミ開始当初
から自分の弱点を理解した上で、それを補うべくゼミ活動を
続けてきたのではないかと思います。不慣れなことに関して
は人の意見に素直に耳を傾け、やるべきことを粘り強くやり
続けることが一定の成果につながるということを、身をもっ
て示してくれたと思います。

卒業論文一覧
★竹村　奨馬 長時間労働とろくじろう制度
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個性派・実力派揃いの23期生
　高林ゼミの 23 期生は個性的な実力派揃いでした。「超短
期集中型」の頑張りからポテンシャルの高さは十分認識させ
てもらいましたが、普段は ｢出し惜しみ｣ していると感じま
した。社会に出れば「出し惜しみ」せずにフル回転してみて
ください。
　研究面でも３回生のとき、４大学合同ゼミ（同志社大学、
関西大学、大阪商業大学、関学）や経済学部インゼミ大会で
見せた粘りはすばらしかったですし、最後の集中力は相当な
ものでした。その中で「勉強することも面白い」ということ
をわかっていただけたでしょうか。
　卒論のテーマは以下の通りで、毎年ながらのことでちょっ
と財政学のゼミとは思えません（笑）。ただし、オリジナル
なデータ分析を織り込むことを卒論作成の基本としました。
社会に出ても、「分析結果を踏まえて政策提言する」という
姿勢は持ち続けていただきたいと思います。
　本当にこの２年半の間、いろんなことがありました。甲子
園球場にみんなで繰り出したことや台風の間隙を縫って７大
学合同ゼミ（琉球大学）で沖縄遠征したことなども楽しい思
い出です。語り出すと、尽きませんが、まずは５年後を目指
し、さらに成長した姿でお目にかかることを楽しみにしてい
ます。

卒業論文一覧
　桑嶋　明友香 日本での SDGs の取り組みの企業と教育

の面からの分析（共同論文）
　重松　莉緒 日本での SDGs の取り組みの企業と教育

の面からの分析（共同論文）
　田子　智士 自動車関連企業での女性の労働環境と少子

化問題との関連性－愛知県において－
　濱田　悠吾 地域別玩具売り上げの特徴
　宮村　翔瑠 なぜ新卒採用にミスマッチが起こるのか？

（共同論文）
　長谷川　歩紀 どうしたら少子化を抑えられるか－地域分

析からの考察－
　宇都　晴香 若者のビール離れ問題について
　土肥　花那子 飲食店の人手不足
　畠山　樹 部活動の問題－部活の変革－
　澁谷　しえり セクシュアルマイノリティーを社会はどの

ように受け入れるべきか
　渡邉　泰心 なぜ新卒採用にミスマッチが起こるのか？

（共同論文）
　番匠　実裕司 外来種が環境に及ぼす影響－ブラックバス

に注目して－
　松尾　和佳 なぜ USJ の売上げは TDR に勝ったのか

（共同論文）
★堀尾　幸央 なぜ大阪は名古屋に地価で負けたのか 

そして再逆転したのか
　花村　美咲 なぜ USJ の売上げは TDR に勝ったのか

（共同論文）
　久我　俊介 今後の喫煙者・非喫煙者の在り方

高林　喜久生ゼミⅡ
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田中　敦ゼミⅡ

たなあつと愉快な仲間たち
　先生や先輩ゼミ生との面接を終え、二回生の秋学期からス
タートしたたなあつUゼミ。始めはみんながみんな大人し
く、真面目そうな雰囲気に緊張していました。ですが、合宿
や社会研修等のイベントを通して知り得た新たな一面も多
く、個性あふれる愉快なゼミ生と出会えたたなあつゼミが大
好きです！
　新たな一面と言えば先生にも言えることで、普段の講義中
も物腰が柔らかく、笑顔の素敵な先生でしたが、大好きなお
酒を酌み交わす場面ではさらに笑顔が溢れ、周りにも伝染す
るほどでした。
　思い出深いのは三回生の夏の東京研修で、日本銀行や国会
議事堂など、普段は見学できない機関での学習は、たなあつ
ゼミの醍醐味のひとつでもありました。日頃、新聞などで見
聞きする機関の方のお話を伺い、日本経済の根幹となる仕事
について学びを深めたことは、大変貴重な経験でした。
　あっという間の二年半で、気づけば私たちUゼミ生も卒
業となりました。たなあつゼミでは金融に関する知識から社
会人としての振舞い方など、多くを学ばせていただき本当に
感謝しています。たなあつゼミ生の名に恥じないよう、一同
精進いたします。先生におかれましては、お体にお気をつけ
てお過ごしください。

卒業論文一覧
　溝下　莉奈子 ESG投資の今後の展望
　梅村　千裕 同上（共同研究）
　周防　智子 日本の証券化市場の発展における適切な規制
　湊　なつみ 同上（共同研究）
　袈裟丸 みのり 長期化する異次元金融緩和政策の目標と実

態、今後の展望について
　高畑　愛 少額投資非課税制度「NISA」の制度普及

に向けた最適な施策
　清竹　美央 同上（共同研究）
　松田　滉平 日本の投資家はESG投資を推進するべきか
　野尻　明宏 同上（共同研究）
　内田　圭祐 同上（共同研究）
★神垣　友一 日本とアメリカの金融市場の相関分析とそ

れを用いた投資手法の有用性検証
★西本　夏琳 同上（共同研究）
★飛田　篤彦 同上（共同研究）
★小林　千紗 同上（共同研究）
★長濱　彰政 同上（共同研究）
　大宅　未紗 J-REIT における外部運用方式は適切か
　蜂谷　亜都子 同上（共同研究）
　藤田　隼矢 同上（共同研究）
　濵田　祐輔 同上（共同研究）

Econo Forum 21／ No.261

●
研
究
演
習
Ⅱ
　
ゼ
ミ
の
総
括
と
卒
業
論
文
一
覧

田畑　顕ゼミⅡ

田畑ゼミ第４期生へ
　皆さんは私が関西学院大学から送り出す４回目の卒業生と
なります。研１の時点での在籍人数は 27名と私のゼミとし
ては大変人数が多く、ゼミの運営に若干不安を持っていまし
た。しかし同志社大学のゼミとのインゼミ活動（ディベート、
論文報告）や卒業論文の作成などの節目、節目において、こ
ちらが強制をしなくても、自然とリーダーを務める人、それ
を何らかの形サポートしてくれる人が出てくれて、比較的ス
ムーズに、ゼミ活動を行うことができました。研究活動に深
く没頭し真理を追究することができたかと問われれば、私も
皆さんも返事に困ってしまうところだと思いますが、明るく
和気あいあいとした雰囲気で、個性豊かな面々がそろい、勉
強の場でも、それ以外の場でも、楽しい時間を過ごすことが
できました。果たして皆さんのお役に立てたのか心許ない気
持ちしかないのですが、ゼミで学んだことが今後の皆さんの
人生に多少でも役立つ機会があればいいなと願っておりま
す。皆さんとの交流を通じて、教員として多くのことを学ば
せていただきました。この場を借りてお礼を述べたいと思い
ます。今後の皆さんの活躍を期待しています。

卒業論文一覧
　小山　拓希 幼児教育無償化政策に関する考察
　佐伯　梨紗 高等教育無償化政策に関する考察
　前田　祐一 幼児教育無償化政策に関する考察
　谷口　雄紀 高等教育無償化政策に関する考察
　堀　寛将 高等教育無償化政策に関する考察
　谷口　絢音 幼児教育無償化政策に関する考察
　阪江　遼太 幼児教育無償化政策に関する考察
　船岡　大暉 幼児教育無償化政策に関する考察
　居石　萌子 幼児教育無償化政策に関する考察
　倉田　恵介 幼児教育無償化政策に関する考察
　武田　有紀 幼児教育無償化政策に関する考察
　角田　樹 幼児教育無償化政策に関する考察
★山根　いつき 幼児教育無償化政策に関する考察
　山田　ひとみ 幼児教育無償化政策に関する考察
　北坂　杏莉 幼児教育無償化政策に関する考察
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田村　翔平ゼミⅡ

１期生の皆さんへ
　卒業おめでとうございます。１期生の皆さんは私が大学の
教員になってから初めて受け持つゼミ生だったので、自分の
学生時代を思い出しながら色々と手探りでやってきました
が、皆さん色々とスキルが高いので、教員の至らぬ部分は適
度にスルーしつつ、超個性的なゼミ長を中心に学生主体で今
日までよくやってくれたと思います。おかげさまで最初から
最後まで一緒に楽しく学習することができました。このゼミ
の１期生が皆さんで良かったと思います（本当です）。卒業
研究も全員、自分自身で興味関心のあるテーマを設定したう
えで主体的に取り組んでくれたので、指導する側も一緒に楽
しく考えることができました。書き上げられた卒業論文はど
れも後輩たちにとって良い指針となると思います。皆さんが
勉強してきたゲーム理論ですが、社会に出てから役に立つと
実感することがより多くなるでしょう。ON・OFF に関わら
ず、社会は駆け引きで溢れていますから。皆さんが関学で勉
強したことや得られた経験を糧に世界で大活躍することを期
待しています。また息抜きしたいときはいつでも大学に遊び
に来てください。コーヒー１杯くらいであればよろこんでご
馳走します。西北や梅田等にお酒を飲みに行ってもいいです
（その場合は割り勘でお願いします）。

卒業論文一覧
　淺野　満帆 SONY におけるオンラインゲームサービ

スの適切な価格設定について（共著論文）
　小宮　亮太 SONY におけるオンラインゲームサービ

スの適切な価格設定について（共著論文）
　南開　淳志 SONY におけるオンラインゲームサービ

スの適切な価格設定について（共著論文）
　新井　万葉 YouTube VS テレビ～企業にとって最適

な広告戦略を探る～
★伊東　桃花 百貨店と通信販売における販売競争とその展望
　岡内　望 J リーグクラブにおけるユニフォームスポ

ンサー契約～ミスマッチの解消に向けて～
　岡山　明日香 ゲーム理論で読み解く日本の女性の雇用環境

（共著論文）
　滝口　眞結 ゲーム理論で読み解く日本の女性の雇用環境

（共著論文）
　黒川　実結 幸せを掴むために（共著論文）
　鈴井　絵里香 幸せを掴むために（共著論文）
　佐藤　悠介 ロックフェスティバルにおけるバンドマン

の重要性－失敗しないアーティスト戦略－
　富崎　弘郁 スポーツにおけるドーピングが行われる要

因とゲーム理論で導く最適な対策
　松岡　栄志 ゲーム理論から見る株式投資
　松山　渚 ゲーム理論から見る日本のプライベートブ

ランド戦略（共著論文）
　間宮　啓太 ゲーム理論から見る日本のプライベートブ

ランド戦略（共著論文）
　万力　亮介 グローバル展開のゲーム理論
　山根　あずさ チームにおけるインセンティブ契約と労働

者のモチベーション構造
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寺本　益英ゼミⅡ

ゼミの総括
　研究演習入門の段階では 20名以上在籍していましたが、
最終的に卒業論文を提出したのは、下記の３名にとどまりま
した。３編の論文は、活発な意見交換を重ねながら完成にた
どり着いたもので、４年間の学びの集大成にふさわしい力作
ばかりです。最後までよくがんばってくれました。なおこの
３名のゼミ生は、私が担当していた経済史系科目の受講者で
もあり、経済学部では少数で貴重な経済史専攻者です。
　経済史を研究する本質的意義は、民主主義、人権の尊重、
法による支配、国際協調体制など、人類が長い歴史を通じて
築き上げてきた普遍的価値の重要性を再認識し、経済・社会
をよりよい方向に導くための指針を示すことだと考えていま
す。本来この役割は、政治家が先頭に立って果たすべきです
が、政治不信が蔓延している現状では、期待できそうにあり
ません。
　そこで令和新時代の主役であるみなさんに、「良識ある社
会の担い手」として、力を発揮してほしいのです。その際、
講義や卒論作成で身につけた歴史の分析手法は、大きな強み
となるはずです。それぞれの進路でのご活躍をお祈りいたし
ます。

卒業論文一覧
★庄　宏樹 戦前昭和の農本自治思想の研究
　安部　善行 子どもの貧困から考える教育支援政策
　西尾　涼太 これからの総合商社の未来
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データを分析するために
　ゼミではまず EXCEL や Rを用いて各自関心のあるデー
タについて最小二乗法などの分析を実際に行うことからはじ
めました。そして得られた結果が考えていた仮説に当てはま
るかを考え、能動的に学びました。さらに数式を簡単に計算
できるMaple を用いて、理論モデルの分析のためにコンピ
ュータソフトがどのように役立っているかを経験しました。
　次にインゼミ大会で「IR（統合型リゾート）の経済効果に
ついて」について発表するためにネットでデータを集めて、
レジュメを完成させました。またプロセス管理も学びました。
　最後に卒業論文では、各自が選んだテーマをについて各学
期それぞれ２回のプレゼンを行い、論文の内容が深めました。
　身の回りでは society5.0 といわれるように、少し前に想
像できなかったことが AI 化を通じて進行しておりますが、
その背後では厳密な統計分析が行われています。そこから生
まれるビジネスチャンスについて思いを巡らし、需要サイド
と供給サイドの両方の立場から現状を捉え、しっかりとリス
クを考慮した上で意思決定することが重要になってきます。
そのためにゼミで学んだスキルを存分に発揮してください。

卒業論文一覧
　上村　真帆 ライブ市場が生み出す消費者行動
★渋谷　有理奈 高齢化社会の目指すべき将来像
　岩熊　友哉 日本におけるキャッシュレス化について
　和氣　裕弥 造船業界の現状と今後
　西山　隼矢 日本財政とMMT理論
　飯田　隆之介 阪神タイガース
　澤　拓実 南海トラフ地震が日本に与える影響と対策
　吉田　華 NFL が米国に与える経済効果

豊原　法彦ゼミⅡ

Econo Forum 21／ No.261

●
研
究
演
習
Ⅱ
　
ゼ
ミ
の
総
括
と
卒
業
論
文
一
覧

西村　智ゼミⅡ

総括
　２年半お疲れ様でした。以下に、活動記録（私の感想入り）
を記します。２年次のディベート大会で２戦２勝を果たし幸
先のよいスタートを切りました（２勝したら三田屋で奢ると
いったらまさかの勝利）。３年に上がる前に南淡路で春合宿。
３年次は、京都の宿にパソコンを持ち込んで夜中まで勉強し
ました（宿からうるさいとお叱りをうけ反省をする羽目にな
りましたが大変よい思い出でもあります）。４年次前半は、
就職活動をしながら株の勉強をしました。（バーチャル投資
で競い合ったのもよい思い出）。後半は卒論論文を仕上げる
傍ら、関学OBOGとの勉強会＠丸の内に向けて働き方改革
の勉強（社会人の前でのプレゼンは緊張しましたがおおむね
堂々とできました。さすが４年生。）また、インゼミのディ
ベート大会に出場しましたがこちらは惨敗（まだまだ力不足
……）。その他、サブゼミ（からのクラフトビール！）、留学
に行く仲間の壮行会、ボーリングなどイベントも多数ありま
した。
　卒業後はそれぞれの道を歩まれますが、たまに集まり、学
生時代の思い出話や近況報告に花を咲かせ、元気をもらって、
またそれぞれの生活を頑張る、そんな関係が続いていくとよ
いですね。

卒業論文一覧
　中島　詩織 色彩の行動経済学
　竹内　洋人 所得連動型奨学金制度の拡大が与える影響
　小谷　理希也 香りと行動経済学
　南雲　勇輝 香りと行動経済学
　田中　大也 女性の結婚意欲の決定要因
　渡辺　正哉 若者の未婚に伴う少子化
　中谷　大志 ナッジによるハーディング抑制
　鈴木　連太朗 視覚情報が与える消費行動への影響
　加藤　ひかる 女性の結婚意欲の決定要因
　八幡　佳介 視覚情報が与える消費行動への影響
　藤田　敦寛 明石市の子ども政策は人口Ｖ字回復に影響

を与えたのか
　上野　潤一郎 介護労働者の就業継続決定要因と就業継続

に向けた政策提言
　田中　佑樹 介護労働者の就業継続決定要因と就業継続

に向けた政策提言
★山下　将史 子育て世帯における家庭背景と子どもの学

力の相関関係
　田森　尚樹 色彩の行動経済学
　安福　生 WLB～同業他社比較より
　吉田　麻里子 香りと行動経済学
★乾　美咲 子育て世帯における家庭背景と子どもの学

力の相関関係
　松下　友紀 色彩の行動経済学
　川上　裕也 色彩の行動経済学
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野村　宗訓ゼミⅡ

夢をつかむ
　「大学生活で何がいちばん印象に残っていますか？」と質
問されて、即答できるでしょうか。
　キャンパス生活の他、アルバイト、サークル、留学、旅行、恋
愛等、数えきれないほどの経験を重ねたことが思い浮かぶはずで
す。夢をつかむために限られた時間を有効活用してきたものの、や
りたいことが多すぎて悩んだこともあると思います。就活で内定を
もらえた時の喜びや、内定をとれずに周囲の友人や家族に支えて
もらったありがたさをあげる人もいるでしょう。夢を追い求めて実
現した人はもちろん、結果的に最初の目標とは異なる進路を歩む
ことになった人も、自信を持てるようになったのではないでしょうか。
　みなさんは就活解禁時期で揺れた世代ですが、これから大学受験
を乗り越える高校生は入試の実施方法が変わるために不安を抱えて
います。世界の動きではイギリスのブレグジットがどのように社会を改
善するのか、香港の日常生活が以前通りに戻るのはいつなのか、未だ
明確になっていません。また近年、広範囲で甚大な被害を招く自然災
害が多発しています。今後も不確定な事態に直面するかもしれません
が、将来に向けた夢を描く意欲を持ち続けてほしいと願っています。

卒業論文一覧
　直田　桃佳 最先端事例から見る日本の宅配業界の現状と

課題－海外・国内の過疎地の事例を参考に－
　古園　果菜 日本における農業の現状と今後の展望－成熟農業

輸出大国であるオランダ・デンマークを参考に－
　吉鶴　陽 海外依存しないエネルギー社会の実現のた

めに－水素と宇宙の活用－
　浅田　菜月 自動運転によるスマートモビリティの構築
　中井　涼華 5G普及とスマートフォン時代
　太田　菜月 神戸の経済活性化－観光・交通面からの考察－
　赤木　宏穂 日本の旅行業界
　荒木　朋子 日本の IRとは－日本が目指すべきIRの形について－
　近谷　僚太 再生可能エネルギーの普及のための戦略－

ドイツとの比較を踏まえて－
★内藤　敬太 我が国における航空機産業のゆくえ－航空機

市場の現状と課題、および将来展望について－
　池田　将規 日本におけるエネルギー構造の変化の推移

－ 2040 年の短期的展望を見据えて－
　坂下　和駿 国家におけるロジスティクス効率化－人手

不足の観点から－
　田中　佐依 日本の物流業界の現状と課題
　藤本　咲子 令和時代の新マーケティング－世界をもっ

と面白くする『戦略PR』とは－
　向　芳輝 人口減少社会におけるモビリティの在り方
　山口　実央 キャッシュレス決済の日本普及について
　杉原　野々花 日本にウーバーを誘致するべきか－日本とア

メリカのライドシェアリング市場の違いから－
　隅田　季波 日本の水道事業の民営化－他国と比較して－
　柵木　理沙 日本のエネルギー変革－再生可能エネルギ

ーの普及・発展－
　山本　多恵 日本におけるライドシェア導入の可能性－

海外の現状と比較して考える－
　西川　知里 事業承継の選択としてのM&Aの効果
　奥平　真希 日本における IC 技術の発展とその効果－

観光立国日本の交通系 IC技術－
　飯阪　未佳 日本におけるキャッシュレス－キャッシュ

レス化の課題と展望－
　巽　千穂 PFI による空港経営改革－官民連携で地域

活性化する空港－
　細見　美紗 航空業界の発展
　古賀　啓太 主要国における鉄道経営－現状把握と国際

比較で見える今後の可能性－
　黒塚　えのか モビリティ革命とMaaS －課題先進国日

本にMaaSはどう貢献していくか－
　渡邉　紗耶香 日本における地域公共交通について－今後

も存続していくための手段とは－
　岡田　莉子 IT 技術から考えるインフラ整備
　伊關　茉穂 スマートシティへ向けて－被災地から考える－
　市村　真紅郎 水素エネルギーによる低炭素社会の実現へ

－水素社会の可能性－
　辻　彩香 自動車産業のこれから－ AI（人工知能）

を活用した自動運転の実用化について－

Econo Forum 21／ No.261

●
研
究
演
習
Ⅱ
　
ゼ
ミ
の
総
括
と
卒
業
論
文
一
覧

長谷川　哲子ゼミⅡ

今年度卒業ゼミの総括
　経済学部に着任して以来、今年度は初めて卒業生を送りだ
すこととなった。
　経済学部にあって日本語や日本語教育に関心を持つ学生が
集まるゼミ、ということで、学生、教員ともに終始手探りで
あった。研究演習入門としてゼミを開始したころの不安は、
研究演習Ⅰなかばで、やっと消え出した。最終的には、当初
私が予想したよりも多様なテーマが提出され、それぞれ卒論
として結実させられたことは、私にとっても喜びであった。
調査や分析を通じて得た知識、結論として自ら見出した知見
以上のものを学んでくれていれば、それはさらなる喜びであ
る。

卒業論文一覧
　奥野　結衣 笑いの原因からみた上方漫才の変遷
　今井　菜々子 忌み言葉の変化についての考察
　井面　慈子 LINE におけるふき出しの特徴─どのよう

に区切っているのか─
　福田　幸大 使い分けによる方言衰退の是非─雲伯方言

は使い分けにより衰退するのか─
　高橋　祐太 人類の言語特有の機能
　林　浩平 日記の質的分析とその解釈～自己のリーダ

ーシップ感はどのように変化したのか～
　吉田　圭佑 タグラインから見る言語表現の特性
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原田　哲史ゼミⅡ

明治維新150周年のゼミ４期生
　３回生のときに明治維新 150 周年を迎えたこの学年は、
社会思想史のゼミとして「吉田松陰の思想と弟子たちによる
その実現─150周年のいま思想の時代として明治維新を
考える」というテーマで共同の論文を仕上げた。そのテーマ
で、春学期は長崎大学経済学部で南森茂太ゼミと合同ゼミを
し、秋学期の学内インゼミでもプレゼンを行った。現在の日
本では思想が国を変革することが稀な状況にあるが、そうし
た変革がいつあったのかと言えば、幕末・明治維新の時期で
あり、しかも実践へと移行したほどの大思想を有していたの
は吉田松陰であろう、という判断によるものであった。松陰
には天皇制を有する日本の外国勢力への対決やある種の平等
の思想があり、それによる弟子たちの変革運動つまり明治維
新への歩みを追うとともに、その思想に近隣諸国への侵略に
通ずるものがあったのではという問いも立てて探求した。ど
こまで明らかにできたか心もとないし、４年次に移る際に２
人になったことも残念であったが、その探求から何がしかを
学び取っていただけたなら、と思っている。ちなみに、長崎
のゼミ合宿のことや共同論文は、学部のサイトでいつでも見
ることができる。

卒業論文一覧
★深見　樹 伊藤博文の思想と功績
　梶田　将暉 木戸孝允の生涯と思想
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東田　啓作ゼミⅡ

卒業論文執筆への努力の成果
　４回生で卒論を執筆されたゼミ生の皆さん、お疲れさまで
した。他にもやるべきことがたくさんある中で、最後までく
じけることなく卒業論文を仕上げられたことはとても素晴ら
しいことと思います。しかも、５人中３人は、個人研究であ
るにもかかわらずアンケート調査を実施しました。少人数で
のアンケート実施は本当に大変だったことと思います。さら
にそのデータを分析して、アウトプットを出したことは高く
評価できます。アンケート調査をしなかった２人も、資料を
念入りに集めてそれらを読破したり、自分の経験を正確に記
録したりして、とても面白く質の高い論文を仕上げることが
できたと思います。
　１年間にわたって卒業論文に取り組み続けた努力は、将来
必ず皆さんの力になります。最も重要なことは、一見短期的
には役に立ちそうもないかもしれないこと、モチベーション
を維持しにくいことに、知的探求心を持って向き合い続ける
ことができた強さです。この知的探求心と芯の強さは、長期
的には必ず役に立つことと思います。最後になりましたが、
ご卒業、本当におめでとうございます。これからものびのび
と自分の人生を歩んでいってください。

卒業論文一覧
★天野　凌 近年の EU市場における日本産加工食品の

販売戦略について
　柳澤　ゆきの 単位の売却価格とその決定要因
　反橋　七海 関西学院大学の学生は単位をいくらで購入

するか
　足立　遥 留学から得られる効用
　賀来　知宏 Analyzing factors associated with 

smartphone addiction: A cross sectional 
study among college students
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藤井　英次ゼミⅡ

Consistency　一貫性
　卒業論文を完成させて自由の身となったゼミ生と談笑して
いると、二年半にわたる研究演習の学びを思いがけず一つの
言葉で締め括ってくれた。曰く、「一貫性」。英語で言うとこ
ろの“consistency”。

　計量経済学にも consistency という概念がある。「一致性」
という言葉が用いられる。直接観察することのできないもの
を何とか推し量ろうとする際には、バイアス（偏り）のない
推量が望まれる。とは言え、現実には我々はバイアスに塗れ
て生きているといっても過言でない。誰しも無意識のうちに
様々な情報に影響されてしまうもので、何事に関しても一切
偏った見方をしないというのは容易いことではない。しかし、
その時々で多少偏った物の見方をしてしまっても、より多く
の事象を観察して経験を豊富に積み重ねることで目を養い、
結果的に物事の本質を偏りなく捉えることができたとすれ
ば、それは素晴らしいことだろう。そのような性質のことを
計量経済学では consistency と表現する。
　より一般的な文脈においては、consistency は「言行一致」
とも訳される。自らの主張と行動の乖離を是とせず、その時々
や相手次第で主張がころころと変わることがない。二年半に
わたる研究演習と骨の折れる卒業論文執筆を通じて体得した
ものの本質を、consistency という言葉で締め括ったゼミ生
をとても頼もしく思った。

　コーヒーを飲み終えて、雨降る真冬の朝の歩道に踏み出し
た瞬間、ゼミ生が発した言葉は「ああ清々しい」（！）。冷た
い雨の降る薄暗い冬の朝ですら清々しく感じることができ
る。そう、研究演習を通して自ら体得したものは、卒業後も
決してあなたを裏切りません。

　卒業、心よりおめでとう。

卒業論文一覧
★佐内　佑基 諸外国に学ぶ移民労働問題：受け入れ拡大

を急ぐ日本の課題
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藤原　憲二ゼミⅡ

３は強い
　卒業おめでとうございます。３人で始まったゼミですが、
同じメンバーでゼミを終えられることをうれしく思います。
　３といえば思い出すことがあります。私が大学院生の頃、
非常にお世話になっていた先生から「論文を国際的な査読付
き雑誌に掲載してもらうには、既存の研究やアイデアを３つ
以上組み合わせなさい」と言われました。つまり２つのアイ
デアを組み合わせることはそれほど難しくなく、そこから得
られる結論もインパクトが弱い。しかしそこに第３のアイデ
アを加えれば斬新さやインパクトが大きく増す。いつもこれ
が奏功するとは限りませんが、「三人寄れば文殊の知恵」と
いう格言にも通じるものがあり私は大事にしています。
　下記の卒論の執筆には苦労し、毎回私の研究室で３人の激
しい議論の応酬が行われました。みなさんにはこのゼミでの
経験を今後の実社会で存分に活かして頂きたいと思います。

卒業論文一覧
　井之上　馨太 日本の幸福度の分析と比較
★井下　晴貴 日本の幸福度の分析と比較
　羽岡　裕太郎 日本の幸福度の分析と比較
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ご卒業おめでとうございます
　本年度、私が担当する研究演習Ⅱの受講生の皆さん、ご卒
業おめでとうございます。皆さんは私が関西学院大学で担当
する演習の第１期生ということになりますが、お互い不慣れ
な中で２年半演習を続けてきて、まずは無事に卒業すること
ができて良かったと思います。ただ担当者として２年半皆さ
んを見てきて、経済学の基礎学力はまだまだ十分ではないと
いうのが率直な感想です。研究演習のゴールは卒業論文を書
くことですが、ここまでたどり着いたのがわずかに２名とい
う結果がそれを物語っています。私は卒業論文を書くのが決
して簡単ではないということを言い続け、卒業論文に対して
要求する水準を下げることはありませんでした。そのような
中で努力して卒業論文を書いた２名の受講生は立派だと思い
ます。何か具体的に説明することは難しいけれど、卒業論文
作成のために試行錯誤したり考えたりすることは、今後必ず
役に立つでしょう。また卒業論文を書かなかった受講生もそ
の代わりに意味のある時間を過ごしていたのなら、それもま
た悪くない一つの選択なのでしょう。いずれにせよ関西学院
大学経済学部は、より経済学を勉強したい人のために扉をい
つでも開けています。何かがきっかけで、再び勉強したくな
ったらいつでも戻ってきてください。

卒業論文一覧
★島上　恭翔 兵庫県内での地域活性化における観光業の

必要性
　鎌田　真守 生命保険会社と人工知能に関する研究

堀　敬一ゼミⅡ
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Endurance produces character
　六期生の皆さん、卒業おめでとう！ 本当におしゃべりで
愉快な学年でした。土砂崩れで甲山に登れなかったことや、
ディベート中のマナーの悪さ、就活中のゆるゆるのゼミなど、
ついこないだの出来事のように思い出されます。
　皆さんの新たな出発にあたり、次の聖句を贈ります。
“Endurance produces character”（ローマの信徒への手紙：
第５章４節）。character は人格・品性という意味なので、こ
の句は「忍耐は人格を磨きあげる」という意味です。ちなみ
にこの句の続きは“,and character produces hope.”です。
忍耐のもとで生み出される希望は、なるほど強靭な本物の希
望と言えるものでしょう。
　人生は大小の冒険の繰り返しです。私も教員として学生の
手本にならねばならないと考え、リスクを冒して諸々の冒険、
すなわち一見するところの「愚行」を繰り返していますが、
愚行は突き抜ければもはや愚行でなくなります。能動的人生
は「真剣な愚行」の繰り返しにならざるをえず、真剣なので
むろん楽しいばかりではなく、一面では苦しみの繰り返しで
す。そして苦しみには、人間を確かに成長させるというポジ
ティブな面がある。
　周囲に惑わされない自主独立の精神を、どうか保ってくだ
さい。いざという場面で、恐れず、皆があっと驚く（良い意
味での）「愚行」を選択できる大きな人物になってください。
同窓会を楽しみにしています。
　最後に、（研Ⅱの正規履修生ではないが）わがゼミ生であ
る２名の氏名と卒業論文名をここに記す。大熊俊夫「衰退産
業 復興のためには」、神崎未来「ディズニープリンセスと結
婚観」。

卒業論文一覧
　柳本　有輝 偏見と相互理解について
　鈴木　大輝 「食」を目的とするツーリズムの移り変わ

りと今後のビジネスチャンス
　歌原　成哉 付録付き雑誌における消費者行動分析、並

びに今後の提案
　村上　一誠 経済動物 競走馬の宿命と今後の可能性：

海外との産業構造の比較から
★村田　知貴 （共著）太宰春台著『産語』の要約と『経済録』

『経済録拾遺』との比較、及び経済思想の
転換の考察

　小田　祐之介 アジアの生命保険市場の考察
★野原　充香 （共著）太宰春台著『産語』の要約と『経済録』

『経済録拾遺』との比較、及び経済思想の
転換の考察

　廣田　雅志 学生指導による生産性の向上
　日根野　茜 北九州市の人口減少への対策と検討
　楠山　大貴 経済による文化改変
　藤原　颯汰 ANAはアジア一位の航空会社になれるのか
　岡部　早希 ファシリテーションと経済の関連性：組織

変革の観点から

本郷　亮ゼミⅡ
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我が道は方
いま

や未まだ夷
たいら

かならず
　皆さんは兵庫自治学会、関西広域連合協議会意見交換会、
関西大学・南山大学・同志社大学との４大学合同研究報告会、
最終研究報告会、兵庫県観光まちづくり研究会、議員インタ
ーンシップ、フィールドワーク等と、２年半のゼミ生活をと
ても精力的に過ごしてくれました。また、皆さんの卒論は全
員のそれが前田ゼミの十年間を通じて最高のクオリティでし
た。皆さんの能力の高さとゼミに対する真摯な姿勢に敬意を
表します。
　10期生の皆さんの旅立ちにあたり、韓愈の出門（門を出
でて）の一節を贈ります。

　　　　出門各有道　我道方未夷
　　　　且於此中息　天命不我欺

　　門を出でては各々道有れど
　　我が道は方（いま）や未だ夷（たいら）かならず
　　且つは此の中に於いて息わん
　　天命我を欺かじ
 （吉川幸次郎・桑原武夫『新唐詩選続篇』より）

　皆さんは門を出られます。門の前方に、はるかに道が続き
ます。その道は、皆さんが苦しくても、平坦でなくても、歩
み続ける道です。それぞれの道は異なります。しかし、皆さ
んの道は皆さんの前方にあります。一歩、一歩ふみしめ、ふ
みしめて歩むしかありません。
　皆さんのこれからの人生の幸多く、安寧なることを。

卒業論文一覧
　前田　海咲 日本における食品ロスの削減について～若

者にできることは何か～
　川口　涼太郎 南海トラフ地震に備えて～地域防災力とコ

ミュニティ～
　平岡　知樹 マラソン大会の開催と経済効果
　山口　果奈 オーバーツーリズムとどう向き合うべきか
　谷口　清太 ポケモンGOに学ぶヒットコンテンツの生

み出し方
　飯尾　真行 フードロス問題における課題と展望
　松端　航平 公共施設の今後の在り方について～ PFI

を活用して～
　久治　香波 人口知能（AI）の進化による雇用の影響
　西森　大晟 中山間地域における現状、課題とその対策事例
　西村　鞠伽 お金革命～日本のキャッシュレス化の未来～
　矢吹　なつみ 観光地経営による名古屋市の地域振興－手

法としてのシビックプライドに関する研究
　深川　理子 日本での選択的夫婦別氏制度の導入を目指して
　川中　康平 テレワーク活用による働き方改革
　大河内　諒壱 高齢者の免許返納促進のために
　赤塚　ひなた コンビニエンスストアの 24時間営業の継

続について
　岡崎　隆洋 観光戦略のための観光心理学
　宿野　晃弘 基礎自治体における学校教育バウチャー事

業の効果と課題
　内堀　真依 ICT を活用した観光活性化の展望
　井上　紗良 小さな銭湯がもたらす人々の幸せ
　淡路　紗希 人口減少時代におけるまちづくりのあり方
　山崎　裕太 インバウンド観光による関西への訪日外国

人観光客の誘致
　合田　温 地域振興における観光土産のあり方
　山渕　日向恵 大阪市の待機児童は解消できるのか
　田中　麻椰 民泊による社会効果
★佐々木　将人 兵庫県丹波篠山市後川地区に学ぶ限界集落

への関わり方と生活満足度向上策
　山形　真紀 MaaS を使った新たな観光のあり方

前田　高志ゼミⅡ
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2019年度のゼミ総括
　ゼミ四回生の伊藤君，卒業おめでとうございます．社会に
出てから様々なことがあるかと思いますが，少しずつ前に進
めることを願っています．これからの活躍に期待しています．
　ゼミ三回生の皆さん，もう少し統計学に興味を持って学ん
でもらいたいと思います．数式が多く見られるので苦手に感
じるかもしれませんが，背後にある考え方は社会に出てから
も十分役に立つものであると考えています．ゼミ二回生の皆
さん，今年度は時間をかけて統計学を学ぶことができたかと
思います．来年度は期末レポートを書くために，自分で色々
と考えることも多くなります．答があるかどうか分からない
ことを手探りで進むことになりますが，その過程を楽しんで
もらえればと思います．

卒業論文一覧
提出者無し

宮脇　幸治ゼミⅡ
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卒業おめでとうございます。
　出席、欠席も自由というかなりのんびりしたゼミでした。
（笑）そして、卒業を前に少しずつ変化していく自分を感じ
てきたと思います。一見、厳しいと感じる大学生活も、社会
からすればとてもぬるい環境です。これまでうまくいった人
もそうでない人も、社会に出てから、立ち止まって自分を見
つめるときが来ると思います。そんな時に、今までよりも少
しだけよく生きるにはどうしたらいいのだろう、と考えてみ
てください。そして、マイペースでいいですので、少しずつ
前に向かって進んでいってください。みなさんの人生、まだ
まだ相当長そうですよ。のんびりやっていってください。

卒業論文一覧
　井谷　優梨香 日本のペット産業
　萬谷　翼 日本がキャッシュレス国になるには－中国

はなぜキャッシュレス大国になれたのか－
　山中　里咲 インターネット広告の現状と課題
★砂場　柊平 これまでの日韓問題と今後の課題
　中本　圭哉 Testosteroneが生み出す個人と社会への影響
　藤田　直人 漫才の歴史
　山口　尚輝 日本の食料排気と飢餓について
　森田　有香 日本人の非投資傾向についての現状と対策
　飛田　祐之介 人口減少社会の年のあり方

山鹿　久木ゼミⅡ
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懸賞論文の選考について
　経済学部では、1985 年から研究演習Ⅰ・Ⅱの在籍者を対象として、懸賞論文を募集している。本年度は、個人
執筆論文部門に８本、共同執筆論文部門に９本の応募があった。応募点数は例年に比べて多い。いずれも意欲的
に取り組まれた論文であった。選考委員会の審査と教授会の議を経て以下の論文に賞を与えることになった。

経済学部懸賞論文受賞者と論文名

入賞
<個人執筆論文部門>
　伊東桃花（田村ゼミ）
　　「百貨店と通信販売における販売競争とその展望」
　中山七海（猪野ゼミ）
　　「チケット転売におけるスクリーニングの活用」

佳作
<共著執筆論文部門>
　逸見光咲・岡響生・福田大和・政安梨紗（栗田ゼミ）
　　�「マダガスカル農村において女性のエンパワーメントが子どもの栄養状況に与える影響� �
　　―パネルデータを用いた分位点回帰による実証分析―」

　植村優菜・大崎勇・岡直樹・川戸若葉・富田佑莉亜（栗田ゼミ）
　　�「一時的な所得ショックが家計の教育投資に与える影響とリスクシェアリングの効果� �
　　―マダガスカル農村部を事例に―」

　岡山明日香・滝口眞結（田村ゼミ）
　　「ゲーム理論で読み解く日本の女性の雇用環境」

<個人執筆論文部門>
　岩谷桃佳（栗田ゼミ）
　　�「労働集約型工場におけるインクルーシブリーダーシップが従業員の非認知能力に与える影響� �
　　―ラオス日系企業の事例を用いて―」

<講評 >
　�　学部学生の学術論文として優れた水準に達しているという理由から、入賞は個人執筆論文２編に与えられた。
１つめの論文「百貨店と通信販売における販売競争とその展望」は、対照的な特徴を持つ百貨店と通信販売を
比較し、商品価格や消費者にとっての買物時間の変化がそれぞれの戦略にどのような影響を与えるかをゲーム
理論における戦略形ゲームの枠組みを用いて分析し、関係性を明らかにしている。身近なテーマを理論的に整
備し、委員から好評を得た。２つめの論文「チケット転売におけるスクリーニングの活用」は、先行研究を考
察し、スクリーニングを利用した会員制のチケット販売方法を組み込んだ新しいモデルを提示している。これ
ら２つの研究は、問題意識の明確さ、理論的整合性等の点で高く評価された。
　�　なお本年度は入賞した論文に次ぐ優れた共著論文３篇と単著論文１編が佳作に値するものとして評価された。
共著論文の「マダガスカル農村において女性のエンパワーメントが子どもの栄養状況に与える影響」は、パネ
ルデータを使用し、エンパワーメントが子どもの栄養改善を通じての影響を、分位点回帰分析によって研究し
ている。時間選好を組み込んだ新しい試みである。共著論文の「一時的な所得ショックが家計の教育投資に与
える影響とリスクシェアリングの効果」は社会関係資本と組織との関係をプーリング回帰モデルで検証し、緊
急度の高いテーマに取り組んでいる。他の２論文も研究の熟度等において評価された。以上の佳作４編は、そ
れぞれ入賞作に比べても遜色のない論文である。
� （懸賞論文選考委員会委員長　桑原秀史）



エコゼミ委員会って？

皆さんは、エコゼミ委員会にどんなイメージを持っていますか︖
エコゼミ委員に入った感想を聞いてみました︕︕

最新情報/活動レポート

団体紹介・代表インタビュー

１回生
入学式後のオリエンテーションで、エコゼミに

ついて熱く語る先輩に惹かれてエコゼミに入りました。
最初は不安もありましたが、先輩方が優しく

接して下さって、すぐに馴染む事ができました。
楽しむときは楽しみ、真面目にやるときは

真面目にやる。
そんなかっこいい先輩の姿を追いかけて

私も頑張りたいです。

３回生
人の役に立つことがしたい。

また、人前に立つ機会に慣れたいという
思いからエコゼミに入りました。

３回生になってリーダーを務め、仕事を

分担することの大変さを学びました。

活動を通して自身の主体性や責任感が
身につき、エコゼミに入って本当に

よかったと感じています。
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【スポーツ大会】

スポーツ大会は毎年５月に、経済学部１年生を対象に行われる行事です。
基礎演習のクラス対抗で種目はバレーボールです。
エコゼミ委員会は、事前に対戦表を作り、本番当日は試合の審判も担当します。
入学したばかりの１年生対象で、かつ５月開催と、準備期間の短さには苦労しました。
運営側として慣れないことも多くありましたが、大会の告知や当日の掲示物等の連絡事項
は簡潔に伝えられるよう工夫しました。
反省すべきところは多くありましたが、１年生の「クラスが盛り上がって楽しかった︕」
という言葉を聞いて、やってよかったと努力が報われたように感じました。
自分の大学生活において、スポーツ大会を運営した経験はかけがえのないものになった
と思います。

【エコゼミ委員会】

関西学院大学経済学部公認の学生団体で、経済学部が主催する様々な行事の
運営・管理を行っている団体です。

部員数は現在約60名です。
個性のあるメンバーが一丸となって、経済学部をもっと盛り上げるために
日々活動しています。

以下では、エコゼミ委員会の行事・部署について各部署の代表に詳しく紹介して
もらいました。
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【オープンキャンパス】

オープンキャンパスは毎年８月に開催され、高校生に関西学院大学経済学部の魅力を
伝えるために、エコゼミ委員会でプログラムを提供しています。

プログラムでは「経済学部生の一日」についてプレゼンテーションを行ったり、現役大学
生との交流会を実施します。
プレゼンテーションでは３年生と１年生がペアとなって、大学入学前と入学後の生活の
違いや、大学生活の楽しいことなどを話しました。
交流会では大学生活に関する疑問に答えたり、合格するための勉強法のアドバイスをしま
した。

オープンキャンパス当日は、委員全員が一丸となって協力し、忙しい時間帯も乗り越える
ことができました。
自分達が行った活動に関する成果は分かりませんが、少しでも多くの高校生に経済学部の
魅力が伝わっていると幸いです。

【インゼミ大会】

経済学部インターゼミナール大会（通称︓インゼミ）は、毎年１１月に開催されている
行事です。

例年、基礎演習受講生は基礎演習のクラス対抗でディベートを行います。
また、研究演習受講生は研究発表・ポスターセッション・ディベートのいずれかの形式
で、各ゼミでの学習成果を発表します。

ディベートは６月頃の第１回連絡会から、約半年の準備期間があります。
SNSを用いた連絡網をつくり、正確で迅速な情報伝達に努めました。

１０月下旬には、エコゼミ委員会主催で、1年生の基礎演習受講者を対象にした模擬
ディベートを行い、本番に向けての指針となる取り組みもしています。
本番当日は、些細なトラブルがいくつか発生したものの、概ね円滑な運営ができたと
思います。

参加者の方にとって、よりよい行事となるよう、反省点は次年度へ受け継ぎ精度を
上げていきたいと思います。
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【広報】

広報の主な活動は、本誌「エコノフォーラム」の作成です。

また、Twi�erではエコゼミ委員会を知ってもらうために、エコゼミ委員会の仕事を
紹介したり、経済学部の行事の告知を行っています。
アカウントは＠ecosemi なので是非見てみてください。

広報担当→

エコノフォーラムは毎年、どのような記事をつくるかを一から話し合い、１年間
かけて作り上げます。
教授や事務室の方との打ち合わせや、企業の方のインタビューなど多くの方と
接する機会もあり、社会性も身についたのではないかと思います。
完成したエコノフォーラムを手にしたときの達成感はとても大きなものです。
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【番外編】各部署メンバー

←スポーツ大会担当

オープンキャンパス担当→

←インゼミ大会担当

内助の功、会計です→
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４年生

３年生

２年生

１年生

＜2020年3月 エコゼミ委員会＞

石黒 宏太 乾 美咲 窪田 椋太 田中 大也

原田 紬希 速見 昂希 前川 友吾 舛本 裕一

森 惠倫子 横山 紅花

稲田絵理紗 木村 優斗 酒井 藍美 塩谷 和樹

堀 敦子 山本 一統 吉本茉佑子

生田 浩資 一山 僚汰 大塚 俊吾 岡野 晶

小川 良太 越智 達志 川本 双葉 岸部 桃子

肥塚日菜子 齊藤 光汰 阪口 真唯 大文字弘行

常陰 有咲 西口 陽向 林 史奈 藤川 奈々

藤平 優衣 前田慶一郎 宮田梨咲子 米澤 慧

脇本 泰成

岩田 結衣 上杉 美咲 魚住みなみ 海藻 健太

川崎えりか 神澤 瑠璃 岸部 哲也 國頭 愛

小手川菜波 作本 育海 神野みどり 髙谷菜々子

早瀬 泉綺 原田ひより 布施 拓真 宮坂 達也

宮田 雅之 山本 萌 吉田 壮作

今後ともエコゼミ委員会をどうぞよろしくお願いいたします。

【おわりに】

今年度のエコノフォーラムは、現役学部生のみならず、
学部出身の企業家・業界人の方々の声を聞くことも意識して
記事を作ってきました。
本学経済学部を、より知っていただける本誌になったのでは
ないでしょうか？

本誌学生ページの作成にあたり、インタビューやアンケートに
ご協力いただいた多くの経済学部生、教職員の方々、本当に
ありがとうございました！
皆様のご協力のおかげで本誌をつくりあげることができました。

122Econo Forum／March 2020



2
6

2
0
2
0

K W A N S E I G A K U I N  U N I V E R S I T Y

S P R I N G  2 0 2 0

社長・業界人
〈インタビュー〉

大学周辺
ラーメン巡り

経済学部生
ファッション特集

私には私のやり方がある 千差万別の個性 私の日常と服と靴
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